
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




まぶらほ


～メイドの巻～





築地俊彦















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　駒都え～じ
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　雨の粒つぶは大きく、降ふる勢いきおいは激はげしかった。前まえ触ぶれもなく空はかき曇くもり、蓄ちく積せきされた水分を一気に地上へ注そそいでいく。これはこの島というより、この地ち域いき特とく有ゆうの現象であった。


　滝たきのような雨はカーテンの役やく割わりをして、先ほどまでの日光を遮しや断だんしてしまう。そのため室内は薄うす暗ぐらく、目を凝こらしてもぼんやりとしか物が見えない。生活に支し障しようがあるほどではないが、わずらわしいのは確かだ。しばらくすれば雨は止やむのだが、この日に限ってずっと続いていた。そのため部屋は、暗さがじっとりと水の重みのように漂ただよっており、それは係かかりのものが明かりを灯ともすまで続いた。


　明かりに照てらされた室内は石いし造づくりで、広さに見合った装そう飾しよくがほどこされていた。湿しつ気けの多いこの地域ではいかにも手間がかかりそうだが、部屋の主の好みによるものだろう。家具のたぐいはあまりないが、床ゆかにはペルシアの手て織おり絨じゆう毯たんが敷しかれており、天てん井じようからは豪ごう華かなシャンデリアが下がっている。


　部屋の隅すみにある小さなサイドボードには、ボヘミアのガラス工こう芸げい品ひんが飾かざられている。ただその横には、茶色い新しめのマニラ封ふう筒とうが置かれていて、やや違い和わ感かんを感じさせた。


　中央にはベッドがしつらえてあった。バロック風の木もく製せいで、足の部分にまで彫ちよう刻こくが印しるされている。上にはガチョウの羽で作られたクッションが、無む造ぞう作さに載のせられていた。


　枕まくら元もとの壁かべ際ぎわには、旗はたがかけられていた。不自然なくらい大きい。金きん糸しや銀ぎん糸しを使って細かい刺し繡しゆうがされていた。アルファベットのＭを三つ重ねた意い匠しようで、その上に三み日か月づきを伏ふせてひだをつけたような模も様ようが重かさねられている。旗の下部にはこれも金糸で「１８５４」と縫ぬい取られていた。


　その真下、旗に見下ろされたようなベッドには、老人が一人横たわっていた。顔には何重にも皺しわが刻きざまれ、老人特有の斑はん点てんも見られる。髪かみは銀ぎん髪ぱつだがあまり残っていない。若いころはさぞかしたくましかったであろうかぎ鼻と厚あつい唇くちびるからは、苦しそうに息いきが漏もれているのみであった。


　老人は薄うすく目を開け天井を見つめており、身じろぎすらしていなかった。意識がないようにも見えるが、薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみにはなにかを考えているような光が差している。やがて彼は骨ほね張ばった手を伸のばすと、サイドボードに載せられた呼よび鈴りんを取った。


　軽く振ふられ、金きん属ぞく音おんが部屋の外まで鳴なり響ひびく。しばらくすると、樫かしで作られた大きな扉とびらが、ゆっくりと開いた。


　入ってきたのはまだ若い女性だった。背が高く、銀色の髪を後ろでまとめている。涼すずしげな目元をしており、形の良い眉まゆ、引き締しまった唇と共に、年ねん齢れいに似に合あわない落ち着きをもたらしていた。すらりとした全身は紺こん色いろの服で包つつまれているが、豊かな胸むねはその上からでもはっきり分かる。


　彼女は一いち礼れいすると、音を立てないように歩き、老人の許もとへ近寄った。


「お呼びでしょうか」


　その声は静かであり、機き械かい的てきでもあった。職しよく務むに忠ちゆう実じつたらんとする人間のものである。


　老人は女性を眺ながめるでもなく、天井に目をやったままであった。


　彼女もなにも言わない。最近の老人は、めっきり喋しやべらなくなった。まだ言げん語ごは明めい瞭りようで張りがあるが、いつもの癖くせさえ除のぞけばずっと静かであった。


　それに老人がじっと天井を見つめているのは、考えごとをしている証しよう拠こだ。彼女もそれを知っているので、これ以上話しかけるようなことはしなかった。


　どれだけ時間がたったか、老人は思い出したように口を開いた。


「……リーラ」


「はい」


　女性は腰こしをかがめ、老人に顔を近づけた。


「今日は、何日だ……」


　リーラは静かに答えた。


「十七日でございます」


「そうか……」


　小さくつぶやき、老人はゆっくり息をついた。まだなにか、考えている風であった。


「もうそろそろか。この城しろに移り住んだときには遥はるか遠い日のことだと思っていたが、時の流れとは早いものだ……」


「はい」


　また沈ちん黙もくが降りた。


　いつの間にか雨が止やんでいた。時刻はすでに夜となり、外は暗いままであった。


「リーラ、もっとそばへ」


　皺の中の口が小さく動く。リーラははっきり聞き取れるようにと、さらに顔を近づけた。


　それを待っていたかのように、老人の手が、ベッドの中からするりと抜ぬけた。


　その手は女性の視し線せんと合わないよう、床を這はうようにして彼女の後ろに回された。


「お前は優ゆう秀しゆうなハウスキーパーだ……これまで仕つかえてくれて、感謝している……」


「ありがとうございます」


「だが、わしはもう老おいた……この通り、動く力もない」


　言葉とは裏うら腹はらに、手はリーラの足に沿そって上へ登っていく。


「老いは昔の気力を奪うばい、地の果はてへ運び去った。もはや取り戻もどすこともかなわぬ。それに未み練れんもない。リーラよ、わしは」


　一度台詞せりふを切った。


「誓せい約やくをしないつもりだ」


「……なにをおっしゃいます」


　リーラは声にわずかの感かん情じようを込めて、言った。


「ご主人様はまだ壮そう健けんでいらっしゃいます。そのようなことをおっしゃられては」


「世せ辞じはいい。もうわしの時代ではないのだ。誓約をしたところで、おそらく長続きはせんであろう」


「ご主人様がそのようなことでどうなさいます。ＭＭＭの未来は」


「後こう進しんは育っておる。副会長職にも未練はない。身を引く頃ころ合あいだ」


「では、どうなさるおつもりなのでしょうか」


「うむ……」


　老人の手はいったん止まった。気け配はいを悟さとられないように、じっとしている。


「必要なのは、この島の後こう継けい者しやだ。そのための人じん材ざいを捜さがさねばならん」


「どなたか、心当たりでも」


「それだが……そこの封ふう筒とうを、開けてくれんか」


　リーラはサイドボードの上に置いてある封筒を取った。


　中には調ちよう査さ書しよが入っていた。写真が一枚、クリップで留とめてある。まだ若い、学生らしき少年が写うつっていた。


　リーラはじっと、写真を見つめた。


「……この方が？」


「そうだ……。東京支部が報しらせてくれた……」


「そうですか……」


　彼女の注意が調査書に向いているすきに、手がまた動きだした。ギリギリのところで触ふれず、慎しん重ちように、空気も乱みださないようにして登っている。


「気に入ったか……」


「…………」


　リーラの視線は、ずっと写真に注がれていた。


　節ふしくれだった手がすっと上がる。それからいったん止まると、スカートに包つつまれた魅み惑わく的てきなヒップへと──


　達しなかった。


　リーラが左手を電でん撃げきのような速そく度どで後ろに回し、手首をしっかり押おさえたのである。


「この方が、新しく……わたしたちの」


　彼女は調査書の項こう目もくを読みながら、細い指に力を込めた。老人の手は、みしみし音を立てた。


「む……なんだ、てっ、適てき任にん……あた、あたたた」


「ご主人様？」


「リ、リーラ、ちっ、力が強くはないか」


「なにをおっしゃいます。女の細ほそ腕うでにそのようなものが、あろうはずはありません」


　しかしリーラはいっこうに手を離はなそうとしなかった。ひねり上げ、骨こつ折せつさせるかの勢いであった。


「しかし今日はいつもより……痛いたたたたたた」


「気のせいでございましょう。悪い癖くせをお持ちの方は、えてしてそう思い込むようです」


　老人の顔に脂あぶら汗あせが浮うかぶ。自由な手足を振ふり回し、ベッドでじたばたした。


　リーラは眉まゆ一つ動かさない。


「してご主人様、お話の続きでございますが」


「う……うむうむうむ。こっ、この後継者だが、早急に来てもらわねばならん。ＭＭＭの東京支部によると……こ、こっちへ旅行の予定がある…………はずで……きっとお前たちにふさわしく……くっくっくっ」


「近日中に、いらっしゃるのですね」


「まっ、まあそうそうそう……すぐに、多分すぐ……痛……」


「ではわたしたちは、これまで通りお仕えいたします。新しいご主人様がいらっしゃるまでには、誓せい約やくの準備もおこなっておきますので」


「それでよい……リ、リーラリーラ」


「まだなにか」


「たっ、頼たのむ……は、早く離してくれ……」


　彼女は表情も変えず、左手を軽くひねり、それから指の力を緩ゆるめた。ぽきっと軽い音がすると、老人は奇き妙みような叫さけび声ごえをあげ、白しろ目めをむいて動かなくなった。


　リーラは悶もん絶ぜつする老人に深々と頭を下げると、入ってきたときと同じように、静かに退出した。
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　式しき森もり和かず樹きはゆっくりと目を開けた。


　紺こん碧ぺきの空が目に飛び込む。高く、果はてしない広がりをもった青。雲はどこにもない。


　中心には太陽があった。輝かがやきは容よう赦しやなく、痛いたいくらいの日ひ射ざしを地上に送っている。肌はだがちりちりと焼かれているような気がして、思わず顔を背そむけた。


　細かい砂すな粒つぶが目に入る。和樹はそこで初めて、自分が砂地に横たわっていることに気がついた。


「和樹さん……？」


　女の子の声がした。真横からちょっと濡ぬれたような、大きな瞳ひとみが覗のぞき込む。


「和樹さん、和樹さん！……よかった」


　少女、宮みや間ま夕ゆう菜なは安あん堵どのため息を漏もらすと、大きく手を振ふった。


「玖く里り子こさん、凜りんさん、和樹さんが！」


　その声を聞いて、二人の少女が駆かけ寄よってくる。風かぜ椿つばき玖里子と神かみ城しろ凜だ。二人とも、和樹を見てほっとしたような表情をした。


　ミクロネシアのお天てん道とう様は、そろそろお昼を告つげようとしていた。


　和樹が横たわっているのは浜はま辺べであった。ただしここは日本ではない。


　日本最さい南なん端たんの沖おきノ鳥とり島しまから、さらにさらに離はなれた南の島。赤道こそ越こえていないが、「なんだか暑い地方」とひとくくりにされてしまう場所だ。


　馴な染じみこそ薄うすいが、それはむしろ、世間の喧けん噪そうと縁えんのないことを意味している。陸にはヤシの木が茂しげり、海岸は遠とお浅あさで波も穏おだやか。朝夕は日につ光こうも心ここ地ちよく、リゾートには最さい適てきの環かん境きようだった。


　だが今は、陸には和樹たち以外に人ひと影かげもなく、沖には船や島影すら見えない。


　彼は半身を起こした。


「えーと、どうして……こんなことに」


「あんたずっと気き絶ぜつしてたのよ。三十分くらいかしら。一人だけ目が覚めないもんだから、冷ひや冷やしたわ」


　玖里子が答える。


「乗ってた飛行機は……」


「あそこ」


　彼女が指した先で、飛行機が海に半分沈しずんで煙けむりを噴ふいていた。


「着ちやく水すいの衝しよう撃げきが強かったのかしらね。あたしとしてはうまくやったつもりだったんだけど、夕菜ちゃんは泣くわあんたは気を失うしなうわ、大変だった」


　玖里子の言葉に呼こ応おうするように、飛行機は一度だけボンと音を立てると、部品をいくつかばらまいて、それきり沈ちん黙もくした。


　彼はぼんやりと記き憶おくをまさぐった。いったいなにが起こったのだろう。


　そもそも旅行を言い出したのは玖里子だった。彼女の叔お父じだか叔お母ばだかの所有するコテージが、南の島にあるらしい。今度の連れん休きゆうに、そこで遊ぶ気はないかと。


　和樹は海外旅行の経けい験けんがなく、あまり乗り気ではなかった。しかし夕菜が大はしゃぎで賛さん成せいした。


　夕菜は自じ称しよう「和樹さんの妻つま」である。いわゆる押おし掛かけ女によう房ぼう、といっても二人とも高校生だから結けつ婚こんはしてないのだが、とにかく彼女が一方的に求きゆう愛あいをしている。


　和樹自身は、成せい績せき運うん動どう共に下から数えた方が早い、典てん型けい的な地じ味み男子。当然女の子と付き合った経験なんぞ皆かい無むで、これからもないだろうと思われていた。そこに降ふってわいた美少女である。脳のう内ないマニュアルに、まともな対たい処しよ法ほうなぞ書いてなかった。


　当とう然ぜん逃にげるしかない。特に外出したりすると夕菜が色々迫せまってくるので、要注意であった。


　夕菜はそれが不ふ満まんである。遠くに行くことがほとんどないのだ。そこにきた玖里子の話は、絶好のチャンスであった。


　和樹は彼女に「こんな機会、滅めつ多たにありません。みんなと遊びに行きたいです」と毎日のように言われた。怒おこったように言われるだけではなく涙なみだまで見せられ、結局押し切られるように承しよう諾だくした。凜もついていくことになり、玖里子の案内で四人は出発した。


　グアムまではまだよかった。だが、玖里子がここで乗り換かえて別の島に行くと言ったとき、一いち抹まつの不安が胸によぎった。しかもパリキールでまた乗り換えて、マーシャル諸島が終しゆう点てんだと聞いたときは、ざわめきがかなり大きくなっていた。


　最後に乗る飛行機はセスナに毛の生はえたようなフランス製で、プロペラがときどき異い音おんを立てていた。おまけに操そう縦じゆうは玖里子であった。


　下りるだの帰るだのひと騒そう動どうあり、押し込められた和樹と共に機体は飛び立った。


　意外と玖里子の操縦はうまく、スムーズに飛行は続いた。彼女によると「この手の機は何度も使ったことがある」とのことであった。


　これなら無ぶ事じに到とう着ちやくすると思い、ようやく外を眺ながめる余よ裕ゆうが出てきた瞬しゆん間かん、トラブルが起こった。


　見知らぬ島にさしかかり、突とつ然ぜん大きく揺ゆれたと思ったら、エンジンが火を噴ふいたのである。まるでハンマーで叩たたいたような衝しよう撃げきが続き、機体は大きく傾かたむいた。


　そのまま海に急きゆう降こう下か。玖里子が急いで立て直そうとしたがどうにもならず、着水する寸前、和樹は気を失った。


　そして今は、砂浜に寝ねかされている。


　和樹は立ち上がり、服についた砂を払はらった。


「和樹さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　夕菜が声をかける。


「うん。なんとか……。夕菜たちは」


「あたしたちは平気です」


「よかった……。でも、なにがあったんだろ」


「さあ……」


　彼女は首をひねった。


「さっき凜と調べていたんだけど」


　玖里子が言った。彼女は指で丸を作り、


「翼つばさにこんな大きな穴が空あいていたわ。エンジンカウルにもあって、中がやられてた」


「なんです？」


「どうやら銃じゆう撃げきを受けたみたい。対たい空くう砲ほう火かのようね」


「たい……ええっ!?」


　和樹は目を丸くした。玖里子は肩かたをすくめ、


「あたしもおかしいとは思うけどさ、どうみても弾だん痕こんなのよね」


　振ふり返って、水に浸つかった飛行機を見た。下から撃うち抜ぬかれた穴がうかがえる。エンジン部には切り裂さかれたような痕あとがあった。


　着水で破は損そんした部分を除のぞけば、確かに外部から破は壊かいされたようにしか見えない。玖里子の言うような、対空砲火なのだろうか。


　だとすると、ここに誰だれかいることになる。何な故ぜ撃たれたのか見当もつかないが、どうも友好的ではないようだ。少なくとも頭の上を飛ぶものを、力ずくで追い払はらうくらいアンフレンドリーであった。


　怖こわくなって陸に目をやった。今のところジャングルは静かで、誰かいるようには感じられない。だがそこから銃撃をされていた。


　そんな感情を感じ取ったのか、不安な面おも持もちで夕菜が訊きいてくる。


「どうしましょう……」


「そうだなあ……」


　考えてはみるが、すぐに妙みよう案あんが浮うかぶわけでもない。


「移動しないか」


　凜が言った。


「海かい岸がんから離はなれるのは好このましくないが、雨でも降られたらことだ。それにいつまでもここにいると、日につ射しや病びようになる」


　もっともな意見であった。全員砂は見み飽あきていた。


　四人は、海岸近くまでせり出しているジャングルの中に入った。


　ジャングルと言っても、南米のように地面が植物で覆おおわれているわけではない。土地が瘦やせているのか下した生ばえもあまりなく、歩きやすかった。


　先頭には玖里子が立った。木の葉があるので、海岸に比べると日ひ陰かげに事こと欠かかない。ときどき鳥の鳴き声もする。


　和樹は運動が苦にが手てで、山登りどころか道を歩くのも好きではない。なぜなら疲つかれるからで、じゃあ自室に帰ったらなにかするのかというと、やっぱりなにもしない。立りつ派ぱなやる気なし高校生である。こんな密みつ林りんもできれば遠えん慮りよしたいところではあったが、それでも新しん鮮せんさはあった。


　植物は見たことないものが多いし、みずみずしい果くだ物ものをぶら下げた樹じゆ木もくもある。鳥も極ごく彩さい色しきで、動物園でもお目にかかれない種しゆ類るいがいる。周囲の空気も日本と違ちがうように感じられ、南の島にいる、という気にさせた。


　こんな場合でなければ、ちょっとした探たん検けん気き分ぶんになれるところだ。


「あの、玖里子さん」


　夕菜が声をかけた。


「なに」


「この島って、どこですか」


「うーん……最後は計けい器きが壊こわれちゃったからよく分からないんだけど、北ほく緯い十度前後、東とう経けい百六十度あたりかな。東カロリン諸島のあたりだと思うんだけど」


「東カロリン諸島……そこ、地球なんですか」


「一応ね。このへん島ばかりで厄やつ介かいなのよ」


　彼女は顎あごに手を当てた。


「上から見ると、どこも似たような形でしょう。無人の島も多いし、困こまるのよ。フライトプランは出てるから遭そう難なんしたことに気づくでしょうけど、問題は助けが来るかどうかよね。船もないし」


　さすがに玖里子の声も小さくなる。重おも苦くるしい雰ふん囲い気きが一行を包つつんだ。


　なにしろ日本から遠く離れた南洋である。東カロリン諸島と言えば、東京からざっと三千五百キロはあるのだ。なのに救きゆう援えんを求める手段がない。飛行機の中に緊きん急きゆう用よう品ひんがないか捜さがしたが、墜つい落らく途と中ちゆうで紛ふん失しつしたらしく、どこにも見あたらなかった。


　暗くなったのに気づいたか、慌あわてて玖里子は明るい声を出した。


「まあ、なんとかなるわよ。方向分かんないけど、いざとなりゃ瞬しゆん間かん移い動どうでもなんでも。それに、ここが無人だって決まったわけでもないし」


「なんだか乱らん暴ぼうな人たちがいそうですけど」


「……まー、近きん代だい兵へい器きで狙ねらってきたからねえ。逆に人食いの風ふう習しゆうがないともいえるけど」


「食べられたらたまりません」


「いないんじゃない。昔からの風習を守っている先せん住じゆう民みんはいなくなったって話よ。ヨーロッパの植民者が現地の風習を軒のき並なみ変えちゃったから。まったく、余計なことをするわよね」


　何な故ぜか残念そうな玖里子。自分の身に起こった不幸より、好こう奇き心しんを優ゆう先せんさせるタイプなのである。


「人食いの部族と遭そう遇ぐうするってのも、得え難がたい体たい験けんだと思うけど」


「墜落だけで十分です」


　夕菜は口を尖とがらせて、そう言った。


　しばらくすると、ジャングルは上り坂になった。島の中央に行くに連れ、標ひよう高こうが高くなっているのだろう。木々は徐じよ々じよに密みつ度どを増し、それに比ひ例れいして歩きづらくなっていった。


　一行は、凜が先頭に立って進むようになっていた。彼女がもっとも小こ柄がらだが、一番体力がある。部活は生物部だが、体育系の部にも常つねに勧かん誘ゆうされているのだ。


　下生えを踏ふみしめ、跡あとが残るようにして歩いていく。太陽がやや傾かたむいたが、まだまだ日ひ射ざしは強かった。


　蒸むし暑あつくなってきた。海岸では感じられなかった湿しつ度どが、ここにきて肌はだにまとわりつく。それぞれの額ひたいや首くび筋すじに、汗あせが球になって浮うかんだ。


　和樹はだんだん息が上がってきた。運動不足のつけが、ここにきて回っているのだ。


　樹きの根ねや灌かん木ぼくを越こえるのがきつい。おまけに勾こう配ばいがいきなり急になり、辛つらかった。下ばかり見るようになり、気き温おんと相まって、頭がぼんやりしてくる。


　おかげで、夕菜に声をかけられていたが、しばらく気づかなかった。


「和樹さんてば」


「ああ、ごめん」


　和樹は頭を振ふるようにして返事をした。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　ぼーっとしてましたよ」


「うん、なんとか。どうしたの」


「なにか聞こえませんでした？」


「なにが」


「その、破は裂れつした音っていうか……」


　彼女は声をひそめた。


「あれ、銃じゆう声せいじゃないでしょうか」


　驚おどろいて耳を澄すませた。葉はの擦すれる音と、たまに鳥が鳴く以外、なにも聞こえない。


「別に……」


「さっきしてました。銃声だと思うんですけど」


　夕菜も自信なさげだった。


「僕はぼんやりしてたから……でも、本当に銃声だったらまずいよ」


　上空を飛ぶ飛行機を撃げき墜ついしたくらいだから、小火器を持っていることは容よう易いに想そう像ぞうがつく。密みつ林りんに撃うち込むことくらいわけないだろう。おまけにこっちは丸まる腰ごしときていた。


　日本から遠く離はなれた小島で、銃じゆう弾だんを浴びるなんてとんでもない話である。


「止まれ」


　不ふ意いに、先頭を歩いていた凜が腰をかがめた。


　ぎょっとして、足を止めた。それから急いで身体からだを低くする。


　だが弾たまは飛んでこなかった。凜は地面をなにやら調べていた。


　近寄った。そこだけジャングルが開けていて、道になっていた。


　幅はばは結けつ構こう広いが舗ほ装そうはされていない。土のままである。そこに二に条じよう、洗せん濯たく板いたのような細かい段だん差さがつけられ、ずっと奥おくまで続いていた。


「轍わだちね。トラック？」


　玖里子がつぶやく。トラックとはキャタピラのことである。キャタピラの跡あとがついているのだ。


　彼女は凜の隣となりで、土を指ですくった。


「湿しめってる。ちょっと前に通ったみたい」


　和樹は屈かがみ、横から覗のぞき込んだ。


「じゃあこれをたどれば、人じん家かに着くんですね」


「多分……」


　玖里子の言葉は途と中ちゆうで途切れた。ジャングルの奥で物音がする。


　繁しげみをかき分ける音。複ふく数すうの荒あらい息いきづかい。叫さけび声。そしてなにかが破は裂れつするような連れん続ぞく音おん。


「銃声!?」


　正しよう真しん正しよう銘めいの発はつ砲ぽう音おんを聞き、和樹は思わず声を上げた。同時に草むらから飛び出す人ひと影かげ。


「うわっ、ぎゃっ！」


　まるでタックルするように接せつ近きんしてくる。一人が和樹を踏ふみつけ、もう一人が飛び越こえた。反対側の繁みに消えていく。


「……女の子!?」


　スカートをはいた少女たちだ。自分たちが走り抜ぬけてきた方向に、銃を乱らん射しやしている。ジャングルからも彼女たちを狙ねらうように弾が飛んできて、あちこちに着ちやく弾だんした。


　和樹の目の前で土が跳はね飛んだ。至し近きん弾だんで土つち煙けむりがカーテンのようになっていく。


　一いつ瞬しゆんだけ銃声が止やむ。夕菜と玖里子は歩いてきた繁みに急いで飛び込んだ。凜はやや離れた場所に伏ふせる。


　少女たちの通つう過か点てんとなった和樹は、動くのが遅おくれた。


　ふっと空くう白はくが生まれる。周りに誰だれもいなくなった。逃にげだそうと身体を上げる。が──


　いきなり、真っ正面に女性の身体が現れた。避よける間どころか、考える暇ひますらない。


　再ふたたび銃弾が飛んでくる。避けようとして足をもつれさせ、女性の上に倒たおれ込む。


　弾だん丸がんが服をかすめた。立木がはじけ、和樹は彼女にのしかかるようになる。しかもそこは、登ってきた斜しや面めんだった。


　彼女をかばう形になったのは、おそらく偶ぐう然ぜんだ。


「どわーっ！」


　和樹は女性を抱かかえたまま、斜面を滑すべり落ちていった。





　気は遠かったが、意い識しきは失っていない。


　柔やわらかな手の感かん触しよくが額ひたいにあった。ゆっくりなぞっている。


　女性が薄うす目めを開けてる和樹の顔を、じっと覗き込んでいた。


　綺き麗れいな娘こだなあ、というのが第一印象だった。薄うすい茶色の瞳ひとみに整ととのった鼻び梁りよう。真まっ白しろな肌はだ。油あぶら絵えのモデルになりそうな感じだった。


　実のところ和樹は、可愛かわいいだの美人だのはしょっちゅう見ている。夕菜も玖里子も凜も人ひと並なみ以上の容よう姿しであり、三者三様の美しさがあるのだ。眼がん福ぷくという意味では、並なみの高校生より遥はるかに恵めぐまれている。


　じゃあ異い性せいに慣なれているかというとまた別の話で、体内に免めん疫えきができる見み込こみはない。おかげで女の子に迫せまられてはぎゃーぎゃー泣き叫ぶのを日にち常じようにしているわけだが、それはともかく。


　目の前の女性は、三人とは別の美び貌ぼうであった。顔の作りが欧おう州しゆう系けいの典型的な美人である。年は分からないが、和樹よりは上そうだから二十はたちそこそこだろう。「もう女の子なんか嫌いやだ」と枕まくらを濡ぬらす和樹をして、記念写真くらいなら一いつ緒しよに撮とりたいと思わせるものがあった。いや、実じつ際さいにフレームに収まってしまったかもしれない。ジャングル内で遭そう遇ぐうするなんて変な状じよう況きようでなければ。


　小さな唇くちびるが開いた。


「zu……」


　彼女は聞き慣れない発音を途と中ちゆうで止めた。ついで、


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　流りゆう暢ちような日本語で言った。心配そうな口く調ちようだった。


「う、うん」


　和樹はあいまいに返事をした。


　よっこらせと身体を起こす。痛いたみはあるが動ける。打だ撲ぼくだけですんだみたいだ。


　落っこちた場所は、ちょっとした窪くぼ地ちになっていた。島が隆りゆう起きしたときに変へん動どうでもあったのだろう。この一いつ帯たいだけ、ひっかき傷きずみたいにへこんでいた。


　女性は気け配はいをうかがうように、斜面の様子を見ていた。


　銃じゆう声せいはしない。先ほどまでの騒さわぎなぞなかったかのように、元の状態にと戻もどっていた。


　ほっとしたのか、改めて和樹に向き直る。


「もう敵はおりません。引き上げたようです」


　彼はぼんやりと、女性の言葉を聞いた。なんだか分からないが一ひと息いきつけるらしい。敵、という単語が引っかかったが。


「危険は排はい除じよしました。災さい難なんに遭あわれたようですが、心配いりません」


「そう……」


　ほっとする。平和なのはいいことである。


「よかった。ありがとう」


「え……」


　何な故ぜか、女性の顔が朱しゆに染そまった。


　思いがけない反はん応のうに、和樹は意外な気がした。


「いや、なんか助けてくれたみたいだから」


「そんな……。当然のことです。過か分ぶんなお言葉、もったいのうございます」


　彼女は赤せき面めんしながら、和樹に近寄った。


「お怪け我ががあるようであれば、おっしゃってください。すぐに手当ていたします」


「いや……平気、だと思う」


　自分でもよく分からないが、そう答えた。


「そうですか？」


　彼女が腕うでを取った。


　さするように手を動かしていた。傷と、関かん節せつをひねったかどうか確かめているのだろう。


　和樹は、指先にくすぐったさを感じ、腕を引っ込めた。


「いけません」


　静かだが、怒おこったような声。


「いや、でも」


「本来なら、即そく座ざに捜そう索さく隊たいを編へん成せいして救きゆう出しつするつもりでしたが、戦せん闘とうに巻き込まれてしまいました。これで怪我をされていては、わたしたちの忠ちゆう誠せいが問とわれます」


「え……僕を助けるつもりだったの？」


「さようです」
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　意い味み深しんなことを言い、再び彼女の指は腕を触さわり、肩かた、首くび筋すじをなでていく。


　魅み力りよく的てきな顔が、くっと近づいた。


「ひゃっ」


　思わず和樹は跳はねるようにして離はなれた。


　女性がまた注意をする。


「駄だ目めです。怪我は初しよ期き治ち療りようが一番肝かん心じんなのです。ご自分では平気と思っているようでも、万が一のことを……」


「いいって！」


　慌あわてて遮さえぎった。彼女がオーバーな物言いだったからだ。冷静な女性に見えるが、本気で和樹を案あんじているように聞こえる。嬉うれしいことではあるのだが、反面、しつこいくらいの世話やきでもあった。


　世話、で気づいた。


　彼女の服ふく装そうを眺ながめる。特とく徴ちようがあった。


「なにか？」


　和樹の視し線せんに、聞き返してくる。


「あの、その格かつ好こう……」


「和樹さん！」


　頭上から声がした。横向きになって、足元を確かめるようにしながら、夕菜が降りてくる。


「…………？」


　女性が怪け訝げんな顔をする。


「あ、僕の名前。式森和樹っていうんだけど」


「はい。それは存ぞんじておりますが……」


「そ、そうなの？」


　和樹は戸と惑まどった。


　夕菜が近寄ってきた。捜さがしていたのだろう。息いきを切らしていた。


「無事ですか!?　怪我は……」


「なんともないよ。こっちの人が気を遣つかってくれて……」


　そこで和樹は言葉を詰つまらせた。


　女性が警けい戒かいするように身体からだを引き、どこから取りだしたのか、手には拳けん銃じゆうを持っていたのだ。


　先ほどまでとはまるで違ちがい、世話やきさんから兵士の顔になっている。全身に緊きん張ちよう感かんをみなぎらせ、妥だ協きようと惰だ弱じやくを一いつ切さい廃はいした存そん在ざいと化していた。


　銃口は夕菜に向き、人差し指が引き金にかかっている。小さい音がして、安あん全ぜん装そう置ちが外はずれた。


　夕菜は驚おどろき、硬こう直ちよくしていた。


「近寄るな」


　女性が硬こう質しつの声で喋しやべる。


「な、なんですか、あなたは」


　拳銃を気にしつつも、夕菜は言い返す。


「和樹さんをどうしようと……」


　女性はなにも言わない。ただ銃口をぴたりと合わせていた。夕菜もその場から動けない。


　しばらくそのままだった。だがそれほど時間はたたなかったと思う。


「ちょっと、なにしてんの？」


　玖里子の声が聞こえた。ほぼ同時に、和樹の背はい後ごからも別の声。


「housekeeper, Liera!」


　拳銃を構かまえた女性は、はっとした。一瞬だけ後ろに顔を向け、すぐに戻もどす。


　少しのあいだ夕菜を睨にらんでいたが、彼女は不意に背を向け、駆かけ出した。


　その姿はすぐに、木々の奥おくへ消えていった。


　残された二人は、しばし茫ぼう然ぜんとしていた。


　木々をかき分けて玖里子が現れる。


「どうしたの。平気？」


「平気は平気なんですが……」


　頭の中を整せい理りしながら、和樹は答えた。


「えーと、玖里子さん、メイドって知ってます？」


「知ってるわよ。それが？」


「そのメイドがいました。ジャングルの中で。拳銃持ってました」


「はあ？」


　玖里子が胡う散さん臭くさげな声を発した。


　胡散臭いのは和樹も同感だが、事実なのである。さっきの女性はメイドなのであった。


　着ていた服がそれを証しよう明めいしていた。紺こん色いろで、スリーブに余よ裕ゆうを持たせたブラウス。裾すその広がったひらひらのスカート。白い前まえ掛かけ。ひだのついたカチューシャ。


　絵に描かいたようなメイドなのである。


「なんだったのでしょうか」


　夕菜がつぶやく。


「うん……。しかも拳銃持っていたし」


　フランス生まれの大だい怪かい盗とうの三代目と同じタイプの銃であった。護ご身しん用なのかもしれないが、手て慣なれた構え方をしていた。


「わたし、メイドさんに知り合いはいません」


「僕もいないよ。やけに親しん切せつだったけど」


「親切だったんですか？　わたしにはすごく敵てき意いをもっていたみたいですけど」


「そういえばそうだね」


　どうもよく分からない。そもそもなんで、こんなところにメイドがいたのだろうか。


「メイドのことなんて考えてもしょうがないわよ。いずれ分かるんじゃないの」


　玖里子が言う。


「それより、さっきの道をたどりましょう。人家があるかもしれないわよ」


「でも、銃じゆう撃げき戦せんは」


「凜と見み張はっていたけど、あれっきり終わっちゃったわ。行きましょう」


　滑すべり落ちた坂を上った。


　道では凜が待っていた。身をさらしているところをみると、もう危険はないらしい。


　一行はトラックの轍わだちを歩いた。見失わないよう、ゆっくり進む。途と中ちゆうでくねったりせず、一直線だったので、歩くのはそれほど難むずかしくなかった。


　ジャングルが切れた。ぱっと視し界かいが広がる。


「建たて物ものがあるな」


　凜が指さす。小高くなったところに、石造りの建物があった。


「うん……でも、あれ建物？」


「建物だろう」


「だって……城じゃないか！」


　和樹は言った。


　視し線せんの先にあるのは普ふ通つうの建けん築ちく物ぶつではなく、西洋の城なのである。濠ほりや城じよう壁へきこそないが、塔とうがいくつも伸のびていて、バロック風の外がい観かんを構こう築ちくしている。ライン川のほとりに建たっていそうな代しろ物ものだ。


　南洋の孤こ島とうには少しどころか、かなりミスマッチであった。


「どうしてこんなところに……」


「あるんだから仕方ない」


「冷れい静せいに言われてもさ……」


「さっきメイドに遭そう遇ぐうしたのだろう。関係あるんじゃないのか」


　凜の言葉に、しばし考えた。撃げき墜ついされてメイドに会い、今度は城。関係があるのかもしれないが、それにしても突とつ拍ぴよう子しもない話だ。


「誰だれが住んでいるんだろ」


「入ってみれば分かる」


　四人は近づいた。


　それほどいかないうちに、前庭が見えてきた。


　妙みように静まりかえっていた。人のいる気け配はいはあるのだが、姿が見えない。それどころか緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きすらあった。


　巨きよ大だいな扉とびらの前に立った。呼よび鈴りん代わりのひもがあったので、引く。


　しばらくして、扉が開いた。


　中から、背の低いメイドが現れた。大人しそうな感じである。地じ味みめで、眼鏡めがねをかけているのが特とく徴ちようらしい特徴だ。


「はい。どちらさまですか」


「あー、すみません」


　和樹は、またメイドかと思いながら名を名乗った。


「えーと、道に迷まよいまして、いや、迷ったというか遭難しまして」


「…………？」


　彼女はこくんと首を傾かしげた。和樹はしどろもどろになりながら続ける。


「実はその、飛行機で旅行中に……ええと、墜落したんです」


「墜落……ですか？」


「そうなんです。でもその、あー、墜落と言っても撃墜されて」


　袖そでが引かれる。夕菜が耳元で囁ささやいた。


（和樹さん、撃墜なんて、信じてもらえますか？）


（だって他ほかに言いようがないだろ。信じたくないのはこっちだよ）


（そうですけど……）


　しかしメイドは、なにかに気づいたような顔をした。


「……あなたたちだったのですか」


「え？」


「よかった……。もう一度、捜そう索さく班はんを出すところでした」


「なに？」


「しばらくお待ちいただけますか？」


　奥おくへ引っ込む。和樹たちはなんだか理り解かいできないまま、その場にたたずんだ。


　メイドは、なかなか戻もどってこなかった。


　かなり待たされる。再び扉が開いた。


「お待たせしました。申し訳ございません」


　メイドが頭を下げた。さっきとは別の、銀ぎん髪ぱつの女性だ。


「いえ……って、ああっ!?」


　和樹は驚おどろいて彼女を眺ながめた。


　少し前に密みつ林りんで遭遇した、あのメイドだったのである。


　彼女は少しも表情を変えなかった。和樹の驚きよう愕がくを、意に介かいしていないようだ。


「先ほどは失礼いたしました。わたくし、リーラと申します」


「は、ども……」


「お疲つかれでしょうが、主人から、中へお通しするように言われております」


「はあ……」


「ご案内いたします……後ろの方たちは？」


　リーラがかすかに表情を固くした。


「あ、僕の連つれ……っていうか、僕が連れられてきたんだけど」


「そうだったのですか」


　彼女は思し案あんする様よう相そうだった。やがて、


「では、ご一いつ緒しよにこちらへ」


　と言った。


　ゆっくり歩いていく。四人とも、後に続いた。


　ホールに誘ゆう導どうされた。天てん井じようが高い。立りつ派ぱな外見に違たがわず、内部も豪ごう奢しやな装そう飾しよくがほどこされていた。窓にはチェコ産の高そうなガラスがはめ込まれているし、木材も黒こく檀たんが使われている。この地ち域いきで採とれるとは思えないから、カナダあたりから運んできたのだろう。


　壁には銃器がかけられていた。古こ今こん東とう西ざいの、小銃から拳けん銃じゆうまで様さま々ざまなタイプがある。飾かざりなのだろうが、これだけどうもアンバランスだ。


　やがて、扉の前に来た。


「中へどうぞ。主人がお待ちしております。あ、女性の方は」


　和樹の真ま後うしろにいた夕菜は、やんわりと制された。


　リーラが扉を少し開け、中になにごとか言う。すぐに、メイドの一人が出てきた。


「彼女はネリーと申します。このものが案内いたしますので。あちらへ」


「え、和樹さんと一緒じゃないんですか」


　リーラは軽くうなずいたが、あとはなにも言わなかった。


　仕方なく、夕菜たちは別室へと歩いていった。


　和樹は一人だけ残された。


「式森様、どうぞ中へ」


　リーラが扉とびらを大きく開けた。


　広い部屋の中に入った。椅い子すに座すわろうとして──


　和樹は危あやうくひっくり返りそうになった。


　中央にしつらえたテーブルに男がいた。金色の刺し繡しゆうの入った、いかにも高こう価かそうなガウンに身を包み、これまた値の張りそうなバロック調の椅子に座っている。欧おう州しゆう貴き族ぞくの末まつ裔えいみたいな老人だった。


　だが和樹が卒そつ倒とう寸前になったのはそんなことではない。


　壁かべ際ぎわに、ずらりと女の子が並んでいるのだ。


　三、四十人はいるだろうか。背の高さも髪かみの色もまちまちだが、皆みな十代後半から二十代前半のようだ。顔立ちの美しい娘むすめたちが、身じろぎもせずに立っていて、和樹のことを待っている。


　驚くべきことに、全員が紺こん色いろの服を着ていた。
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　彼女たちは一人残らず、メイドなのであった。


「いや、よく来てくれた。さあこっちへ」


　茫ぼう然ぜんとしている和樹に、老人が言った。


　ダークブルーの行列に目を回しながら従う。最初に出てきた眼鏡めがねのメイドが、椅子をひいてくれた。


　縦たてに長いテーブルだった。目の前にはティーセットが用意されていた。


　メイドが慣なれた手つきで紅こう茶ちやを注ぐ。老人にはリーラがついていた。


　彼はいかにも嬉うれしそうな表情であった。


「この島に男はわししかいなくてね。若い人は大だい歓かん迎げいだ」


「は……」


　琥こ珀はく色いろをした液えき体たいをすする。よく分からないが、きっと高い味に違ちがいない。


「ゆっくりしてくれたまえ。寝しん室しつは用意させる」


「どうも……」


　口ごもるように和樹は返事をした。ちらちら周囲を見る。相変わらずメイドたちは、ピクリともしなかった。


「彼女たちは、この屋や敷しきの使用人でね」


　和樹の疑ぎ問もんを感じたのか、老人が言う。


「わしがこの島に移る前から雇やとっているものたちだ。よく働く、有ゆう能のうなメイドだよ」


「でも、その、ずいぶんいらっしゃいますね」


「ここにいるのが全員ではない」


「はあ……何人くらい……」


「百五十はいるな」


「ひゃ、百……」


　思わず、熱あつい液体を一息に飲み込んでしまった。


「わしのメイドたちは少ないほうだぞ。同好の士の中には、五百人ほど使っている者もいる。『月刊メイドの友』でもしばしば紹しよう介かいされているほどだ」


　頭がくらくらしてきた。冗じよう談だんみたいな数である。そんなに雇こ用ようしてどうする気なのだろうか。


「疑問に思っているみたいだな」


「……そりゃまあ」


　和樹は素す直なおに口にした。どこの世界にメイドばかりずらずら集める人間がいるのだ（ここにいるが）。ああいうのは一人か二人雇うのが普ふ通つうである。焼き物やトレーディングカードではあるまいし、数を競きそうものではない。


　しかし老人は気分を害がいした風もなく、


「若い君は知らないかもしれん。私はＭＭＭの会員なのだよ」


「は？　なんですかそれ」


「一九二六年にロンドンで結けつ成せいされた由ゆい緒しよ正しい愛あい好こう団だん体たいだよ。誇ほこりある名めい称しようだ」


「そうなんですか……。なんか由ゆ来らいがありそうですね」


　和樹はつぶやいた。訳の分からないことをしているが、教きよう養ようのありそうな人である。きっとラテン語かなにかの難むずかしい言い回しに違いない。


　老人は我わが意を得たりという感じでうなずいた。


「さよう。『もっともっとメイドさん』の略りやく称しようだ」


「はあ!?」


　つい大声を出してしまった。なんだその名称は。


「当初はアングラ要よう素そが強くて、隠いん匿とくのため日本語を使ったと言われている。今はどこでも公おおやけになっているがね」


　老人はティーカップを手にしながら、自じ慢まんするように続けた。


「かつてはメイドと言えばどこの名家でも雇い入れたものだが、年を経へるにしたがってその数は減げん少しようしていった。地球上からメイドが消えることを危き惧ぐし、設せつ立りつされたのがＭＭＭなのだ。以来、会員たちの努力もあって、現在は趣しゆ味みメイドと公言しても、誰からも白い目で見られないようになった。いくつかの国ではＮＰＯ申しん請せいもされている」


　聞いたこともない話だった。噓うそはいけませんと言いたいところだが、並んでいるメイドを見ると本当としか思えない。


「この島は、ずっと前にわしの父から受け継ついだものなのだがね。五年前に改かい造ぞうして移り住んだ。つい先日には世界で四番目の『メイドサンクチュアリ』に指定されたばかりだ。ここに女性はメイドしかおらん。君もこの雰ふん囲い気きを満まん喫きつしたまえ」


　和樹は絶ぜつ句くした。つまりこの老人は、わざわざ趣味を突つきつめるためにここに移住したのである。


　気を落ち着けようと、カップに口をつけた。


「君は学生だったかな。遠えん慮りよはいらんよ。ここではメイド好きは非ひ難なんされることではなく、むしろ誇ほこりとなる」


「はあ……それはどうも。でもあんまりこういう服を見ても、ピンとこないというか……」


　和樹は言った。働はたらくお姉さん大好きなんてのは、自分も働いているか金きん銭せんと時間に余よ裕ゆうのある人間の嗜し好こうである。今を生きることに精せい一いつ杯ぱいな学生は世間を観かん察さつする余裕がない。故ゆえに彼は、この手のフェチズムと、それほど縁えんのない生活をしていた。


「ふむ。別のコスチュームが好きなのかね」


「そうでもないです。学校行ってますから制服は見慣れていて新しん鮮せんじゃないし、病院行かないからナース服も馴な染じみないし、婦ふ警けいさんも見ないし……」


　聞いた老人は、老人はさもがっかりしたように嘆たん息そくした。


「いかんな」


「いけませんか」


「女性の制服をこよなく愛することが、男としての第一歩だよ。クイズ番組に出演して、司会者が『制服……』と言い出したらどうするのだ。いち早くボタンを押おし、メイドと答えねば先を越こされるぞ」


「そんな問題出るんですか」


「制服愛好家はあらゆる不ふ測そくの事じ態たいに対たい処しよせねばならんのだ。中でもメイド愛好家は全すべての基本であり、頂ちよう点てんでもある。ドイツのクラマーはこう言った。『制服は少年を大人にし、メイドは大人を紳しん士しにする』と」


「なんか今、日本中のサッカーファンを敵に回したような気がします」


「気にするでない。メイドの素す晴ばらしさは百万語を費ついやしてもまだ足りんのだ。仮に書物として著あらわしたなら、『戦争と平和』を超こえる大文学作品となるであろう」


　うっとりとする老人。ロシアの大地で繰くり広げられる、メイドの生しよう涯がいに思いを馳はせているらしい。トルストイが知ったら、土の中で引きつけを起こしそうな話である。


　和樹は恐おそる恐る口を挟はさんだ。


「でも……簡かん単たんに言えば、女の子が黒っぽい服を着てるだけじゃないかと……」


「なっ、なにを言う！」


　我われに返った老人は、力を込めてテーブルを叩たたいた。


「メイド服とは、世界史的にもまれにみる調ちよう和わのとれた格かつ好こうだ。元はベルギーの民みん族ぞく衣い装しようと言われているが、イングランドに渡わたって世界へと広がった。その歴史の長さを裏うら打うちするよう、機き能のう性せいに満ちておる」


　老人は隣となりに立つリーラを示しめした。


「見よ、このボリュームのある肩かた、きゅっと引き締しまったウエスト、ふんわり広がったスカート。これらは冬とう季きの保ほ温おん性せいを高めると同時に、夏か季きの通つう気き性をも重じゆう視ししておる。そしてそして、頭部を保ほ護ごするカチューシャ。素晴らしい。完かん璧ぺきだ。こんな娘むすめたちに、鈴すずの鳴るような声で『ご主人様、お目覚めの時間でございます』とか起こされてみたまえ。可愛かわいいというかいじらしいというか、なんかこう、心にぐぐっとくるものを感じんかね。ええ？」


「ぐぐっと、身体からだが引いてしまいました」


「いかんいかん。そのようなことでは男がすたる。君はメイ度どが低すぎるのだ。不ふ健けん康こうだぞ」


「冥めい土ど？」


　和樹は首をひねった。


「あの世とどんな関係が……」


「仏ぶつ教きよう思し想そうではない。メイドのメイに度数の度。君の国の言葉だ。体温と同じで、人は誰でもメイ度を持っている。高ければ高いほどメイドを愛するものとして尊そん敬けいされるのだ」


「初めて聞いた単位です」


「ＳＩとしての登とう録ろくも間ま近ぢかだ。メイ度が高ければ、わしのように多くのメイドを雇こ用ようでき、主人として認められるのだ。彼女たちはわしに絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかっておる。このように、どんなことをしようと……」


　老人の左手がリーラの腰こしの後ろに回される。目め尻じりがぐっと下がる。


　だが、ばきっと鈍にぶい音がして、老人の眉まゆが跳はね上がった。顔面は真っ赤となり、汗あせを流している。


　和樹がきょとんとしていると、皺しわだらけの手はリーラによって元の位置へ戻もどされた。


「まあ……なんだ……。その……慕したわれるのだ……」


「はあ」


　老人はしきりと手をさすっていた。リーラは素そ知しらぬ顔をしている。


「おお痛いたい……つまりだな、君もこの島に滞たい在ざいし、メイ度を高めたまえ。暇ひまなのなら、何日でもここにいてかまわん」


「それはどうも。でも、僕たちは訪問したんじゃなくて、遭そう難なんしたんです」


「そのことは知っている。実は君たちの乗機を撃げき墜ついしたのは、わしたちなのだ」


「はあ!?」


　紅こう茶ちやを吹ふき出しそうになった。


「本来なら、到とう着ちやく地ちの島に船を出して、君たちを迎むかえに行くはずだったのだ。ところがこの島は敵に備そなえて警けい戒かい態たい勢せいに入っていてな。つい敵機と誤ご認にんして射しや撃げきをしてしまった。申し訳なかった」


　すまなさそうな声で老人が言う。頭がくらくらした。


　つまり自分たちはこの島の住人、しかもメイドとその雇やとい主に撃うち落とされてしまったのである。歓かん迎げいしてくれるはずだ。


「あ、あの……僕たちを迎えてくれるつもりだったのですか？」


「君一人だがね。連れがいるとは知らなかった」


「それに敵って……。戦争でもしてるんですか」


「さよう。実はな……」


　と、扉とびらがノックされた。さっき夕菜たちを連れていったメイド、ネリーが現れる。


「ご主人様、お連れいたしました」


「うむ」


　老人がうなずく。和樹も一いち応おう、姿し勢せいを正した。


　扉が大きく開かれた。


　扉の向こうに立っている少女たちを見て──和樹はまたも気を失いかけた。


　夕菜、凜、玖里子が順に入っきた。だがなんと、三人ともまったく同じ紺こん色いろの服を着ていた。


　その格かつ好こうはずばりメイド。壁かべ際ぎわにずらりと並んでいる少女たちと、寸すん分ぶん違たがわぬ格好なのであった。


　意識が別世界へ旅立とうとしている和樹に比くらべ、老人はいかにも満足そうであった。


「この島では女性はメイド服を着ることになっていてね。同じ服を提てい供きようさせてもらったよ」


「だっ、だけどメイドなんて、いくらなんでも……」


「素す晴ばらしいと思うがね。シルエットとして見ても完かん璧ぺきだが、実物を目の前にすればいっそう美しさが引き立つ。全すべての女性はメイド服を着るべきなのだよ」


「でも、それって、ただの趣しゆ味みなんじゃ……」


「細かいことは気にするな」


　和樹が目を回した。ついに近くにいる全ての女性が、メイドになってしまったのであった。


　夕菜がにこにこ笑いながら近づいてきた。


「どうです、和樹さん」


「まあ……いい、かな」


　ようやくそれだけ言った。実じつ際さいは、彼女の少し幼おさなめな顔立ちにマッチして、かなり似に合あっていた。服のサイズもぴったりだ。


「いや、素晴らしいよ」


　老人が手を叩たたいた。


「この服がここまで合う女の子も、そうそうおらん。絵かい画がから抜ぬけ出たようだ」


「ありがとうございます」


　夕菜がぴょこんと頭を下げた。


「わたしこういうの好きなんです。ほらほら、和樹さん。可愛かわいいでしょう」


　笑いながらターンした。スカートがふわっと浮うく。


「あたしはあんまり好きじゃないなあ」


　玖里子がぼやく。背の高い彼女には、スカートがやや短めだった。


「制服系は嫌きらいじゃないけど、メイドの格好をするのはちょっとね。まあ、着たけどさ」


　屋や敷しきの主人がいるのに、遠えん慮りよのない口の利きき方である。


　凜はなにも言わなかったが、嫌いやがるそぶりは見せなかった。それなりに気に入っているるらしい。


　老人は満足そうだった。そこにリーラが、耳元でなにか囁ささやいた。


　白はく髪はつの頭がうなずいた。


「……さて、これから諸君たちと歓かん談だんといきたかったが、そうもいかなくなった。急用ができたようだ。明日の朝にでもお目にかかろう」


「え。朝、ですか」


「今週は重要なのだ。式森君、朝は必ずここにいてもらいたい」


「それは……いいですけれど」


「夕食は部屋に運ばせるよ。食事は豪ごう勢せいなものを用意させる。楽しみにしてくれたまえ。そうそう、伝つたえるのを忘れていた。一つだけ守って欲ほしいことがある。ここで魔ま法ほうを使うことは許されていない」


「魔法禁きん止し、ですか？」


「そう。あとは自由にしてもらってかまわん。ではまた」


　それだけいうと、老人は大おお勢ぜいのメイドと共に退たい出しゆつした。




　第二章










　和樹たちは部屋まで連れていかれた。案内したのは、眼鏡めがねのメイドであった。


　リーラは和樹に「本来ならお客様をご案内するのはわたしの役目なのですが、ご主人様の許もとにいなければなりません。この者がお仕えいたします」と言い、そのメイドには「くれぐれも失礼のないように」と何度も念ねん押おしをした。


　眼鏡メイドは「エーファと申します……」と名乗って礼をした。


　なんだか気弱な声である。玄げん関かんに出てきたときもそうだったが、まともに和樹の顔を見ようとはしなかった。目線を合わせないメイドというのも珍めずらしい。


　あまり口も利きかない。おかげで和樹も「背は低くて、でも胸はあって、多分可愛かわいい」くらいしか印いん象しように残らなかった。


「どうぞ、こちらへ……」


　エーファが先に立った。ホールを抜ぬけて、幅はばの広い階段を上のぼる。毛足の長い絨じゆう毯たんのおかげで足音がしなかった。


　二階を通つう過かし、三階へ向かう。階段の途と中ちゆうに広い踊おどり場ばがあり、大きな油あぶら絵えが掛かけられていた。


　暗い基き調ちようの絵である。馬が横一列に広がり、鞍くらにはサーベルを振ふり上げた赤い服を着た兵士が乗っていた。


「ねえ、これってなんの絵？」


　玖里子が眺ながめながら訊きく。


「は、はいっ……その……どこかの戦争での、一場面を描かいた絵のようです。なんとかの戦いとか……。十九世紀だそうですが……」


「疑問形ばかりね」


「よ、よくしらなくて……すみません、すみません」


　必要以上に謝あやまると、彼女は離はなれるように足を速めた。


　三階は廊ろう下かが一直線に伸のび、両りよう脇わきに扉とびらが並ならんでいた。客間なのだろう。天てん井じようが蛍けい光こう灯とうなので、ここは城の中という気がしない。雰ふん囲い気き作りのためか、所々に清しん朝ちようのものらしき壺つぼが置いてある。


「こちらのお部屋をご利用ください。中の掃そう除じはすんでおります。お食事はすぐに運ばせますので……」


　細い腕うでで指し示しめす。相変わらずうつむき気ぎ味みのままだ。


　和樹は礼を言うと、部屋に入ろうとする。


「あっ、待ってください……そこには段だん差さがございますので、お気をつけて……きゃあっ！」


　押おしとどめようとしたエーファがつまずいた。バランスを崩くずし、身体からだを支ささえようと手を伸ばしたが失敗。くるくる回転すると絨毯に、びたん、という感じで激げき突とつする。


　そのショックで壺が落下し、彼女の頭をかすめた。こっちはどすんと鈍にぶい音がする。あともう少しで、女の子を涅ね槃はんの彼方かなたへと旅立たせるところであった。


「ねえ、平気？」


　一人でコントのような倒たおれ方をしたメイドに、和樹は近寄った。腕を伸ばして、なんとか立たせる。


「す、すみません。わたしって要よう領りよう悪くて……」


「……転ぶのは要領じゃないと思うな」


「本当にすみませんでした。こ、こんなことで式森様の手をわずらわせたと知られたら……どうしよう」


　震ふるえるような声で言う。なんだか後ろ向きな想そう像ぞうもしているようで、顔がどんどん青くなっていった。


「別にわずらわせたってほどのものじゃあ」


「本当に本当に申し訳ございませんでした。ではその、これで……」


　エーファはぺこぺこ頭を下げると、足早に階かい下かへ去っていった。途中で二度ほど、転てん倒とうする音と悲ひ鳴めいが聞こえた。


「……眼鏡で背の低いメイドはドジって、相そう場ばが決まってるのかしらね」


　玖里子が肩かたをすくめた。


　四人は部屋に入った。それぞれ個室があてがわれていて、中には飲み物と菓か子しが用意されていた。


　広い部屋だった。入って早々、和樹はミネラルウォーターを飲み干ほし菓子をつまむと、ベッドに寝ね転ころがった。やけにふかふかで、身体が沈しずんでいくようだった。


　全身から力が抜ける。疲つかれていた。


　なにしろ墜つい落らくに銃じゆう撃げきにメイドである。休みの日というのは文字通り休むためにあるはずなのだが、歩いたり走ったり、忙いそがしいことこの上ない。じっとしていたのは成なり田たからの国際線内だけという有あり様さまである。若いくせに体力も気力も乏とぼしい身にとっては、難なん儀ぎな話であった。


　それにつけても、と和樹は思う。


　へんてこな島であった。室内にずらりと並ぶメイドの集団は、平へい衡こう感かん覚かくを失うしなわせるほどの衝しよう撃げきをもたらした。江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの小説で、無人島をフリークスで埋うめてしまいましょう、みたいな話があったが、こっちはメイド島である。老人の話によると道どう楽らくらしいが、とんでもない労ろう力りよくだ。


　もちろん和樹は、メイドの群むれなぞさっさと忘わすれてしまいたい。そもそもこの島に立ち寄る予定はなかったのである。だいたい東京にいるときだって、女の子がらみのトラブルは絶たえないのだ。なんでここまで来て同じような目にあわなきゃならない。メイドだろうと女は女だ。聞きようによっては相そう当とう贅ぜい沢たくな悩なやみで、なに幸しあわせなことぬかしてんだコイツ、ではあるが、彼なりに深しん刻こくなのである。


　そんな彼をどこで知ったのか、老人は自分を招しよう待たいしたがっていた。だが、もうメイドはお腹なか一いつ杯ぱい。すみません帰らしてください、だ。


　だいたい、こんなところで暮らして楽しいのかと思うのだが、楽しいのだろう。メイドにかしずかれるのはたまらない快かい感かんのようだ。話をする老人の嬉うれしそうな表情が忘れられない。


　しかしあの老人、もうかなりの年のようだ。万が一なにかあったら、この「メイドばっかり島」はどうなるのだろうか。


　きっとなくなるんだろうなあ。眠ねむくなってきた頭の中で、ぼんやり考える。雇こ用よう主ぬしがいなくなったらおそらく解かい雇こ。失しつ業ぎよう保ほ険けんが出るかどうかは知らない。メイドたちは散ちり散ぢりになってしまうのかもしれない。


　まあいいや。僕には関係ないし……。


　うとうとしていたら、ノックが聞こえた。


　目をこすりながら起きる。はっきりしない頭のまま、扉とびらを開けた。


「失礼いたします」


　リーラが深ふか々ぶかと礼をした。


「あ……はい？」


「お食事をお持ちしました」


　彼女の脇わきに、ナプキンのかけられたカートがある。夕食だ。


　時計を見たら、短たん針しんがかなり動いていた。どうも寝てしまっていたらしい。


「すぐに用意いたします。お座すわりになってお待ちください」


　リーラはカートを押おして、室内に入った。


　椅い子すに座る。テーブルの上にクロスがかけられた。十九世紀くらいの食器が並べられ、グラスが用意される。


「ワインはどうなされますか？」


「あ、僕は飲めないから」


　失礼になるかなと思ったが、リーラはにこりと笑ってブドウのジュースを注ついでくれた。


　老人の言ったとおり、夕食は豪ごう華かだった。


　ビシソワーズスープに始まり、アスパラだ鴨かもだと皿さらがぞくぞくと運ばれてくる。どの料理も、盛りつけがいちいち凝こっていた。なにしろソースが絵を描えがいていたりする。


　リーラの給きゆう仕じも申し分ない。食べ終わった皿をさりげなく片づけ、待たせることのないようまた料理を運ぶ。しかもどれも、冷めていなかった。


　どこかの一流ホテルのレストランみたいなコースに、しばし手が止まった。


「どうなさいました？」


　不安そうに、リーラが訊きいてきた。


「お口に合わなかったのでしょうか。ご不ふ満まんな点をおっしゃってください。コックにきつく申しておきます」


「そうじゃなくて、こんな豪勢な料理、食べたことないから」


　学生でしかも寮りよう住ずまいである。休日なんかカップラーメンですますことも多いし、卵たまごを入れたりしたら金持ちのメニューだ。


「ちょっと驚おどろいただけ」


「そうですか。遠えん慮りよなく召めし上がってください」


　リーラがまた新しい皿を並べた。厚あつく切られた牛肉に、肌はだ色いろっぽい肉が載のっていた。見たこともない食材だ。


「これ……」


「牛肉のフィレ、フォアグラ添ぞえでございます。ソースはかかっておりますので」


「フォア……グラ。フランス料理の？」


「はい」


「このへんでガチョウ飼かってるの？」


「いえ。フランス産です。当地で自じ給きゆうできる食材は限られていますので」


「そっか。島だしね」


「水だけは小量ですが湧わいておりますので確保できますが、食料の大半は運ばなければなりません。これらは空くう輸ゆされました」


　マナーが悪いと思いつつ、フォークに刺さした肝かん臓ぞうをしげしげと見つめた。


「……いいの。そんなの食べて」


「もちろんです。お客様のためのものですから」


　じゃあ食べるかと思ったが、少し緊きん張ちようした。


　ソースがぽたりとたれ、ズボンを汚よごした。


「あ、そのままで」


　リーラがしゃがみ込む。ナプキンを人差し指にかけ、たんぽのようにする。


　とんとん、とズボンの茶ちや色いろい染しみに押おしつけた。ソースがナプキンに移っていった。


　このやり方、実はコツがいる。あまり力を強めると逆に染みついてしまうし、軽ければ意味がない。


　リーラのやり方は完かん璧ぺきであった。


「あ……いいよ。そこまでしなくても」


　止めたが、リーラは「そのままでいてください」とだけ返事をした。


　部屋の中に、とんとんとんと軽かろやかな音が響ひびく。


　妙みような気分であった。自分の足元にメイドがかしずいていて、染みをとっている。それもかなりの美人で、懇こん切せつ丁てい寧ねいに尽つくしてくれているのだ。しかも無む償しようの奉ほう仕しだ。なにしろ賃ちん金ぎんを払はらってない。


　さっきまでメイドごちそうさま状態だったが、これも悪くないかも、なんて感情が少しずつ浮うかんできたりした。


「リ、リーラ？」


　ごまかすように、和樹は言った。


「なんでしょう」


「もういいって。こういうの、気にしない方だから」


「もう少し、お待ちください」


「そう……あー、でも、城の主人が待ってるんじゃないの。リーラってメイドの中でも一番偉えらいみたいだし」


「……確かにわたしは、メイドたちの長ちようを任まかせられております」


　彼女は、ちらと和樹を見た。


「ですが今は式森様に仕つかえる身。お気き遣づかいは無用です」


「そ、そう……」


　そこまで言われれば、じっとしているより他ほかはない。でもやっぱり、メイドのトップが客の世話するなんて、やりすぎじゃないだろうか。


　そんなことを考えていたら、リーラが立ち上がった。


「終わりましたが、まだかすかに残っております。今こん晩ばんクリーニングいたしますので」


「ありがとう」


「そう申されるのは、わたしにとってこの上ない喜よろこびです」


　彼女は静かに微笑ほほえんだ。


　その笑顔。まさに仕えるものの幸こう福ふくの表情。自分をわきまえた態たい度ど。


　ついくらっときた。


　急いで頭を振ふり、追い出そうとする。


「式森様？」


　リーラが怪け訝げんな顔をした。


「え……ああ、なんでもない」


「お加か減げんが悪いのですか？」


「そ、そうじゃない。あの、リーラ、もういいよ。あとは一人でできるから」


「いえ、これはわたしの仕事でございますから」


「いいって。僕って食べ方が下げ品ひんだし、実は一人でいるのが好きなんだ」


　とっさに言いつくろった。このままだと、メイドの魅み力りよくに取りつかれそうであった。


「そこまでおっしゃるのでしたら、外でお待ちしておりますが」


「うん。そうして」


　和樹はぜひぜひと願った。


　気持ちが通じたか、リーラはやや残念そうであったものの、扉とびらへ向かう。


　開けて出ようとする。が、くるりと振り返った。


「式森様……」


「え、まだ、なにか」


「早くお召めし上がりください。料理が冷さめてしまいます」


「……はい」


　素す直なおに、食べることにした。


　リーラがいなくなり、ようやくリラックスできた。そこで分かったが、かなりいける味であった。考えてみると、飛行機移動ばかりだったので、まともな食事にありついたのはこれが初めてだったのである。


　あっという間にデザートまで平たいらげた。


　食べ終わったころを見計らって、リーラが食器を下げに来た。和樹は彼女に「とてもおいしかった」と伝えた。


　リーラは嬉うれしそうに「コックにも伝えます。きっと喜ぶでしょう」と言った。ただし帰り際ぎわ、「次はわたしが最後まで給きゆう仕じいたします」とつけ加えていた。


　食事が終わったため、途と端たんに暇ひまになった。


　室内にはバロック調の家具が置かれていて豪ごう華かなのだが、テレビもラジオもないのである。一通り眺ながめるとやることがない。


　他の三人も同じだったらしく、退たい屈くつになったか和樹の部屋へと集まった。


「広い部屋ね」


　来るなり、玖里子が言った。


　和樹もあらためて見み渡わたした。窓は大きく取ってあり、調ちよう度ど類るいも完かん璧ぺきに揃そろっている。ベッドルームは別室で、バストイレも当然完かん備び。気づかなかったが、実は相当豪勢な部屋なのではなかろうか。


「ずいぶん立りつ派ぱよね。あたしのところとは大おお違ちがい」


　和樹は笑った。


「そんなことないでしょう」


「あるわよ。ビジネスホテルのシングルに毛が生はえたようなもんなんだから。風ふ呂ろなんかユニットだったわ」


「わたしのところもです」


「私も」


　夕菜と凜も言う。狭せまい上に調度類も素そっ気けなく、ベッドのスプリングは固くて肩かたこりになりそうだと告げた。


　どうやら和樹と他の三人では、相当な格かく差さがあるらしい。


「でも食事は美お味いしかったじゃない。なんか豪華で」


「そうですか？　安ホテルの朝食みたいじゃないですか」


　あれは不ま味ずかったと言いたげな夕菜。


「バイキングをそのまま盛りつけたみたいで、お料理冷めちゃってましたし。後片づけだって自分でしたんですよ」


「そうなの？」


「ええ。さっきも玖里子さんや凜さんと、客扱あつかいされてないって言ってたんです」


「僕は下にも置かないってもてなしだったけどなあ……」


　自分とかなり違う待遇である。理由は分からないがこの城の主あるじは、客人を「和樹とその他」に分ぶん類るいしたようであった。


　どうしてだろうと思うものの、考えても分かりっこない。和樹はとりあえず、老人から聞いた出来事を話した。


　三人は島とメイド集団の成り立ちを聞き、呆あきれるやら感心するやらであった。むろん、呆れ感情の方が何倍も大きい。


「しかしあれね。変わった趣しゆ味みの持ち主よね」


　事情を聞き、玖里子が頭を振ふる。


「世界中にこんなのが沢たく山さんいるのかしら」


「そんな口ぶりでした」


　ＭＭＭは世界的な組そ織しきであるらしい。しかも歴史があるときている。南なん極きよくと北ほつ極きよくと衛えい星せい軌き道どう上以外のあらゆる場所にメイドがいそうだ。


「趣味なんだからケチつけてもしょうがないけど、島にメイドを集めるなんて極きよく端たんよねえ。おまけにあたしたちにまでこんなの着せてさあ」


「わたしは、いいですけど」


　夕菜が裾すそをつまみながら言った。


「こういう可愛かわいいの、好きですから」


　言うだけあって、ダークブルーの基本色に白いフリルが、彼女の身長や顔立ちにぴたりと一いつ致ちしていた。襟えりや袖そでの形が微び妙みように違うから、自分に合うよう細さい工くしたのだろう。


「……夕菜ちゃん、この手の服、ぴったり着こなせるわね」


「そう見えますか？」


　やや嬉うれしそうになる。


「うん。大したもんよ」


「こういうの、いいなって思ってたんですけど……和樹さんはどうです？」


「えっ？」


　夕菜の頰ほおが、少し膨ふくれた。


「この服です」


「んー」


　生返事をする。可愛らしいとは思うが、リーラとはやはり違う。そもそも夕菜の本ほん職しよくは学生だ。


「和樹はあんまり好このみじゃないみたいよ」


　玖里子が余よ計けいなことを言う。


「あー、ひどいです。メイドっぽくないですか」


「だって……」


「じゃあ、これならどうですか」


　彼女は立つと、両足をきちんと揃そろえて手を前にやり、礼をした。


「ご主人様。わたしは忠ちゆう実じつなメイドでございます。どのようなことでもお命じになってください」


「え……」


　どぎまぎする和樹。


「どうしたんですか、ご主人様」


　潤うるんだ瞳ひとみで、上うわ目め遣づかいに見てくる。


　くらくらした。が、心にひっかかるものがある。似に合あうには似合うのだが、夕菜自身が可愛いのであって、メイドの魅み力りよくではないのだ。


　先ほどのリーラは「全身これプロのメイド」であり、仕える人が快かい適てきでいられるよう最大限の努ど力りよくをしていた。夕菜の場合はなんというか、アマチュアなのである。よくできたコスプレの域いきなのであった。


「や、やめようよ」


　色々振ふり払はらうように、和樹は手を振った。


「そんなことしてる場合じゃないって」


「もうっ。和樹さんはノリ悪いです」


　怒おこって、夕菜は口を尖とがらせた。


「いやいずれ、メイド選手権でもあったときに協力するから」


　そんな機会はないと思うが、なだめるためにそう言った。


　夕菜はぶつぶつつぶやきながらも、元の表情に戻もどった。


「ま、夕菜ちゃんは様さまになるわよね。あたしはどうもしっくりこないけど。それより、今はいいけどどうやって帰るのよ」


　玖里子が話題を直した。


「さっき、メイドさんに聞いたんですけど、ここの皆みなさんは船を使うんだそうです」


　夕菜が答えた。


「船で近くの島に行って、そこの飛行機に乗るって言ってました」


「ふーん。ここに飛行場はないのね。そういや、ヘリポートもなかったわね」


　玖里子は腕うでを組んだ。


「明日、船を使わせてもらおうか。まだ休みはあるから、ゆっくりできるんだけど……」


「けど？」


「あたしたち撃げき墜ついされたじゃない。あれが気になるのよ。なにかと戦っているんでしょう。へたに巻き込まれたら、どんなことになるのか分かったもんじゃないわ」


　会話が止まる。メイドの集団で忘れていたが、自分たちは撃墜され、かろうじてこの島に来たのである。危険と隣となり合わせだったのだ。


　じっと考える時間が続く。ふと、和樹は顔を上げた。


「……凜ちゃん？」


　彼女は窓の外を見つめていた。


「どうしたの？」


「……なにか聞こえないか」


　三人は、一いつ緒しよになって耳を澄すませた。


　遠くで、豆のはぜるような音がする。かすかな明かりも見えた。


　窓の下を覗のぞき込む。メイドたちが数名、慌あわてたように屋や敷しきに駆かけ込んでいた。入れ違ちがいに、十名ほどが飛び出していく。よく分からないが、全員、棒ぼうみたいなものを持っていた。


「なんだろ」


「分からんが、ただごとではなさそうだぞ。城も騒さわがしくなっている」


　物音はなおも続いた。軽い音は徐じよ々じよに大きくなり、それとともに屋敷から物音がする。庭ではエンジンの音すらしてきた。


　窓の外が、ぱっと明るくなった。同時に、腹に響ひびくような爆ばく発はつ音おん。


　四人は窓から離はなれ、急いで伏ふせた。ガラスがびりびり震ふるえる。


「うわっ……？」


　それきり物音はしなくなった。和樹は怖こわ々ごわ頭を上げる。


　外は静せい寂じやくが戻もどっていた。メイドたちの姿も見えない。


「なにがあったんだろ……」


「さあな……」


　首をひねるしかなかった。爆発に振しん動どう。なにが起こっているのだろう。


　コンコン。


　ノックする音がした。三人は、身体からだをびくっとさせる。


　返事する間もなく、扉とびらは勝手に開いた。


　気の強そうなメイドが一人、立っていた。どこか弛たるんでいるような感じもある。目は物もの憂うげ、というより、面めん倒どうくさいことはいやだ、みたいな色をしていた。


　まるで場ば末すえの映画館で暇ひまそうにしている、もぎりのバイトみたいである。ただ他のメイドたちとは違い、服の腕には「AFRICA」と書かれたアームバンドをしていた。


「あー、式森っている？」


　やけに乱らん暴ぼうな言い方である。


「僕、だけど」


「あんたが？　ふーん、冴さえない男だな」


　彼女はメイドにあるまじき台詞せりふを口にした。


「……なに？」


「ご主人様がね、客が不安だろうから、安心させろって」


「え……さっきの爆発のこと？」


「そー。結けつ構こう浸しん透とうされたけど退たい治じしたから。もうなにも起こんねえよ」


「退治……猛もう獣じゆうでもいるの？」


「そんなもん」


　彼女は断ことわりもせず部屋の中に入った。布ぬの張ばりの椅い子すを見つけると、どっこらせと腰こしを下ろす。


　ポケットからよれたタバコを取り出す。薄うす汚よごれた百円ライターで火をつけた。菓か子しの入っていたガラス皿を引き寄せる。


　退たい屈くつそうにあくびをしながら、ガラス皿に灰を落とした。


　メイドらしからぬがさつさに、和樹は啞あ然ぜんとした。


「あの……」


「あー、ごめんごめん。ちょっと休きゆう憩けいさせてくれない」


　彼女は天てん井じように向けて、煙けむりを豪ごう快かいに吐はいた。


「近ちか頃ごろ仕事がきつくってさー。炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じだけじゃなくて、戦せん闘とう訓くん練れんが二時間も延のびてやんの。リビア以来だね、ここまで根こん詰つめるのは」


「リビア？」


「そー。リーラは、訓練を一時間延ばせば実戦で一日生き延びるなんて言ってっけど、ありゃ絶対サディストだ。こないだも『お前の小隊だけ地じ雷らい撤てつ去きよ訓練』なんて言いやがって、深夜に対Ｓ人マ地イ雷ンを十個も処理させやがった。まーったく、緊きん張ちようで生せい理り上がったらどうすんだよ。なあ？」


　なあ、と言われても困る。


「あいつなに張り切ってんだか、今までより生き生きしてやがる。こっちはリビアやチュニジアのくそ暑い砂さ漠ばくが終わったと思ったらすぐにフィンランドいかされて、今度はこんな南の島。いつもすげー暑いかすげー寒いかのどっちか。いい加か減げんにして欲ほしいもんだ」


　いかにも面倒そうであったが、台詞の中にそれらを毛け嫌ぎらいしている感情は見られない。むしろ面おも白しろがっているような感じすらあった。


　しかし、話の内容がイマイチぴんとこない。アフリカや北ほく欧おうでなにをしていたんだ。


　彼女はなおもタバコを吹ふかした。途と切ぎれなく火をつけるチェーンスモーキングで、ガラス皿はたちまち吸すい殻がらで一いつ杯ぱいになり、室内は煙けむってきた。


「ちょっと、すみません」


　夕菜が空から咳ぜきをしながら言った。


「あなた、いったいどなたですか？」


「んー？　見ての通り、メイド」


「そうじゃなくて……」


「名前なら、セレンってのがあるけど」


　女性は横目で夕菜を眺ながめる。


「セレンさん、いったいご用はなんなのですか」


「さっき言ったろ。安心しろって伝えに来たの。さぼってるけどさ。あたしは家か事じを何時間もできるように作られていねえんだ」


　セレンはがらがらした声で喋しやべった。ハスキーボイスというよりはいがらっぽい。タバコの吸いすぎだ。


「……それって、メイドさんの仕事じゃないんですか」


「人によるの。あたしは前から流しでメイドやっててさー、色んなところに派は遣けんされんのよ。ＭＭＭっつーのは宿しゆく敵てきがいるからな。ドンパチの数も多くなるし、こっちも忙いそがしくなると。そんなことしてると家事やってる暇ひまもなくなる。ま、そんなわけ」


「ドンパチ？　戦ってるんですか？」


「そーだよ。さっき外でもやったろ」


　セレンがタバコで窓の外を示した。


「メイドの基本は掃除洗濯炊事に育いく児じ、介かい護ご看かん護ごに個人戦せん闘とうときたもんだ。なんつーか、あたしらが雇やとわれるずっと前からの伝でん統とうみたいなもんね」


　わははと笑い出す。


「外の連中を撃げき退たいしたってのは本当。あたしの小隊も待機してたけど出番はなかった。しょうがねーから床ゆか掃そう除じしてたよ」


「メイドなのに、戦闘なんかしてるんだ……？」


　和樹はよく理解できなかった。セレンの言葉によると、ここのメイドはあらゆる技ぎ能のうに秀ひいでている必要があるらしいのである。


　掃除や洗濯は分かる。家事だし、メイドはプロフェッショナルなのだから、仕事の範はん疇ちゆうだ。分からないでもない。しかし戦闘っていったいなんだ。最近のメイドは武ぶ装そうでもしているのだろうか。


　セレンも和樹の表情に気づいたか、悪い悪いと言いながらタバコをもみ消した。


「あたしは傭よう兵へいみたいなもんだから例れい外がいだけど、普ふ通つうのメイドでも武器くらいは使えるぜ」


　セレンが和樹の考えを見み越こしたように言う。


「そ、そうなの？」


　初はつ耳みみである。


「当然だろ。おまけにメイドの長になったら将しよう校こう課か程ていだぜ。銃じゆう器きの一つも扱あつかえないようじゃあ、示しがつかない」


「じゃあ、リーラも？」


「ああ。あいつはここのボスだからな。主人の身の回りの世話はもちろん、金きん融ゆう派は生せい商品の扱いから戦闘機の操そう縦じゆうまでなんでもできる。サイボーグみてーな女だ」


　セレンは、ありゃかなわん、と言うように肩かたをすくめた。


「ここの主人がこれだけの土地を維い持じできてんのも、リーラがいるからだよ。こことヨーロッパの土地。スイスとオーストリアの銀行にある資し産さん。ベルギーとルクセンブルクにある会社。全部あいつが仕し切きってる。しかも財ざい産さんは減へらずに増え続けているんだ。メイド趣しゆ味みの親おや父じだけじゃなくて、ちょっとした資産家なら、どれだけ金を払はらっても雇っておきたい女だね」


　和樹は目をぱちくりさせた。大したものだ、というレベルではない。一国の財ざい政せい顧こ問もんと財ざい閥ばつの番ばん頭とう並なみの手しゆ腕わんを持っているのである。


　老人の言葉の端はし々ばしで、リーラが家事に秀でているのは分かっていた。しかしこうまで万ばん能のうだとは予想もつかなかった。これで美人ときては文もん句くのつけようがないだろう。


　驚おどろいている和樹を見て、セレンはくっくっと喉のどを鳴らす。


「なに、リーラも一から十まで完かん璧ぺきじゃないさ。ちっと思いこみが激はげしいのが欠点だな」


　透すき通るような冷れい徹てつな表情を思い浮うかべ、和樹は首をかしげる。


「そうは見えないけど……」


「ときどき冷静じゃなくなる。外で会ったんだろ」


「うん。銃を持ってたけど」


「ああ。ワルサーＰ38だろ。あいつはあれしか使わねえんだ。なんでそこにいたと思う？」


「分からない」


「あんたが墜つい落らくしたって聞いたとき、自分で捜そう索さく隊たいを指揮するって言いだしたんだ。将校斥せつ候こうだけどやりすぎだぜ。リーラの奴やつ、張り切ってるよ。なんでここまで熱ねつ心しんになったんだか不ふ思し議ぎだったんだが──」


　セレンは火の消えたタバコで、和樹のことを指した。


「もしかしたら、あんたのこと気に入ってんのかもな」


「僕？」


　和樹は自分自身を指さした。


「でも、リーラのことは知らなかったし、墜落するまでメイドにも縁えんなかったよ」


「あんたはそうだろうけど、リーラは別」


「なんで？」


　セレンは答えず、ついと手を伸のばした。


　顎あごを摑つかまれた。えっとなった瞬しゆん間かん、ぐいと引っ張られる。


　目の前にセレンの顔があった。


「ふーむ……」


　しげしげとのぞき込まれる。


「可愛かわいいとは思うけど、ぱっとしねえ面つらだよな」


「ほ、ほっといてよ」


「でもリーラは、あんたみたいな男、好このみだと思うぜ。なんつーんか、仕つかえがいがあるって奴だな」
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　手が離はなれた。和樹は慌あわてて、元の椅い子すに座すわる。何な故ぜか尻しりの下が痛かった。


　セレンはまた、タバコを取り出した。


「あいつ、生まれながらのメイドだからな。ひとの世話をすんのが好きなんだよ。あんたのようなタイプに弱いぞ。少しでいいから弱味を見せてみな。すぐにくらっときて、『死ぬまでお仕えさせていただきます』って言い出すから。面めん倒どう見みのいい女によう房ぼうみたいなもんだよ。実じつ際さい女房よりも勝かつ手てが──」


「ちょっと待ってください！」


　セレンの言葉に、甲かん高だかい声が被かぶせられた。


　夕菜がいつの間にか立ち上がり、腰こしに両手を当てて眼がん光こうを光らせていたのである。


「さっきからずっと勝手なことばかり。なんですか女房って。和樹さんにはわたしというものが──」


　大おお股またで詰つめ寄る夕菜。セレンはそんな彼女を、珍めずらしいものを見るような目で眺ながめていた。


「なんだいあんた。式森のコレ？」


　夕菜に中指を突つき出す。


「──はい？」


「ああ違ちがった。こっちか」


　小指を立てて、夕菜に示した。


「オンナ？」


「そ、そういう品のない言い方は……」


「違うの？」


「……そう、ですけど」


「ふーん」


　なにを納なつ得とくしたのか、セレンは感かん心しんしたようにうなずく。


「でもま、リーラに対たい抗こうするのは無理だな」


　あっさりと言い切った。


「なにを言い出すんです！」


「格の差だな。リーラは家事にマネートレードに銃じゆう器き取り扱あつかいとなんでもできる。それに尽つくす心も半はん端ぱじゃねえ。いったん主人を決めたら最後までだ。前にウチの主人が病気で寝ね込こんだことがあるんだが、あいつは三日三晩看かん病びようしていた。食事を口に運んで下しもの世話までして、ぜんぜん寝てないのに手て元もとも乱みだれねえんだ。渋しぶ谷やで待ってる犬より忠ちゆう誠せい心しんがある。な、勝てっこないだろ」


「ぐ……」


　夕菜がいったん言葉を詰まらせた。リーラのやり方を聞かされてたじろいだのである。


「そっ、それくらいわたしだってできます！」


「やめとけやめとけ。看護とか、介かい護ごの経験ないだろ。リーラは病院や老人ホームで働いたこともある。だから他人がなにをどうして欲ほしいか、言われなくても分かってるんだ。こればかりは経験と才能のある奴やつが強い」


　セレンが紫し煙えんを吐はく。夕菜は口元を引きつらせながらも言い続けた。


「で、でも、和樹さんを想おもう気持ちなら、誰だれにも負けません！」


「どうかねえ。忠誠こそ、リーラの得とく意い分野だからなあ」


「じゃあどうして、今の主人がいるのに和樹さんに手を出すんですか！」


「ああ、そりゃ訳がある。あのな」


　とそこまで言って、セレンは口をつぐんだ。


　彼女は扉とびらを見た。


　カンカンカンカンカン。いささかではあるが、荒あらっぽく叩たたかれていた。


「申し訳ございません。こちらにセレンはおりませんか」


　リーラの声だ。セレンとは違い、すぐに開けたりはしない。


「いるよー」


　和樹がなにか言う前に、セレンが自分で答えた。


　扉は和樹が開けた。リーラは「失礼いたします」と言って中に入り、室内をざっと眺めた。片方の眉まゆをくいっと吊つり上げる。


「……セレン。なにをしている？」


　吸すい殻がらが積み上げられたガラス皿を見ているはずだが、あえて訊きいている。静かというよりは冷たい声であった。


「いやー、さぼり。あっはっは」


　からから笑うセレン。悪びれていないどころか、堂どう々どうとしていた。


　ぴくっとリーラの目の端はしが引きつる。


「厨ちゆう房ぼうに行く日ではなかったか」


「なんつーか、あたしみたいなのが食しよつ器き洗いとかすんの無理なのよね。がさつだし手つきも荒いじゃない。エーファだと皿をがしゃんって可愛かわいく割われるんだけど、あたしはどかぐしゃがちゃべしゃぐばらげぼらどぐばって壊こわしちまうからさー」


　リーラの目の痙けい攣れんが大きくなってきた。いつの間にか、腰に両手を当てていたりする。


「だけど仕事しねーと問題あるからさ。こうして忙いそがしいふりして暇ひまつぶしていたんだな」


　そう言いつつ、セレンは新しいタバコに火をつける。うまそうに吸った。


「……それだけか」


「まあ、ね」


「よし」


　リーラはぎろりと目玉を動かした。


「部屋に戻もどっていろ」


　腹を立てているのだろうが、怒ど鳴なりつけたりはしない。客人の前で使用人同士が争ってはいけないと理解しているからである。くたびれたファミレスで店員同士が喧けん嘩かをし、客が実にバツの悪い顔をしている時があるが、つまりそういうことである。


　もっともセレンは、そんなリーラの心を読んでこういう態たい度どに出ているきらいがある。


「へいへい。さーてタバコも切れたし、ねぐら戻るか」


「……待て」


「んー？」


「これを持っていけ。式森様はタバコをお吸いにならない」


　灰はい皿ざらと化したガラス皿を渡わたした。セレンはそれを持って、部屋を出ていった。


　リーラは和樹に頭を下げた。


「まことに申し訳ございません。新しいお菓か子しとお皿をただちにお持ちします。セレンの不ふ祥しよう事じはわたしの不祥事。これから精せい一いつ杯ぱい尽つくさせていただきますので、なにとぞお許しください」


「えーとその、別に嫌いやなことがあったわけじゃないし」


　セレンは座すわってタバコを吸っていただけである。


「いいえ。これもわたしが式森様に最後までお仕えしていなかったためです。これからはお側そばにいさせていただきます。夕食のときから常つねに控ひかえていれば、このようにご不ふ快かいな思いをさせずにすみましたものを」


　彼女は、いかにも和樹の身を案あんじている態度で、椅い子すに近寄った。


「これからはなんでもおっしゃってください。式森様に快かい適てきに過ごしていただくのが、わたしたちメイドのつとめ。全ぜん身しん全ぜん霊れいを捧ささげ、お仕えする所しよ存ぞんです」


「待ってください」


「ご不ふ満まんがありましたら、どのようなことでもただちに改かい善ぜんいたします。遠えん慮りよはご無用です。式森様のために、わたしたちはあるのですから」


「待って」


「もし昼だけではなく、夜──その、なにかおやすみになれないことがございましたら、いつでも──なにをお求めになりましても、喜んでいたしますので──」


「……待った！」


　夕菜は壁かべを叩たたいた。


　目を充じゆう血けつさせ、頰ほおをぴくぴくさせながら、リーラの前に進み出る。


「さっきから聞いていればなんですか。式森様式森様って、和樹さんにはわたしがついているんですよ。勝手なこと言わないでください！」


　リーラは、関かん心しんなさそうに夕菜に目をやる。たった今気づいたような表情だった。


「これはわたしと式森様に関かかわること。部外者は口を出さないように」


「ぶ、部外者ですって!?」


　夕菜の髪かみの毛が、ぶわっと舞まい上がる。


「ここのメイドは客人にまともな応おう対たいもできないんですか!?　どの口がそんなことを！」


「あなたたちはいわゆるオマケ。ご招しよう待たいしたのは、式森様お一人なのです」


「オマケじゃないです。わたしたちだって飛行機が撃げき墜ついされちゃったんですから」


「だから食事も部屋も用意しました。十分でしょう」


「あんな狭せまい部屋と不ま味ずい食事の、どこが十分ですか！」


　食ってかかるというより、嚙かみつかんばかりの勢いであった。瞳ひとみの奥おくには燃えるモノすらうかがえる。


　もっともリーラは、そんな彼女を平へい然ぜんと受け止めていた。


「式森様とあなた方では差が出て当然。わたしがご奉ほう仕ししているのは、式森様だけにすぎません」


「だからなんで、あなたが和樹さんのメイドになるんです！」


「メイドを必要とされています」


「してません！　わたしが和樹さんに尽くすからいいんです！」


　リーラが、ほう、という顔をした。


「あなたが式森様のお世話をすると？」


「もちろんです！」


「掃そう除じ洗せん濯たくベッドメイキング。好きな食べ物や嫌きらいな食べ物を把は握あくし、それでも栄えい養ようが偏かたよらないよう、食事を差し上げることができると」


「できます！」


「ワインの管かん理りや資し産さんの運うん用よう、時にはボディーガードの役目もして敵を倒たおし、お役に立てると」


「も、もちろんです！」


　夕菜はくるりと振ふり返った。


「和樹さん、わたしに命令してください」


「えっ？」


　突とつ然ぜん言われて、和樹は目をしばたたかせた。


「なにか命令してください。奉ほう仕しでもなんでもします！」


「えっ、えっ？」


　ものすごい決意を秘ひめたような口く調ちようだった。顔つきが違ちがう。さっきメイドの真ま似ねをしたときは可愛かわいかったが、今は怒おこられているような感じがした。


　身体からだをもぞもぞさせた。なんだか座すわり心ごこ地ちがよくないうえに、夕菜が迫せまってくるのである。


「いや……別に」


「なにもないんですか！」


「だって……」


　怒ど髪はつ天てんを衡つく夕菜。隣となりでリーラが静かに言った。


「式森様、少し腰こしをずらしていただけますか？」


　和樹は言われたとおり、座すわっている位置を動かした。


　リーラは椅い子すからなにやらつまみ上げ、テーブルの上に置く。ビスケットの破は片へんだった。


「座り心地が悪かったようですね。セレンが菓か子し皿を乱らん暴ぼうに扱あつかって、落としたのでしょう。申し訳ありませんでした」


　彼女はすっと頭を下げた。


「あ……うん。ありがとう」


　和樹は思わず礼れいを言った。夕菜の激げき怒どのせいで忘れていたが、たしかに痛かったのだ。


　リーラは微笑ほほえんだ。それから悔くやしそうにしている夕菜に言う。


「メイドは仕える方の気持ちを察さつすることが必要です」


「……い、言われればわたしにだってできました」


「それでは駄だ目めなのです。なにか言われてやるようでは完かん璧ぺきなメイドとはいえません。仕える方が快適でいられるよう、常つねに気を配る必要があります」


　感情を込めてはいないが、勝ち誇ほこっているように聞こえた。


「ここまで出来るようになるには、経験とセンスが必要です。わたしにお任せください」


「そ……それでも、和樹さんにはわたしの方がいいんです。だって部屋も近いし、一いつ緒しよの学校に通ってるんですよ！」


　夕菜は言った。ここは赤せき道どう近くの島だが、和樹たちは旅行者の日本人である。島にやって来た方法が変わっていたとはいえ、休日が終わったら帰国し、いつもの生活に戻もどるのだ。メイドなんか関係なくなるはずである。


　それでもリーラは動じなかった。


「これからもそうなるとお思いですか？」


「……なんですって？」


「式森様が一いつ緒しよに日本まで帰られると」


「と……当然じゃないですか」


　聞いたリーラは返事をしなかった。ただ薄うすく笑い、和樹に向き直った。


「式森様、わたしはこれで失礼いたします。明日は主人から大事なお話がございます。朝食は必ずお取りになるようお願いします」


「う、うん」


「では、おやすみなさいませ」


　彼女は意味ありげな視し線せんを飛ばすと、ゆっくりと退たい出しゆつしていった。




　第三章










　朝食は、はじめて老人と対面した、あの部屋で食べることになった。


　テーブルには食事の準じゆん備びが整ととのっていた。パンがメインで、あまり重い食べ物はない。欧おう州しゆう風ふうの朝食である。


　和樹たちの席にはリーラとセレンとエーファがついてくれた。


　彼女たちは和樹だけに手をかけているきらいがあるが、夕菜たちにもきちんと給きゆう仕じをした。主人の前で手を抜ぬくわけにはいかないのだろう。


　昨日みたいに、壁かべ際ぎわにメイドがびっしり揃そろったりはしてなかった。それでも他ほかに十人ほどいるので、やはり緊きん張ちようはする。


　食事は滞とどこおりなくすみ、お茶となった。


　デンマーク製せいのカップに紅こう茶ちやが注つがれる。昨日のものとはまた違ちがう香かおりがした。


「リラックスできたかね」


　にこやかな表情で、老人が訊きく。


「いえ……あまり」


　和樹は正直に答えた。


「ほう」


「えー、騒さわがしかったものですから。なんか爆ばく発はつまでしてました」


　あとメイドの争いが、と小声で付け加えた。


　老人には聞こえなかったようで、


「ふむ。やはり戦せん闘とうは分かったかね」


「はい。ここには僕たちしかいないと思っていたんですけど」


「そうであれば、ここももう少し平和なのだがね」


　老人は傍かたわらのメイドに命じて、お茶のおかわりを注がせた。


「残念だが我われ々われだけではない。あれは敵の仕し業わざなのだ」


「敵……ですか」


「そう」


　老人はカップにブランデーを入れると、気を落ち着かせるかのように、ゆっくり飲んだ。


「……その、昨日からずっと戦闘の話を聞いているんですけど、いったいなんですか」


「話そう。君には聞く権けん利りがある」


　かすれた言葉が真しん剣けん味みを帯おびた。


「ＭＭＭのメイドたちは、常じよう時じ戦闘訓練を受けている。これは我々にとっては常識だが、君には奇き異いに思えたかもしれない」


　和樹は首しゆ肯こうした。


　自分の知ち識しきによれば、戦闘とは軍隊かそれに準じゆんずる組織に所しよ属ぞくする人間の仕事である。少なくとも家事とは一いつ致ちしない。いくら太たい古こから繰くり返されている営いとなみだからって、メイドまで戦っているなんて話ははじめてであった。


　しかし現実問題として、目の前のメイドたちは歴れき戦せんの勇ゆう士しみたいな顔をしていた。おまけにあちこちでドンパチに参さん加かし続けていたらしい。


　このあちこちが問題である。どうも世界規き模ぼでメイドがどこかの敵と戦っているらしい。メイド、という大変限定された職しよく能のう範はん囲いではあったが、とにかく戦闘である。


　そしてその戦闘は、この島にも及およんでいるようなのだ。


「これらの訓練は当然のことなのだ。これら不断の準備が、例えば昨さく晩ばんの出来事に対する、臨りん機き応おう変へんな対たい処しよに繫つながるのだ」


「は……」


　しかし、である。相手はどこなのだ。戦闘とはひとりでやるものではない。相手がいてこそ成なり立つのだ。


「あの」


　思い切って和樹は訊いた。


「なにかね」


「敵とは、何者なんですか」


「知りたいか……いや、君には知っていてもらわなければならん」


　和樹は緊張した。飛行機が撃げき墜ついされて以来、何な故ぜか戦闘と隣となり合わせなのである。ついに老人の口から、その理わ由けが語られるのだ。


「敵。奴やつらは我々ＭＭＭの宿しゆく敵てきだ。残ざん虐ぎやく無む比ひ、情なさけ容よう赦しやのないテロリスト。世界中に拠きよ点てんを持ち、黒こく死し病びようのごとく荒あれ狂くるう魔ま物ものどもだ」


　目をつぶった。多くの記き憶おくを呼よび覚ましているかのようだった。


「『妥だ協きようの余よ地ちのないテロ集団』。ＭＭＭ本部の報ほう告こく書しよには、このように記されておる。奴らはある時は密ひそかに、またある時は公こう然ぜんと、メイドたちに戦争を仕し掛かけてきた。もちろんＭＭＭは戦い、幾いく多たの勝利を収おさめてきた。だがそれでもなお、奴らの息の根を止めることはできんのだ。それどころかよりいっそう、勢せい力りよくを拡かく大だいしつつある」


　骨ほね張ばった手が握にぎられた。かすかに震ふるえている。その組そ織しきに対する怒いかりと恐きよう怖ふを、同時に現していた。


「わしとて、この戦いに無関係ではいられない。むしろ以前から奴らと戦ってきた。ある時は勝ちある時は負け、決着はいまだついていない。この島に移ってからは刃やいばを交まじえる機会も減へっていたが……ついに奴らは上陸してきたのだ」


　和樹は喉のどを鳴ならし、唾つばを飲み込んだ。


「その……奴ら、とは？」


「パジャマ」


「……は？」


　場ば違ちがいな単語に、一いつ瞬しゆん耳がどうかなったのかと疑った。


「パジャマ至し上じよう主しゆ義ぎ者しや、マーキュリーブリゲードだ」


「……なんですかそれ」


　和樹は、まだ自分の耳がおかしいのかと思った。メイドの敵がパジャマ？


「君たちの国の言葉で水すい銀ぎん旅りよ団だんと呼ぶ。この世界では有名なテロ組織だ」


「有名、なんですか」


「そう。我々ＭＭＭが結けつ成せいされたのに触しよく発はつされ、世界各地で様さま々ざまなコスチュームを愛あい好こうする組織が作られた。それらはスイスに拠きよ点てんを持つ『欧州ナース服研究会』、アメリカで根強い人気を誇ほこる『らぶらぶバニーガールの会』、日本が発はつ祥しようの『世界セーラー服着ちやく用よう機き構こう』などだ。中でも一昨年おととし、東京で開かれた国こく際さいコスチューム会議での席せき上じよう、『ネコ耳みみ激げき萌もえ隊』と『ポニーテール十じゆう字じ軍ぐん』のあいだに壮そう絶ぜつな論ろん争そうが発生、敗やぶれた『ネコ耳激萌え隊』が半年の活かつ動どう停てい止しを余よ儀ぎなくされたのは周知の通りだ」


　そんなの知らないよと思ったが、口には出さなかった。


「このようにコスチューム愛好家は反目しあうものの、基本的には友好関係にある。だがやはり趣しゆ味みの違ちがいというのはいかんともしがたく、他組織と距きよ離りを置きたがるものたちもいる」


「でしょうねえ」


　どれも同じことをしているように見えるが、当人たちにとってはかなり違うのであろう。近きん親しん憎ぞう悪おもあるかもしれない。


「例えば、『さらにＳさらにＳスチュワーデスＳ』や『なんでＮなんでＮナースさんＮ』がそれにあたる。中でも国際コスチューム会議に出席せず、他との連れん絡らくを一いつ切さい絶たっている組織があるのだ。それが『水銀旅団』だ」


「はあ」


「元は『赤パジャマ青パジャマ茶パジャマ同盟』の一員で、名前から分かるとおり、パジャマを愛する組織だった。そこの『パジャマと外出着の緩ゆるやかな連れん帯たい』という方ほう針しんに不ふ満まんを持った過か激げき派はが脱だつ退たいして結成したのだ。彼らは歪ゆがんだ選せん民みん思し想そうを持っており、寝ね間ま着き以外の服装を一切認めず、他のコスチュームに戦せん闘とうを仕掛ける。しかも、このパジャマ至上主義に理解を示しめすものも多く、資金は潤じゆん沢たくで世界中に拠点を持っているのだ」


　老人が悲しそうに首を振ふる。


「まったく嘆なげかわしいことだ。冷戦の終結と共に民族、宗教の対立が起こったが、それがこんなところにまで現れてくるとは。彼らのスローガンはこうだ。『世界中のメイドに死を！　メイドに神の雷いかずちを！』。六十年ほど前、奴らはメイドを捕とらえては儀ぎ式しきと称しようし、拷ごう問もんを加くわえた。どんなことか知っているかね」


「いいえ全ぜん然ぜん」


「メイドの耳に、水銀を流し込むのだ。これこそが水銀旅団の名の由ゆ来らいなのだよ。宿敵と言った理由が分かったかね。彼らを倒たおさない限り、メイドたちに明日はないのだ」


「……そうですか」


　和樹だけではなく、他の三人も適てき当とうに相づちを打ちながら聞いていた。話の奥おくが深すぎる。遠い星での出来事のような気がしていた。


「それで、ここ数日も水銀旅団と戦っている、と」


「うむ。リーラによると墜つい落らくした君たちを捜そう索さくに行かせたときに、奴やつらの先せん遣けん隊たいと交こう戦せんしたそうだ」


　ようやく納なつ得とくのいく話題が出てきた。道路でリーラと遭そう遇ぐうしたのは、そのためだったのである。あの短時間のドンパチも、水銀旅団と戦っていたためなのだ。


「秘ひ密みつにしておいたことが、ついに露ろ見けんしたらしい。水銀旅団の奴らは全力で攻こう撃げきしてくるだろう」


「なにか重要なことでも……」


「そうだ。もうすぐ、この島に誓せい約やく日びが訪おとずれる」


「なんでしょう」


「メイドたちは年に一回、誓約によって主人に忠ちゆう誠せいを誓ちかうことになっている。一いつ般ぱん社会における年ねん次じ契けい約やくだが、ＭＭＭでは古くからの伝でん統とうに則のつとり、神の前で誓いを立てるのだ。その儀式がこの島でおこなわれる。彼女たちは当然わしと誓約を結むすぶのだが、この通りもう年だ。後こう継けい者しやを捜さがしていた」


「へーえ」


　とりあえず返事をしたが、なんだか嫌いやな予感がした。


「適当なものがおらず、この島でのメイド歴史にも終わりが告げられるのかと悲ひ観かんしておったのだが、つい数日前、東京支部から連れん絡らくが届いた」


　老人は傍かたわらのメイドになにか言った。そのメイドは奥に引っ込み、やがて書類を持って現れた。


「この調査書によると、東京の高校に、とにかく女性に囲まれてはロクな目に遭あっていない男子生徒がいると書かれている。快かい楽らく主しゆ義ぎ者しやかと思えばさにあらず、命の危険にすらさらされて、それでも社会生活を全まつとうしているではないか。この人物こそ、わしは後継者にふさわしいと確信した」


　老人は断だん言げんし、和樹を見み据すえた。


「あの……それってもしかして」


「そう。式森和樹君。君のことだ」


「あ──」


　やっぱり、と思うと同時に気が遠くなった。


　老人は和樹に、メイドの主人になれと言っているのである。すなわちこの百人以上いる女中を、全すべて引き取らなければならないのだ。若い身み空そらでご主人様である。


「そんなこと──」


　できません、とは言いづらい雰ふん囲い気きだった。


　老人の言葉があまりに自じ信しん満まん々まんなのに加え、ここにいるメイドの全てが、頰ほおを赤らめつつ和樹を凝ぎよう視ししているのである。すでに彼女たちの中でも、次期主人として認にん知ちさているようであった。


　老人は和樹の絶ぜつ句くを、肯こう定ていと受け取ったらしい。


「東京支部は君が南方への旅行に出発したと言ってきた。誓約日の直前だ。これをメイドの神の引き合わせと言わずしてなんと言おう」


「た、ただの偶ぐう然ぜんだと思います。もう、完かん璧ぺきな偶然」


　気を取り直した和樹は、否定しようと躍やつ起きになった。だが老人はろくに聞いておらず、とうとうと自じ説せつを述のべる。


「メイドの主人となるものは人格もさることながら、なにごとにも動じない剛ごう胆たんな精神力、困こん難なんを全力で解決する強きよう靭じんな意志が求められる。君はそれに……まあ、合がつ致ちしてると言っていい」


「自分で言うのもなんですが、合致してないかと」


「私の観かん察さつ眼がんを見くびってもらっては困る。君はすでに三人の女性と行動を共にしている。それだけで信じられないほどの苦く労ろうがあるはずだ。女たちの中に男がたった一人だけというのは、羊ひつじが包ほう丁ちようとフライパン持じ参さんでライオンの群むれを訪おとずれるようなものだ。生き延びるだけでも困難なのに、なおかつリーダーシップすら発はつ揮きしている」


「いや、なんにもしてない……ていうかその、そうなのかな」


「そのような鋼こう鉄てつの人間こそ、わしは探していたのだ。幸さいわい、君はメイドたちと年が近い。彼女たちは終しゆう生せい君に仕える、よき侍じ女じよとなるだろう。メイドたちの新たなる主人となりたまえ」


「い……いやですよ、そんなの！」


　和樹は叫さけんだ。どこにいってもこんなことが多すぎるのだ。女の子だらけでお腹なか一いつ杯ぱい胸一杯。ハーレムと言えば聞こえはいいが、実際はトラブルまで一いつ緒しよになってついてくる。人生山あり谷ありどころか谷ばかりで、いまだ底が見えていない。


　しかも今回はメイドである。おまけに一人や二人ではない。軍ぐん隊たい蟻ありに狙ねらわれているような気持ちになっていた。


「照てれることはない。君にはできる」


　老人は断だん言げんし、リーラたちもうなずいた。


「ではさっそく誓ちかいの準備に入ろう。誓せい約やく日びまでに全てのメイドを集め、新しい主人になることを伝えておくのだ。身を清きよめ、誓いの言葉を考えておきたまえ。そうすれば君も晴れて我々の一員となる。こちらの用意は整ととのっているぞ」


　そっちは整っていても、こっちはそれどころではない。


「な……なん……」


「なんでですか!!」


　叫んだのは、もちろん夕菜であった。


「どうして和樹さんがメイドを雇やとわなきゃいけないんですか！　そんなのは駄だ目めです！　そうですよね、和樹さん!?」


　返事ができなかった。あまりのことに、とうとう目を回したのである。


　ようやく、どうしてリーラが優やさしく、メイドたちが尽つくしていたのかが分かった。過か度どに親切なはずである。老人がこの島をすぐ継つがせるつもりなのだ。一年後二年後の話ではなく、数日後なのである。


　しかし分かったところで、今後の解決にはならない。まして夕菜ときたら、昨さく晩ばんのこともあって活かつ火か山ざん状態であった。


「メイドなんて必要のないものです！　和樹さんにメイドは似に合あいません！」


　彼女は立ち上がった。ちょっと座すわんなさいよと玖里子に言われるが、聞いてない。


「絶対に許しませんから！」


　老人は慌あわてず騒さわがず、


「無ぶ粋すいなことを。これは式森君とメイドたちの個人的な誓約だ。諸君には関係ない」


「あります！　和樹さんをメイドになんか渡わたせません！」


「全員どこに出しても遜そん色しよくないものたちだ。特にリーラは優ゆう秀しゆうだ。冷れい静せい沈ちん着ちやくにして鋼鉄の意志の持ち主。ここに来る前は降こう下かメイド猟りよう兵へいとしてクレタ攻こう略りやくにも参さん加かしており、数々の激げき戦せんをくぐり抜ぬけている」


「変なこと言わないでください！　エーゲ海の孤こ島とうなんて関係ないです！」


「ゆくゆくはこの島を受け継いでもらうのだぞ」


「絶対に駄目です！」


「どうしても納なつ得とくできぬと」


「当然です！　力ずくでも阻そ止ししちゃいますから！」


　夕菜は叫んだ。


「覚かく悟ごしてください！」


　テーブルに跳とび乗のり、老人に詰つめ寄ろうとする。


　しかし、彼女の足はぴたりと止まった。夕菜だけではない。立ち上がろうとした玖里子と凜も、そのまま硬こう直ちよくしている。


　三人の少女たちの背には、なにやら固いものがこつこつ当たっていた。


「お静かに」


「ちっと黙だまっててくれっかな」


「動かないで……ください」


　リーラ、セレン、エーファがそれぞれ手に銃じゆう器きを持ち、突つきつけているのであった。


　夕菜の背はい後ごではリーラが拳けん銃じゆうで狙ねらいをつけていて、玖里子の後ろにはセレンが、一昔前のサブマシンガンをぐりぐり押おしつけている。凜の背中ではエーファが、ボルトアクションの小銃を持ち、危なっかしい手つきで威い嚇かくしていた。他のメイドたちも、全すべて銃器を構えていた。


　背中の穴で呼吸はできない。動くに動けない状じよう況きように追い込まれてしまった。


「この城で狼ろう藉ぜきは許されんよ」


　老人がにやにや笑う。


「ぐっ……」


「メイドたちを甘あまく見たようだな。言っただろう、彼女たちは常つねに水銀旅団と戦っている。全員、戦せん闘とう訓練を受けた鋼鉄侍女パンツアーメートヒエンなのだ」


　老人が手を振ふった。メイドたちは銃口で指さし図ずし、夕菜たちを扉とびらに追いやった。


「リーラ、あとは任まかせる」


「はい」


　銀ぎん髪ぱつのメイドが返事をする。老人は別の扉から退室した。


　リーラがメイドたちに早口で指し示じを飛ばす。彼女たちはサブマシンガンを突きつけ、夕菜たちを一か所に固めた。


　夕菜はひるまず、リーラに嚙かみついた。


「どういうつもりです！」


「先ほどご主人様がおっしゃったとおり。式森様はわたしたちと誓せい約やくを交かわす」


　リーラの口く調ちようが変わっていた。すでに夕菜たちを敵として認にん識しきしているのだ。


「許しません！　あなたなんかに、和樹さんはふさわしくありません！」


「無ぶ礼れいなことを。式森様のような優すぐれた方こそ、わたしたちの主人となる」


「和樹さんは成績も悪いし、運動だって苦にが手てなんです！　かけ離はなれてます！」


「わざと貶おとしめようとしても無む駄だだ」


「ていうか、夕菜ってときどき遠えん慮りよないんだよな……」


　和樹は小声で嘆なげいた。


　メイドたちは銃口で、夕菜たちを扉まで追いやった。誰だれも言葉を発せず、機械のようにおこなっていた。


「式森様はこちらへ」


「え……」


　抗こう議ぎをしようとしたが、リーラの手にはワルサーＰ38が光っている。こっちに向けてはいないが、有う無むを言わせぬ様子だった。


「わたしたちと共にいてください」


「あ、あの、夕菜たちは……」


「敵対するものを城内に留とめ置おくほど、我々は寛かん容ようではありません」


「というと……」


「叩たたき出せ！」


　リーラが命令した。


　メイドたちはサブマシンガンの安全装そう置ちを外はずし、引き金に指をかけて部屋から追い出す。


「きゃー、和樹さーん！」


「夕菜！」


　彼女の声は徐じよ々じよに小さくなり、やがてドタンバタンと玄げん関かんを開け閉めする音がして、聞こえなくなった。


「総員戦闘準備。ウィノアの分ぶん隊たいを玄関に回せ。それとパトロールと歩ほ哨しようの強化。窓と屋根の警けい戒かいも忘わすれるな」


　リーラは相変わらず、立て続けに指示を出している。何人かのメイドが武器を携けい帯たいしたまま走り去った。


　あまりのことに絶句していた和樹だったが、気を取り直し、リーラに食ってかかった。


「い……いくらなんでもひどくないか!?　僕たちは遭そう難なんしてたんだぞ。それなのに城から追い出すなんて、そんな……」


「万が一です」


「万が一って……」


「彼女たちは危険すぎます。邸てい内ないに留とどめておくと、なにをするか分かりません。先ほどの態度を見ましたか。わたしたちの主しゆ従じゆう関係に対して、烈れつ火かのごとく腹を立てていました。誓約の邪じや魔まをするかもしれません」


「そりゃま、ああ見えて夕菜は気が短いからな……」


　納なつ得とくしかけたが、和樹は慌あわてて言い直した。


「でもいくら南の島だからって、着の身着のままで放ほうり出すなんてひどいじゃないか！」


「自生している果くだ物ものくらいあります。飢うえ死じにはしないでしょう。問題は式森様を奪だつ取しゆしようと攻こう撃げきしてくることです。わずかに三人、恐おそれるにたりませんが、我々は水銀旅団も相手にしなければなりません」


　彼女はほんのわずか、目を細めた。


「ですがわたしたちにもメイドの誇ほこりがあります。返かえり討うちにしてやります」


「して欲ほしくないなあ……」


「ご安心ください。一人残らず、今の時代に生まれてきたことを後こう悔かいさせてやります」


「させなくていいって……」


　リーラは和樹のつぶやきを無視し、ワルサーをしまうとカーテンを閉しめるよう合あい図ずをした。城内の様子を分からなくするためだ。


「この城の防衛は完かん璧ぺきです。敵の兵力も昨さく晩ばんの襲しゆう撃げきで把は握あくできました。大船に乗った気でいてください」


「そりゃどうも……。でも防ぼう衛えいって、やっぱり水銀旅団と戦うんだ」


「はい。ここで雌し雄ゆうを決することになるでしょう。戦争です」


「でも水銀旅団って、やっぱり強いんだよね」


　半分期待を込めて訊きいた。水銀旅団の攻撃が成功すれば、逃にげ出して夕菜たちと合流できるかもしれない。彼らは資金が潤じゆん沢たくだと言うし、なにしろ「旅団」である。もしかしたら編成された軍隊かもしれない。


　しかし彼女は不ふ敵てきに笑った。


「お見せしましょう。こちらへ」


　階下へ案内する。いくつか廊ろう下かの角を曲がって、裏口の扉とびらを開けた。


　中庭だった。奥おくに別の棟むねがある。やけに頑がん丈じようそうなコンクリート製の建たて物ものだ。


　リーラはそこまで歩いた。大きな鍵かぎを外し、鉄製の扉を開け放つ。


　中を見て、和樹は思わず口を開けた。


　壁かべ際ぎわにずらりと並ならんでいるのは、大小さまざまな武器であった。拳けん銃じゆうから小銃、機き関かん銃じゆう、使い捨ての対たい戦せん車しや火か器きまで、全ぜん部ぶ揃そろっている。正面奥には箱はこ積づみされた弾だん薬やく。ケースが黒く塗ぬられているのは地じ雷らいだろう。


　ここは巨きよ大だいな弾薬庫だったのである。


　和樹が立ちつくしていると、背はい後ごからメイドたちが駆かけ足あしでやって来た。名前を告げ、武器を受け取るとまた走る。


「あの、彼女たちは」


「ご存じの通り、メイドは訓練された兵でもあります。彼女たちとて例外ではありません。あちらをご覧らんください」


　途と端たんに、腹に響ひびく低い音がした。


　中庭にガソリンの臭においと排はい気きガスが立ちこめている。エンジン音が響き渡わたり、負けないようにメイドが声を張り上げていた。


　なんと戦車が目の前にあった。ごてごてした車体とダークイエローの外観。ドイツのIV号戦車だ。真まっ直すぐ突つき出た砲ほう身しんが庭にわ先さきを睨にらんでいる。先は黒く煤すすけていて、何度も実戦を経へていることを示していた。


　キューポラからはヘッドセットをつけたメイドが身を乗り出し、なにごとか怒ど鳴なっている。駐ちゆう機きしている戦車が数台、一いつ斉せいにエンジンを吹ふかす。少し離はなれたところでは使い捨ての対戦車兵器パンツァーファウストを担かついだメイドたちが「いちにツアイキツヒ。いちにツアイキツヒ」と歩き出していた。


　ぽかんとしている彼に、リーラは言った。


「我々はただのメイドではありません。正式名めい称しようは第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊コンパニー。ＭＭＭの中でも精せい鋭えいです」


「第五……精鋭……」


「これまで幾いく多たの敵と戦せん闘とうをおこなってきました。消しよう耗もうしておりますが、士気は衰おとろえておりません」


　履り帯たいをきしませて戦車が進む。その横を、連れん絡らく将しよう校こうを乗せたサイドカーが走っていった。


「水銀旅団は兵員において我わが方をかなり上回っておりますが、その実マニアの集まり。しょせん寝ね間ま着きなどという、寝るときしか用のない衣い類るい好きな烏う合ごうの衆しゆうに過ぎません」


「はあ……」


「式森様はどなたにも渡しませんので、ご安心を」


「はあ……」


　武ぶ装そうしたメイド軍を見せられて、和樹は間の抜ぬけた返事を繰くり返すしかなかった。


「追放した女たちは、おそらく水銀旅団と合流するでしょう。もしかすると手先となって、誓せい約やくの妨ぼう害がいをしてくるかもしれません。ですが、それはむしろ好こう都つ合ごう。警けい戒かいすべきは、ほんの一ひと握にぎりの敵です」


　我に返った和樹は、出しゆつ撃げきを見守っているリーラに聞いた。


「……その敵って？」


「ピンクパジャマ中隊」




　第四章










　銃じゆうを持ったメイドに追い立てられた三人は、城が木々に隠かくれて見えなくなるまで遠ざかり、ようやく一息つくことができた。


　あまりな出来事に、玖里子も凜も驚おどろきを隠せないままであったが、夕菜は一人立りつ腹ぷく中ちゆうであった。


「和樹さんを盗とるなんて！」


　彼女は城の方角に向かって、拳こぶしを振ふり上げた。


「許さない！」


　夕菜は座すわってる二人を無む理り矢や理り立たせると、即そく座ざの攻こう撃げきと和樹奪だつ回かいを主張した。その目はまさに復ふく讐しゆうの乙おと女めであった。


「でもたった三人でどうするのです？」


　さすがに懐かい疑ぎ的てきになった凜が訊きく。


「敵の敵は味方です。水銀旅団に合流します」


　夕菜が宣せん言げんした。


「水銀旅団ってパジャマでしょ？　なんかそこもマニアっぽいけどね」


　やはり疑問をもってる玖里子が言う。


「いいんです。メイドと戦うなら、魔ま王おうだって正せい義ぎの騎き士しです」


「強けりゃいいんだけどね」


「きっと強力です。なんてったってメイドの耳に水銀流すんですから」


　彼女はそう断だん言げんした。


　三人はしばらく歩き回った。


　それほど狭せまい島ではない。なかなか水銀旅団に遭そう遇ぐうせず、日が暮れてしまうのではと思われたが、海岸に出ると沖おき合あいに停てい泊はくしている船が見えた。


　砂浜に沿そって歩く。ようやく荷に揚あげをしている一団を発見した。


　暇ひまそうにしている歩ほ哨しように名乗り、面会を申し込む。メイド服なためか、実に胡う散さん臭くさそうな目つきで眺ながめられた。


「とにかく、偉えらい人に会わせてください」


　夕菜は強い口調で言い続けた。


「わたしたちもメイドと戦います。あの女どもに地じ獄ごくを味わわせてやりたいんです。どんな協力でもしますから、会わせてください！」


　迫はく力りよくに押おされたか、歩哨は内陸へ走っていった。


　待つことしばし。三人は司令部まで連れていかれた。


　水銀旅団の司令部は、多くのテント群によって成り立っていた。その中の、「HEAD QUARTER」の看かん板ばんが立てられたテントに案内された。


「ようこそ」


　テロ組織とのイメージと違ちがい、水銀旅団の指揮官は口ひげを蓄たくわえたスマートな男であった。


「私が太平洋方面の指揮官カーボンです。女王陛へい下かからサーの称しよう号ごうをいただいています」


　カーボン卿きようは、正確なキングスイングリッシュを操あやつった。ティータイムだったのか、紅茶のカップを手にしている。司令部には彼の他ほかにも、やはり男たちが働いていた。


「お話はうかがいました。全すべての女性に汚けがらわしいメイド服を着せてしまう、あの悪魔の城から脱だつ出しゆつされたとか。さぞ大変だったでしょう」


「どーも。悪魔かどうかは知らないけれど、けったいな城だったわね」


　と玖里子が答えた。着の身着のままで放ほうり出されたので、三人ともメイド服のままである。ただ凜だけが、日本刀を持ち出していた。


「メイドなどという奴ど隷れい制せい度どを存そん続ぞくさせるＭＭＭに、我々は制せい裁さいを加くわえるべく上陸したのです。大船に乗った気でいてください」


「あたしとしては、メイドがどうなろうと興きよう味みはなくて、帰りの船でも貸かしてくれれば満まん足ぞくなんだけど……」


「駄だ目めです！」


　夕菜が怒ど鳴なった。


「和樹さんを助けるんですから！」


「……とまあ、一人激げつ昂こうしているのがいるんで、つきあわせていただきたいと」


「歓かん迎げいします。反メイドの女性が増えれば、士し気きも高まるでしょう。部隊をご覧らんになりますか」


「ええ」


　三人はカーボン卿、何人かの司令部要員と共に、天てん幕まくを出た。


　司令部は小高くなった丘おかに設せつ置ちされていた。正面には城があるはずだが、かすんでよく見えない。


　眼下には、上陸したばかりの水銀旅団兵たちが、のろのろと隊たい列れつを組んでいるところであった。かなりの人数である。


　夕菜はそれを見ながら「これだけいればメイドなんかイチコロです」と興奮していた。玖里子はあまり彼女と目を合わさないようにしつつ、


「いつの間に上陸したのかしら」


「我々はオーストラリアに集しゆう結けつし、徴ちよう募ぼと訓練を繰くり返してきました。そしてこの島で誓せい約やくがおこなわれるという情報をキャッチし、出しゆつ撃げきしたのです。途と中ちゆう、兵の中には同どう人じん誌し即そく売ばい会かいへ参加を申し出る者、アニメの抱だき枕まくらと心しん中じゆうを図はかるものなどが出ましたが、このように到とう着ちやくしています」


「船とか集めるの、大変だったでしょうに」


「水銀旅団はあらゆる国、地域に支し援えん者しやがおります。それらの支援の下もと、ついに悲ひ願がんである、メイドの太平洋本ほん拠きよ地ちへ上陸することができたのです。今まで我々は、メイドに不利な戦いを強しいられていましたが、これでようやく主導権を握にぎったのです」


　カーボン卿はカップとソーサーを持ったまま、胸を張った。


　集結が終わっていないのか、兵の頭が動いている。丘の後方、海岸へ続く道からは、まだまだ部隊がやってきていた。


　カーボンが手を広げ、兵士たちを示した。


「ご覧らんください。上陸しただけでもかなりの数ですが、さらに援軍が到着しております。メイドどもの栄えい華がも、時間の問題でしょう」


「そうねえ、頭数だけは揃そろっているみたいね」


　水銀旅団兵はほぼ全員、中ちゆう華か鍋なべみたいなイギリス製ヘルメットと、ボルトアクションライフルを装備していた。中には、ソビエトのサブマシンガンを握にぎっている者もいる。


「イギリスの武器だけじゃないのね」


　双そう眼がん鏡きようで覗のぞきながら、玖里子が言った。


「世界中に支援者がおりますから、自然と提てい供きようされる武器も様さま々ざまなものになるというわけです」


「ふーん」


　イタリア製の機き関かん銃じゆうを担かついだ兵士が二人、だらだらと歩いていく。その後ろから、兵隊が、これまたしんどそうに行進していた。


　先頭の兵士がまだ目的地に着いていないのに、「もう駄だ目めだ疲つかれた」と言いたげに座すわり込む。それを見て我われも我もと勝手な休きゆう憩けいが始まった。それぞれタバコを吸すい、寝ね転ころがる。車くるま座ざになってトレーディングカードを交こう換かんしているものもいた。


　よく観かん察さつすると、どこもかしこもそんな連中ばかりであった。統とう制せいがろくにとれていないのである。


　しかしカーボンは満足そうな表情をしていた。


「どうです。士気はかつてないほど高まっております」


「そうですね。頼たのもしいです」


　夕菜もうなずく。


　玖里子は呆あきれた。


「どこが」


　じっと見ていると、どの兵士もきびきび動いているようには思えない。むしろ「重労働はあまりやりたくない」という感じがする。メイドたちは狂きよう信しんの中にもプロフェッショナルの香かおりがしていたが、こっちは即そく席せきの兵隊といった雰ふん囲い気きだ。ただし目つきだけは、なんとなくヤバ気げな光を発していた。


「もっとこう、気合いの入った兵士はいないの？　あれじゃメイドにやられちゃうわよ」


「我わが軍もプロ揃ぞろいですぞ」


「サバイバルゲームしてる連中の方が、全然それっぽいわよ」


「ふむ。でしたらご説明しましょう」


　カーボン卿きようは副ふく官かんに命じた。


「あの兵をここに」


　副官は飛んでいき、やがて一人の兵士を連れて戻もどってきた。


　兵士は小銃の台だい尻じりを引きずりながら、三人の前に立った。


　夕菜は彼を見て、いかにも満足そうに腕うで組ぐみしている。だが玖里子はげんなりした表情になり、凜は天を仰あおいでいた。


　気をつけの姿し勢せいではあるが、胸の反そらしすぎで傾かたむいている。服のサイズも合ってなくて、上着は小さすぎズボンは大きすぎ。まだ若いのに下した腹ばらが出ていてたるんでおり、徹てつ夜やを繰くり返しているのか顔は黒ずんでいた。髪かみは何な故ぜか金きん髪ぱつだが、はっきり言って似に合あってない。


　兵士というより、出来の悪いコスプレであった。


「……なにかの冗じよう談だんですか？」


　耳元で凜が囁ささやく。玖里子は「知らないわよ」と言い返した。


　カーボン卿はそんなやりとりにも気づかず、自じ慢まんげに兵士を紹しよう介かいする。


「彼こそが水銀旅団の精せい兵へいです。中学生のころから投とう稿こう写しや真しん雑ざつ誌しを愛あい読どくし、自らも女子中学生の水着写真を数多く撮さつ影えいした経けい歴れきの持ち主です」


　玖里子は、無む理り矢や理り「昨夜見た悪い夢」を聞かされているような気分になった。


「……なにそれ」


「我が軍は、マニア雑誌の読者交こう流りゆう欄らんによって集められた志願兵からなっております。おかげで兵の数には事こと欠かきません」


「読者交流欄、ね」


「心配には及およびません。どこかの国の、女子更こう衣い室しつを覗のぞきにくる痴ち漢かんを強制徴ちよう募ぼした『下着チラリズム連隊』とは質が違ちがいますからな。この兵も高校時代はアイドルの激げき写しやで名を馳はせると同時に、通学定期のみで各地の高校を渡わたり歩き、更衣室の着き替がえをフィルムに収めました。まさに歴戦の勇者、鋼鉄のカメラ小僧カメコです」


　言われている兵士の鼻の穴が広がった。誇ほこりに思っているらしい。


　もちろん玖里子は、感心したりしない。


「……あたし、初対面で人を差さ別べつしたりはしないタイプだって思ってるんだけどさ、いくらなんでも問題ない？」


「ほう。どうしてですかな」


「だって盗とう撮さつは犯罪じゃないの。よく使ってるわね」


「水銀旅団は前ぜん歴れきは問いません。エトランジェですから」


「……嫌いやな外人部隊ね」


　げんなりした顔で兵士を眺ながめる。小しよう銃じゆうを杖つえ代がわりにしているし、ポケットのボタンは取れ、靴くつひもがきちんと結ばれていない。実戦で力を発はつ揮きするように見えなかった。


　ふと、首から下がっているものに目が留まった。


「……カメラ？」


　フラットブラックに塗ぬられたボディーの、一眼レフカメラであった。一見して高こう価かそうである。


「それはキャノンの最新型です。望ぼう遠えんレンズ、接せつ写しやレンズもついています。水銀旅団兵の標ひよう準じゆん装そう備びですよ」


「……どんな標準よ」


「戦せん闘とう中、メイドを撮影するために決まってます。他にもデジタルカメラ、デジタルビデオも持たせております。またスケッチブックも常じよう備び。二十四色のサインペンも備えており、絵の描かけるメイドがいた場合、記き帳ちようをお願いするのが原げん則そくとなっています」


　頭ず痛つうがしてきた。凜などはさっきから眉み間けんを押おさえている。


「……メイドが憎にくいんじゃないの？」


「メイド写真は金になります。これは我々も認みとめざるを得えません。この戦いでも撮影機会を得るでしょうし、逃のがすわけにはいきません。このため各小隊には業ぎよう務む用ようビデオ、三さん脚きやく、レフ板を装そう備びした重兵器分隊を配はい属ぞくし、本部には衛えい星せい通つう信しんを利用したインターネット接せつ続ぞく機器を揃そろえ、写真を即そく座ざにアップして世界中の有ゆう料りようサイトへと……」


「はいはい。分かった分かった」


　玖里子は、際さい限げんなく続きそうなカーボン卿きようの台詞せりふを遮さえぎった。卿は邪じや魔まされて不満そうであったが、一応口をつぐんだ。


　兵士は自分の部隊へと帰された。


「どうです。精兵ということが分かりましたか」


「精兵ですね。ああいう人たちでなければ、メイドは倒たおせません」


「……確かに精兵ね」


　夕菜とは対照的に、呆あきれたもんだ、という口調の玖里子。


「理解してもらえましたか。我々が『写真撮とり放題』の広告をうてば、世界中からあのような精せい鋭えいが集まります。水銀旅団は無む尽じん蔵ぞうの人的資し源げんに支ささえられているのです」


「……まあ、そこは素す直なおに凄すごいと思うわよ。だけど必要なのは戦争に強い連中だと思うけど？」


「心配には及およびません。いざ戦闘となれば彼らはメイドを捕とらえるのに全力を尽つくすはずです。なにしろこのところ、久しくメイドを捕らえていませんからな」


「ああ、そう言えばなんか目的があったわね」


　玖里子は記き憶おくをまさぐって、城で老人から聞かされた話を思い出した。


「確か水銀使うんだっけ？　耳に流し込むんでしょ」


　その台詞に、カーボン卿は眉まゆを顰ひそめた。


「なにをおっしゃる。そんな残ざん酷こくなことができますか」


「でも水銀旅団って……」


「それは昔の話です。もちろん理り念ねんはそのままですが、我々も時代と共に変へん遷せんしているのです。ＭＭＭとは違ちがい、柔じゆう軟なんな組織なのですぞ」


「あらそうだったの。ごめんなさいね。じゃあ今はどうしているのかしら」


　カーボン卿は口ひげを動かし、よくぞ聞いてくれました、という顔をした。


「服を脱ぬがします」


　玖里子は、口の中にコショウをひと瓶びん突つっ込こまれたような顔をした。


「……一応訊きくわね。なんで脱がすのよ」


「パジャマです」


　カーボン卿が言い切った。


「彼女たちにパジャマを着てもらうのです。メイド服などというのはしょせん作業着。染しみや油にまみれ、見られたものではありません。そこでパジャマなのです。洗い立ての美しいパジャマこそ至し高こう。パジャマ以外の服が存そん在ざいするのはいかんのです」


「パジャマ、ねえ……」


「さよう、パジャマです。ちらりと見える素す足あし、後ろ髪がみから覗のぞくうなじ。これらはパジャマだからこそ栄はえるのです。だがこの美しさを世間はまだ分かってない。メイドばかり持ち上げてなにを考えているのやら。そこで水銀旅団は世界中のメイドにパジャマを着てもらうおうと、日夜努力を続けているのです」


　力強く自説を唱となえるカーボン卿。玖里子は見えないようにため息をついた。


　凜が小さい声で言う。


（なんだか、やってることが向こうと似にてます）


（そうね。結局趣しゆ味みの世界よ）


（私には違いがよく分かりません）


（あたしもよ。さっき弾だん薬やく箱ばこを覗いたんだけど、弾たまがかなりの弱じやく装そうで、弾だん頭とうもゴムみたい。まともに戦せん闘とうはしないのね）


（死なないようにしてる、と？）


（まあ捕つかまえるのが目的だからね。そりゃ怪け我がぐらいはするだろうけど、趣味で死んじゃ馬ば鹿か馬鹿しいもん。もしかしたらメイドの武器もそうかも）


（では城で聞いた、魔ま法ほうを使うなというのも……）


（冗じよう談だんじゃすまなくなるからよ）


「なにかおっしゃいましたか」


「いえ別に」


「ふむ。我々の崇すう高こうなる目的が分かっていただけましたか」


「そりゃもう。ばっちり」


　水飲み鳥みたいにうなずく玖里子と凜。カーボン卿ははっはっはと笑った。


「大変結けつ構こうです。あなたがたも、水銀旅団の反メイド主義にぜひ加わっていただきたい。真の秩ちつ序じよあるパジャマ世界を築きずくのです」


「むー」


　二人は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。メイド趣味もパジャマ趣味も、彼女たちからは遠い場所にある。あまり本気になれなかった。


　それに水銀旅団ときたらマニアの大たい群ぐんである。あの戦争メイドたちに比くらべ、明らかに差があった。これでは三人だけで戦った方がマシではないだろうか。


「はいはいはいはいはい！　わたしやります！」


　勢いよく手を上げたのは夕菜であった。


「メイドなんか許せません！　和樹さんを拉ら致ちするなんて！　あの女たちは悪魔です！　絶対に取り返します！　メイドに神の鉄てつ槌ついを！　メイドに死を！」


「……夕菜ちゃん、それにしてはメイド服は着っぱなしね」


「これは可愛かわいいからいいんです。カーボンさん、協力させていただきます！　玖里子さんと凜さんも、手伝ってください」


「……やっぱりやるの？」


　嫌そうに訊きく玖里子。


「当たり前です。和樹さんの貞てい操そうの危機です！」


　彼女は断だん言げんした。


　玖里子も凜も、いっそうどんよりとした目になっていたが、カーボン卿はかなり感激したらしい。しきりとうなずいている。


「素す晴ばらしい。あなたのような方こそ真の女性だ。メイドをこの世から駆く逐ちくするまで戦いましょう」


「もちろんです！」


　カーボン卿と夕菜は、がっちりと握あく手しゆをした。


　その隣となりで玖里子と凜は、こめかみをそっと押おさえるのであった。
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　一方、和樹は元の部屋へと戻もどされていた。


「式森様は、次期ご主人様です。この城のものはご自由にお使いください」と言われたが、窓は外からロックされていた。ほとんど軟なん禁きん状態であった。


　開けられなくなった窓から外を覗のぞく。あまり遠くが見えなかった。当然、夕菜たちの姿もない。どこに行ったのか分かるはずもなかった。メイドに聞いても教えてくれないだろう。


　窓から離はなれる。ベッドルームに行こうと思ったが、眠ねむくなるのが嫌いやなのでやめた。睡すい眠みんをとってる場合ではない。その代わり椅い子すに座すわった。


　腰こしがすっと沈しずんだ。


　身体からだから緊きん張ちよう感かんが抜ぬける。椅子のクッションが、柔やわらかく包つつみ込こんでいて、筋きん肉にくを勝手にリラックスさせるのだ。じんわりと汗あせがにじみ、それと共に気力まで奪うばい去っていくような気がする。


　まずい、と思って立ち上がった。ここで馴な染じむわけにはいかない。


　今頭に浮うかんでいるのは、なんとかしなければ、ということである。「なんとか」とはもちろん逃にげ出すことだ。


　和樹はここで、メイドの主人として君くん臨りんするつもりはまったくなかった。ベトナムの奥おく地ちで王とあがめられたアメリカ将校の映画があったが、こっちは一いつ介かいの高校生なのだ。野望も野心もない。


　それは「メイドなんかお断りだ」という強きよう固こな意い志しではなく、「いや、僕はちょっと……」という消しよう極きよく的てきなものなのだが、それで十分なのだ。


　そもそも彼は、毎日毎日タイプの違ちがう美少女三人に囲まれているのに、いまだ逃げ回っているのである。元がん来らい気が弱いとか免めん疫えきができる見込み皆かい無むとか理由はあるが、とにかく女性は駄だ目めなのだ。それなのに百五十人も押おしつけられては、死んでしまうかもしれない。


　メイド集団百五十人に比べれば、夕菜たち三人の方が遥はるかにいいのである。


　しかし、メイドたちや老人に向かって「あなたたちのいうことは聞かない。僕はここにとどまらない。帰らせてもらう」と宣せん言げんする勇気もない。情なさけないが、こっそり姿を消すつもりであった。


　なにか脱だつ出しゆつに役立つものはないかと思い、室内を見み渡わたした。椅子と机つくえとサイドボードと鏡にゴミ箱。暖だん炉ろもあるが飾かざりなので、中には空くう調ちよう装そう置ちが仕込まれている。


　生活に不自由はないが、余よ計けいなものは全すべて片づけられている。誓せい約やく日びまで逃がすつもりはないようであった。


　そう、誓約日だ。誓ちかいを立ててしまったら、逃げ出すのがいっそう困こん難なんになる。それまでになんとかしなくてはならない。


　和樹は改めて窓まど枠わくを揺ゆさぶった。がっちり固定されている。それに、真下は垂すい直ちよくな壁かべで手がかりもなにもなかった。万が一抜ぬけ出せても、真まっ逆さか様さまだ。


　考えどころであった。


「なにしてんだ？」


　いきなり声をかけられ、跳とび上がった。


　背はい後ごでセレンが、不ふ思し議ぎそうに和樹を見ていた。


「ノ、ノックくらいしてよ！」


「鍵かぎ開いてたからさ、入った」


　彼女の後ろでは、扉とびらが開け放たれていた。


　確かに鍵を掛かけなかったかもしれないが、普ふ通つうはノックくらいするものである。ましてやメイドなのだから。そう考えると、つくづく変わった女性である。


「窓まど枠わくなんかいじってなにしてたんだ？」


「なんでもいいじゃないか」


　あえてつっけんどんに言った。もちろん、真しん意いを悟さとられないためである。


「それで、なにか用なの」


　セレンはタバコをポケットから取りだしながら答えた。


「リーラが式森を城の中案内するってさ。呼びに来た」


「いいよ、別に」


　見たってしょうがない。


「そう言うな。ここで暮くらすんだから、見といた方がいいぜ」


「暮らさないって……」


　小さい声で反はん論ろんする。南の島に住じゆう居きよを構かまえるつもりはないのだ。


　和樹の拒きよ絶ぜつにも、セレンは残念そうな顔は見せなかった。


「じゃあ断ことわっとくか？」


「うん。そうして……いや、待った」


　帰りかけたセレンを呼よび戻もどした。


「やっぱり行くよ、うん。案内して欲ほしい」


「……気が変わったのか。早いな」


「そ、そう。気が変わるのは僕の特とく徴ちようなんだ」


「ふーん。じゃ、ついてきな」


　セレンは手て招まねきした。


　和樹は薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩いた。最初はそれほど注意していなかったが、赤いカーペットが敷しいてあった。年代物のようだが、窓がないので日光もなく、いまいち分からない。照明はあるのだが、光こう量りようが落ちていた。


「このところのドンパチの影えい響きようでねー。明かり小さくしてんのよ」


　見み透すかしたように、セレンが言う。


「この城は自じ家か発はつ電でんだから燃料が必要なんだけど、水銀旅団が上陸したせいで、他ほかの島から運びづらくなってんの。だから不必要なところは消してる」


「節せつ約やくしてるんだ」


「そういうこと」


　廊下を歩いて角をいくつか曲がり、階段を下りる。


　壁へき面めんにはいくつか窓があった。青と赤に彩いろどられた、教会のステンドグラス風である。


「あのさ。窓にガムテープでバッテンとかしないの」


「ああ、爆ばく風ふう避よけか。しないよ。あそこらのステンドグラスは全部職人に作らせた本物なんだ。汚よごすのをご主人様が嫌いやがるんだよ」


「でも電気は消すのにガラスはそのままなの？」


「少しくらい窓にテープ貼はったって、あまり意味はないの。それより靴くつ履はいてる方が効こう果か的」


　とセレンは言った。和樹はテープがあった方が、割るときにあまり音を立てないから好こう都つ合ごうなのにな、と思った。


　城からの脱だつ出しゆつ方法を考えていたのである。部屋から外に出られないので、他のところを捜さがすしかない。セレンの誘さそいをいったん断って、すぐに承しよう諾だくしたのも、逃にげやすい場所を見み極きわめるためだったのだ。


　セレンはそんな和樹を気にした様子もなく、階段を下りた。


　途と中ちゆうが踊おどり場ばになっていた。そこにリーラが待っていた。


　彼女は和樹を見ると、軽く礼をした。


「わざわざご足そく労ろういただき、ありがとうございます」


「いいけど」


「お部屋でおくつろぎのところの、邪じや魔まにならなければよかったのですが」


「いや別に……それよりも、リーラはここにいていいの？」


　水銀旅団との戦せん闘とうが近いはずである。


「部隊は前線に向かっております。部下がきちんとやってくれるでしょう。それに、式森様のお相手をするのも重大な役目です」


「リーラも式森の面つら見てた方がいいもんなあ」


　はっはっと笑うメイド。リーラは顔をしかめた。


「セレン、タバコは止やめろ」


「火ぃついてないよ」


「服ふく務む規き程てい違い反はんだぞ」


　セレンは肩かたをすくめると、タバコをむき出しのままポケットに落とした。


「式森様、セレンが失礼なことをいたしませんでしたか」


「ないけど。言葉遣づかいが乱暴かなって感じただけで」


　リーラがじろりとセレンを睨にらむ。


「生まれつきだよ。そうカリカリすんな。あたしはこんなのには興きよう味みないから。まあリーラは気に入ってるみてーだけど、趣しゆ味みがいいとは言えねーよなあ」


「セレン！」


　語ご気きを強めるリーラ。セレンはにやにやしながら口をつぐんだ。


「……申し訳ありません。セレンはこのように態たい度どが悪いのですが、やっかいなことに腕うで前まえは一流です。メイドアフリカ軍団でも数々の武ぶ勲くんを立てています」


「メイドアフリカ……砂さ漠ばくでも戦争したの」


「はい。激げき戦せんでした」


　リーラは先頭に立ち、階下へ向かった。


　正面ホールに案内された。入ったときも思ったが、広くかつ豪ごう奢しやで、金のかかっていそうな装そう飾しよくであった。昨日は気づかなかったが、派は手でなシャンデリアも下がっている。


　そこから、赤を基き調ちようにした客間、テラスなどを回った。どこもふんだんに金や銀が使われていた。


　いくら使っているのか、和樹には見当もつかない。


「この城は、ご主人様が自みずから図面を引かれて建けん設せつされたものです」


　リーラが歩きながら説明をする。


「石は南米産、木材はカナダ産ですが、職人はヨーロッパから呼び寄せました。内ない装そうはほとんど王室御ご用よう達たしの職人の手になるものです。敷しき地ちの設定、労働者たちの住じゆう居きよ建設から始まり、丸二年かけて完成させました」


「凄すごいことするね……」


「ご主人様は、大したことないとおっしゃっておられます。老後の楽しみにと建設されたものです」


「ずいぶんスケールの大きい老後だなあ」


「メイドのためには、いくら財ざい産さんをつぎ込んでも惜おしくない、とのことです」


「ふーん。どんなことしてた人なの」


「存じません」


　和樹は妙みような顔をした。


「あれ、知ってるんじゃないの？」


「いいえ。わたしが存じているのは、こちらに雇やとわれる直前のことまでです。必要以上に細かいことまで立ち入らないことにしております。オランダ人で、代々貿ぼう易えきで財をなされた方だ、とうかがっておりますが」


「そうなんだ」


「ただ、貿易と申しましても、武器や禁きん制せい品ひんのたぐいのようですが……。この城の石材も、南米の共きよう産さんゲリラに自じ動どう小しよう銃じゆうを販はん売ばいしているときに、買い求めたとのことです」


「ほ、ほう……」


　少し背せ筋すじが冷つめたくなる。どうして武器がたくさん飾かざってあるのか、分かった気がした。


「商売柄がらでしょうか。かなり精せい力りよく的てきな方でした。城を建設するときも、まるでイワン雷らい帝ていのように先頭に立ち石を運び、自ら指示棒を執とられたとか。わたしたちメイドを閲えつ覧らんされるときも手を取り足を取り、それはもう全身なめ回さんばかりの勢いで……。あそこまでメイドに全すべてを注そそがれる方は見たことがありません。それがあのように瘦やせ衰おとろえられて……」


　珍めずらしくリーラが言葉を詰つまらせた。


「……でも、今も変わらないんじゃないかな」


　和樹の前で老人は、よく食べて喋しやべっていた。特にメイドのことを語っているときなどは、熱ねつ意いと情じよう熱ねつの固まりのようであった。


「いいえ。かつてに比くらべて、ずいぶん弱気になられました」


「あー、そうだな」


　後ろからついてきているセレンが言う。


「前は一日に十回はリーラの尻しりをなでようとしたからなあ。今じゃ三回がいいとこだ」


「三回でも凄すごいと思うな……」


　和樹はつぶやいた。


　ホールを出た。リーラが隅すみにある小さい扉とびらを開ける。


　階段になっていた。地下に延のびている。


　リーラが先頭に立ち、石造りの階段を下っていく。暗くならないよう、壁かべに燭しよく台だいが埋うめ込まれていた。


　リーラは黙もく々もくと下りていく。和樹、セレンの順で続いた。


　一番下まで来た。リーラが壁のスイッチを入れる。


　ワイン倉ぐらのようなところだった。ただ南洋なのでやけに湿しつ気けがあり、ところどころかびていた。壁に沿そって鉄製の扉がずらりと並んでいる。


「ここ……なに？」


「地下室です。当初は食料庫として使用されていました。搬はん入にゆうを容よう易いにするために崖がけ下したに通じる出入り口があったのですが、ご主人様がそこを埋うめて小部屋を造りました。改かい修しゆうが終わったのは二年前です」


「直したんだ」


　と言ったものの、やけに陰いん気きなので小部屋がなんだか分からない。


「ここには捕ほ虜りよを収しゆう容ようすることもできます。例の三人を捕とらえた暁あかつきには、ここに監かん禁きんするつもりです」


「え……それはやりすぎだよ」


　地下だから窓はなく、足元はじめじめしている。こんなところに閉とじこめられては、肉体より先に精神がまいってしまうだろう。


「甘あまい考えは禁きん物もつです。奴やつらを普ふ通つうの捕ほ虜りよと同じく扱あつかってはいけません。テロリストなのですから、ジュネーブ条約の適てき用よう外がいです」


「テロって……」


　情なさけ容よう赦しやのない物言いであった。


　リーラがフックにかけられている鍵かぎ束たばを取った。鉄てつ扉ぴの一つを開ける。


　狭せまい部屋だった。ここには照明がないので、よけい見づらい。


　なんだか鎖くさりのようなものが目に入った。


　リーラがすぐ扉を閉めた。


「失礼しました」


　やや顔を赤らめている。


「間ま違ちがった部屋をお見せしてしまいました」


「ねえ、いま鎖が見えたんだけど」


　和樹は不安な面おも持もちで言った。鎖の先には鉄てつ輪わがつけられ、天てん井じようから下がっていたのである。


「こちらをお見せするべきでした。申し訳ありません」


　隣となりの扉を開ける。がらんとしてなにもない。


「いやそれより、さっきの部屋……」


「……あそこは、その、ご主人様がメイドへのお仕し置おきとして考えられたものでして──」


「ていうか、三角形の馬とか、鞭むちとか、鉄てつ球きゆうとかあったけど!?」


「ご安心ください。一年前から使用されておりませんので」


「さっき夕菜たちを閉じこめるって言ってたじゃないか！」


「そういうことも考こう慮りよされている、と申したまでです」


　リーラは和樹の抗こう議ぎを無む視しし、鍵を元の場所に戻もどして、さっさと上がっていった。





　今度は階段を上りづめだった。木もく製せいの段をいくつも踏ふみしめていく。面めん倒どうだったが、さっきのような暗くていかがわしい場所ではないので、ほっとした。


　テラスのようなところに出た。城の中なか程ほどにあり、外に張り出している。


　天気がよかった。眼下に見えるジャングルと青い海も、目にまぶしい。


「こちらへ」


　リーラが誘ゆう導どうした。


　テラスの片かた隅すみに、真っ黒な機き銃じゆうが置いてあった。かなり大きく、銃身が四本も上空に伸のびている。


　傍かたわらにはメイドがいた。操そう作さ要よう員いんのようである。彼女は和樹が近づくと、さっと顔を伏ふせた。


　リーラが怒おこったように命じる。


「顔を上げろ」


「はい……」


　その娘むすめは言われた通りにしたものの、伏し目がちでまともに和樹を見なかった。なんだか落ち込んでいるようであった。


「あれ、エーファじゃないか」


　要よう領りようの悪い、眼鏡めがねのメイドであった。


　なんだかかなり元気がなさそうである。はじめて会ったときから暗かったが、今はもう真っ暗だ。


　リーラが、腕うで組ぐみをして言った。


「彼女は昨日きのう、この二センチＦｌａｋ38の指し揮きを執とっていました。勤きん務む終しゆう了りよう直前、正体不明機の接近を探たん知ちしました。警けい戒かい警けい報ほうが出ていたのは確かだったのですが、確かく認にんを怠おこたるなという通つう達たつもありました。ところがエーファは、接近してきた不明機に対して、闇やみ雲くもに発はつ砲ぽうしたそうです」


「と言うと……」


「も、申し訳ございません！」


　突とつ然ぜんエーファが頭を下げた。


「知らぬこととは言え、式森様の乗機を狙ねらうとは、大変な不ふ祥しよう事じです。どうかお許しください」


「えーと、つまり、君が飛行機を？」


「は、はい……。まことに申し訳なく……」


　つまり彼女が、和樹たちの乗っていた機体を撃うって、撃げき墜ついしてしまったのである。


「メイドたるものご主人様への忠誠は絶対不ふ可か欠けつ。分かっているのか」


　リーラが、身体からだを小さくしているエーファに言い放った。


「なのに銃口を向けるとは、神をも恐おそれぬ暴ぼう虐ぎやく。運良くこうしてお会いできたからよかったものの、陸上に墜落したらどうなっていたと思うのだ」


「面めん目ぼくありません……」


「しかも式森様をお部屋にご案内するときにも、粗そ相そうがあったというではないか」


「転んだだけだったけどね」


　和樹は小声で付け加えたが、それでもエーファはしょげていた。


「仰おつしやるとおりです。どのような罰ばつでも受けます。お許しを」


　リーラは和樹の方を向いた。


「と、申しておりますが」


「うん……でも、僕たち助かったしなあ」


　墜落したのは確かだったが、こうしてぴんぴんしている。それにエーファはかなり落ち込んでいるようであった。今にも泣き出しそうな様相である。


　見ているだけで気の毒になってきた。


「……まあいいんじゃないかと」


「いけません式森様」


　リーラがたしなめるように言う。


「信しん賞しよう必ひつ罰ばつは世の習ならい。それはメイドでも同じです」


「でもどこかの会社じゃあるまいし……」


「次期主人として権けん威いをお見せになるチャンスです。なんらかのお仕置きを」


「お、お仕置き」


　いきなり処しよ罰ばつを迫せまられ、戸と惑まどう和樹。


「そうです」


「でも……どんな？」


　リーラに尋たずねた。どんな仕置きが規き定ていされているか、まったく知らないのだ。


　実はどんな答えが返ってきても、和樹はこのメイド長に投げてしまうつもりであった。この島に来て数日の自分よりも、ずっとメイドたちとのつきあいが長い。適てき切せつな処しよ断だんをするだろう。


　ところがリーラは口ごもった。


「それは……お仕置きです」


「は？」


「……その……」


　即そく断だん即そつ決けつ、何事も手早く断だん定てい型がたの彼女にしては、珍めずらしい言い方だった。


「わたしの口からはちょっと……」


　何な故ぜか頰ほおを染そめて、視し線せんをそらす。


「でもどんなことか分からないし」


「……わたしにそれを言えと、お命じになられますか」


「はあ？　命じるってさ……」


「ご希き望ぼうであれば……」


「？」


「まああれだ」


　あくびをかみ殺しながら聞いていたセレンが言った。


「リーラも女だから、言いづらいんだろ。つまり式森のでっかい×××をエーファの××××に××××で、××××しても構わねえぞってことだ」


　和樹の顔が一気に赤くなった。


　あまりにもダイレクトである。十八歳未み満まんは駄だ目め。それ以上も公こう共きようの場ではちょっとな単たん語ごだ。リーラも横を向いて、聞こえないふりをしている。


　セレンはつまらなさそうな口ぶりだった。


「お仕置きって言ったらこんなだろ。主人の特とつ権けんみてえなもんだな」


「でっ、でも、どこかのゲームじゃないんだからさ！」


「ああいうの、やったことあるんだろ」


「僕はまだ未成年だよ！」


「遠えん慮りよすんなよ。さっきの地下室にでもぶち込んでだな、三日くらい××××漬づけにすれば嬉うれし涙なみだを流すようになるぞ」


「冗じよう談だんじゃない！」


　和樹はわめいた。いきなりアブノーマルの道なんてごめんだ。そんなことしたら人じん格かくが疑うたがわれる。


　セレンはそんな叫さけびをあっさり無む視しした。


「エーファはいいんだろ」


「……はい。式森様がお望のぞみであれば……」


　うつむきながらも、はっきりうなずくエーファ。


「ほら。やり放題だ。よかったな」


「よくなーい！」


「しかし式森様」


　気を取り直したか、リーラが言った。


「なんらかの処しよ罰ばつを下していただかないと困ります。ご威い光こうに関かかわることですし、なによりエーファ自身が償つぐないを望んでいます」


「う……」


　和樹はたじろいだ。確かにそうかもしれないが、こっちは望んでいないのである。威光なんか知らないし、必要ない。
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　エーファが上うわ目め遣づかいに和樹を見た。


「や……やっぱりなし！」


　両手で目の前を振ふり払はらった。


「そんなお仕置きなんて、野や蛮ばんな風ふう習しゆうはなし。地下室に……その……なんて、やっちゃいけないことだよ、うん」


「よろしいのですか」


「いい、いい、全然いい！　問題なし！　エーファはメイドなんだから、罰で閉じこめるくらいなら、その分働いてもらったほうがいいって。そのほうが、効こう率りつも上がるよ」


　半分やけくそで言った。ここで閉じこめたら、お仕置きの役まで回ってくるのである。


　リーラは納なつ得とくした様子は見せなかったが、エーファに言った。


「聞いたか。式森様はこのように寛かん大だいな心をお見せになられた」


「はい……ありがとうございます」


「お前の処分は保ほ留りゆうとする。通常の勤務に復ふつ帰きし、いっそう精しよう進じんせよ」


「かしこまりました。二度と、式森様のお手をわずらわせることはいたしません」


「行け」


　エーファは深ふか々ぶかと腰こしを折り、小走りで去っていった。


　和樹はほっと胸をなで下ろした。


「……ちっと甘あますぎねえか。一発やるチャンスだったのに」


「セレン、下げ品ひんだぞ」


　リーラがくぎを刺さした。それから和樹に、


「お見事な処しよ断だんでした」


「え……よ、よかったの」


「はい。エーファはきついお仕置きを覚かく悟ごしておりましたが、耐たえられるかは不明でした。ここで寛大な処しよ遇ぐうをされたことで、彼女はずっと式森様に忠ちゆう誠せいを尽つくすことでしょう」


「そう？」


「人間にはプライドというものがございます。へたにきつく扱あつかってはエーファも逆さからうでしょう。全員揃そろったところでああされては『甘い』と取られてしまいますが、ここにはわたしとセレンしかおりません」


「……そういうものなんだ」


　ただ自分が逃のがれるために口にしただけである。こんな深い考えがあったわけではない。不幸中の幸いであった。


「むろん、全すべてのメイドに慈じ悲ひを与あたえる必要はございません。ミスにはきつくあたり、むしろ強制的に閨ねやを共にさせるくらいはしても構かまいません」


「でもね……」


「式森様の威い厳げんに関かかわります。その方がメイドたちも従したがうでしょう」


「いいって……」


　首を振った。他人に強く出るのは得え手てとするところではない。まして閨を共になんて、無理な相談であった。


　和樹の返事を聞いて、リーラはなにか考える風であった。


「そういうことは、好みませんか」


「うん」


「でしたらわたしが……いえ、分かりました」


　彼女は一人うなずくと、また歩き出した。





　城内に戻もどった。「次にご案内する場所は、この城の心しん臓ぞう部ぶです」とリーラは言った。


　大きな廊ろう下かを抜ぬけ、また階段を上る。住居区画とは離はなれたところまで来た。


　リーラが、かなり大きな両開きの扉とびらを開けた。


　中にいたメイドたちが、一いつ斉せいに敬けい礼れいをする。リーラはゆっくりと答とう礼れいした。


　非常に大きな室内であった。壁かべには島の地図が貼はってあり、色々な記き号ごうが書き込まれている。中央のテーブルには島の立りつ体たい模も型けいが置いてあった。


　そんな中を、ダークブルーの制服が忙いそがしげに動き回っている。インカムをつけたメイドは無む線せんに怒ど鳴なっているし、別のメイドは懸けん命めいにタイプを続けていた。


　リーラが言った。


「ここが司令部です。中隊本部は前ぜん線せんに据すえられますが、情報分ぶん析せき等はこちらでおこないます。戦せん闘とう中、ご主人様はこちらで情勢をご覧らんになることがほとんどです」


「そうなんだ。でも、僕にここを見せてもいいの？」


「もちろんです。式森様は次期主人になられるお方。むしろ全てをご覧になっていただかないと」


　余計なことを訊きいちゃったか、と和樹は思った。彼がメイドの主人になることが、確かく定てい事じ項こうのような言い方である。


　メイドが一人、紙し片へんをリーラに渡わたした。


　彼女は文ぶん面めんに目を落とした。


「式森様、偵てい察さつ班はんの報ほう告こくです。メイド服が敵内部に見られました。また無線傍ぼう受じゆ班はんによると『メイド超ちよう萌もえ。１９１９』の暗号通信があったようです」


「……なにそれ」


「メイドからの転向者が水銀旅団に加わったという意味です。やはり奴やつらは敵になるようです」


　奴らって誰だれ、と訊こうとして思いとどまった。夕菜たちのことだ。


「思った通りです。水銀旅団の手先となって式森様を奪うばい、わたしたちを皆みな殺ごろしにするつもりでしょう。魔ま王おうのような女です」


　リーラははっきりと言いきった。


　なるほど思いこみが激はげしい、と和樹は思う。手て先さきとか皆殺しとか、表現が過か激げきすぎる。自分を奮ふるい立たせているのだろうが、完かん璧ぺきなメイドが見せる人間らしいところ、とも言えた。


　彼女の横顔を盗ぬすみ見た。端たん正せいな顔立ちがときおり動き、メイドたちに指示を発している。それはまさに職務に忠実な女性の姿であり、逆に夕菜に激しい敵てき意いを抱いだいている理由が分からない。もっとも、夕菜もリーラを嫌きらっているようだから、お互たがい様ではある。


　リーラはいったんメイドへの指示をやめ、和樹に言った。


「敵は上陸を続けているようですが、集しゆう結けつに手間取っています。今ここで反はん撃げきするのも手ではありますが……」


　それ以上は言葉を発さない。仕方なく、和樹は訊いた。


「しないの？」


「わたしたちの部隊に問題があります。むろん、たとえ数すう倍ばいする敵であっても勝利を収おさめる自信はあります。水銀旅団は動員システムに欠けつ陥かんがあり、兵の質しつがいちじるしく劣おとるのです」


　和樹は水銀旅団が「マニア雑誌の読者交こう流りゆう欄らんから集められた」ことを知らないが、彼女の言葉の具合から、本当に弱いらしいということを察さつした。


「ですから絶好の好こう機きではあるのですが……当方の数があまりにも少なすぎるのです。反撃に全すべてを投入して得られる果実は大変みずみずしいものになるかもしれませんが、万が一にも失敗して財さい布ふを空にするわけにはいかないのです。戦いくさは拙せつ速そくを尊たつとぶものなのですが……」


　かすかではあるが、言げん外がいに悔くやしさがにじみ出ているようであった。和樹にはぴんとこないが、リーラには好機が手のひらからすり抜けていく様さまが見て取れるのであろう。


「援えん軍ぐんは要よう請せいしております。シンガポールには装そう甲こうメイド小隊と、メイド猟りよう兵へい三個小隊が待機しており、こちらに向かっています。それらが到とう着ちやくすれば、防ぼう備びは盤ばん石じやくのものとなるでしょう」


「こなかったら、どうなるの」


「考えたくありません」


　ため息いき混まじりにリーラは答える。もちろん指揮官の常つねとして対策は立てているはずだ。ただこの場で明かしたくないのだろう。都つ合ごうのいいことにだけ目をやり、不都合には目をつむることは、しないタイプである。


「合流した女どもがなにを思うか知りませんが──」


　彼女はゆっくりと喋しやべった。


「狙ねらいは明白です。式森様と、誓せい約やく日び」


　またも断言する。リーラが言い切るのだからそうなのだろうし、これは和樹にも想そう像ぞうがつく。


「とすると……」


「わたしたちのできることは、誓約日までにできる限りの部隊を呼び寄せ、防ぼう衛えい準じゆん備びを整ととのえることです。誓約さえなせば、連中の攻こう撃げきは意味をもたなくなります」


　それは同時に和樹はメイドの主人として、祭り上げられることであった。


「えーと、その、誓約日ってのはいつなの」


　さりげないつもりで訊きいた。本心では、誓約のことなんか考えたくもない。


「明日の夜、です」


「ええっ！」


　仰ぎよう天てんした。本当にすぐである。


「もうすぐじゃないか！」


「お許しください。あまり早く日ひ付づけを明かすと、水銀旅団に露ろ見けんする恐おそれがありました。今は疑ぎ心しん暗あん鬼きを起こさせることが必要なのです。連中は戦力を整えるまで攻撃してこないでしょう。すなわち明日一日、どのような形でも持ちこたえればいいのです」


　そうすれば式森様は、晴れてわたしたちのご主人様ですと彼女は告げた。


　和樹は心しん臓ぞうがあちこちに跳はね回るのを感じていた。明日が過ぎたらメイドの主あるじになってしまう。逆に明日までここに留とどまっていてはまずいのだ。


　逃にげ出すか、夕菜たちに期待するしかない。だが逃げるといっても、方法が思いつかなかった。城内を見て回ったが、出入り口が限られているのである。特に正面と左右の大戸を閉められては、どこにも行けなくなる。


　残るは夕菜たちだが、そっちの攻撃もあまり期待できなかった。まだもたもたしているらしいのだ。


「あのさ、水銀旅団がすぐに攻撃してくる可能性ってあるの？」


　望のぞみを込めつつ、リーラに訊く。


「まず、ないでしょう」


　わざとではないだろうが、冷たい声せい質しつだった。


「水銀旅団はよく言えば慎しん重ちよう、悪く言えば臆おく病びようです。兵は疲つかれやすく浮うかれがち。熱ねつ狂きようはあっても冷静はありません。司令部はよい紅こう茶ちやを得るのに忙いそがしく、定てい見けんというものがありません……まあ、あの数と回復力だけは底知れぬものがありますが、積極性を取り戻もどすまでには至らないでしょう。あの三人が煽あおっても、それは変わりません」


　冷静な分ぶん析せきである。和樹の心には鉛なまり色いろの雲が覆おおいかぶさった。


「それに」


　彼女は、恐おそらくは無意識のうちにだが、意い地じ悪わるげに付け加えた。


「水銀旅団は兵力過か多たゆえ、動きを自ら鈍にぶくしています。兵の統とう率そつもそうですが、深しん刻こくな問題を抱かかえつつあるのではないでしょうか」


「えーと、補ほ給きゆうとか？」


　大したことのない知ち識しきを動どう員いんして問う。人間は疲れ知らずでもなければ空くう腹ふくに耐たえられることはできない。それはメイドだろうとカメラ小こ僧ぞうだろうと変わらないことであった。


　まして近代軍ならそれに加え、弾だん薬やくやら燃料やらを欲ほしがる。旅団ともなれば、かなりの数が必要とされるはずであった。


「半分当たり、半分外はずれです。水銀旅団は趣しゆ味み性せいを大変重じゆう視しします。ですから兵士の腹と欲求を満たす物資──食しよく玩がん、カード付スナック、ミニチュアボトルキャップ付炭たん酸さん飲いん料りようなどは必ず運んでくるでしょう。弾薬燃料も後回しにされても、運ばないことは考えられません」


「それは分かったけど、じゃあなんで半分当たりなのさ」


「問題は水です」


「水？」


　和樹は聞き返した。水資源に事こと欠かかない日本で生活している身には、とっさに分からないことだ。


「この島はもともと火山島です。むろん今は死し火か山ざんなのですが、おかげでわき水に恵めぐまれていないのです。かつては井い戸どがそれなりにあったのですが、ここ数か月で埋うめてしまいました。水銀旅団はこのことを知りません」


「でも炭酸飲料は運んでいるんでしょ」


「飲む以外の用よう途とにも真ま水みずは必要です。コーラで洗せん濯たくをするわけにはいきません」


　なるほど、と和樹はうなずいた。


　彼女は机の上の模も型けい、その隅すみを指さした。


「城内と、ここにだけ井戸があります」


　密みつ林りんの端はしであった。城と水銀旅団上陸地点の、ちょうど中間点にある。


「わたしたちの管理下にあります。先ほど汲くみ上げ用のポンプを爆ばく破はし、撤てつ退たいするように命じました。これで連中はガダルカナル島の日本軍です。撮とった写真も無む駄だ。定てい着ちやく液えきを洗い流す洗せん浄じよう水すいにも事欠くことになります。こうなればわざわざ撃げき退たいする必要もなくなります。自じ壊かいを待てばよいのです。誓せい約やく後の、よき余よ興きようとなるでしょう」


　彼女は満足げに言った。





　同じころ、その水銀旅団の司令部では作戦会議が開かれていた。


　会議というが、あまりらしくないスタイルである。まず各部隊の長が集合し、挨あい拶さつ。そして最近の状態、特に新しくメーカーから発表されたパジャマについて、議ぎ論ろんを交かわすのだ。


　作戦会議とは戦争に付ふ随ずいするものというのが一いつ般ぱん的てきな見解のはずで、それ以外の議論をしても仕方がない。なのに、水銀旅団ではまずパジャマの話をしなければ始まらないらしい。まるで時じ候こうの挨拶だが、カーボン卿きようによると「昔からの美しき伝でん統とう」なのだそうだ。


　会議には夕菜たちも出席していた。紹しよう介かいされ玖里子と凜は黙だまって頭を下げたが、夕菜だけは「メイドを一人残らず倒たおすまで、この戦争は終わりません」と気き炎えんを上げ、将しよう校こうたちを引かせた。


　それでも三人は、「貴き重ちようなメイド情報を持ち寄った女性」として、それなりにだが丁てい重ちように扱あつかわれることとなった。


　司令部の天幕には、黒こく板ばんと大きなテーブルが持ち込まれていた。そこにまた大きい地図が広げられている。全員その周りに座すわっていた。


　いい加か減げんスウェーデンのメーカー製パジャマの話題も尽つきたころ、カーボン卿が立ち上がった。


「では諸君、話をはじめよう。パジャマの神は、メイドへの制せい裁さいを望のぞんでおられる」


　ぐるっと一同を見回した。


「ついにメイドたちに神の怒いかりを示すときが来た。誓約などという奴ど隷れい契けい約やくを粉ふん砕さいし、水銀旅団の力を世界に知らしめるのだ。誓約妨ぼう害がいに成功すれば、ＭＭＭへの衝しよう撃げきははかりしれず、ぬるま湯に満みちたコスチューム界への警けい告こくになるだろう。そのためにはこの戦いになんとしても勝利しなければならない。忌き憚たんなき意見が聞きたい」


　それだけ言って、座った。指揮官らしく、訓くん辞じのような発言であった。


　一人が手をあげた。


「上陸してからかなりの時間が経たちますが、いまだ我わが軍は完全に整ってはいません。どうでしょう。ここらへんで紅茶を配くばり、兵を休ませていったん様子を見るというのは」


　この意見に、何人かが賛さん意いの声をあげた。


「しかしすでに、紅茶は一人あたり二リットルを支し給きゆうし、大休止も可能な限りおこなっている。進撃に移ってもいいのではないか」


　別の男が言う。


「いや、兵に必要なのは、菓か子しと紅茶と萌もえアニメだ。休止はおこなってもウェブサイトの閲えつ覧らんはまだ許していない。ダウンロードを待ちわびるものも多いだろう」


「一日くらいネットから離はなれる日があってもいいのではないか」


「そうはいかん。兵士にとってインターネットは身体からだの一部だ。それに著ちよ作さく権けん無む視しのサイトのいくつかは、アップロードを時じ限げん式しきでおこなっている。タイミングを逃のがすと消しよう去きよされ、二度と見られない。そうなったときの士し気きの低下ははかりしれないだろう」


「そういえば、ペ×××クラブの配はい布ふはどうなっている」


「日本からは届いているのだが、翻ほん訳やくが間に合っていない。原文でしか見せられない状態だ」


「それも問題だ。兵士の間であれを楽しみにしているものは多い」


「深しん刻こくだな」


　ざわめきがまた大きくなった。


　将校たちはうーむと腕うでを組んだ。


　玖里子はなにか別の会議に出席したのかしらと思った。もちろん彼女は軍隊の作戦会議に列席した経験はないが、こうでないことくらい分かる。


　見えないようにため息をつく。隣となりの凜が、すっと寄ってきた。


（これは学校のサークルですか？）


（そんな気がするわね）


（ペ×××クラブってなんです？）


（凜は知らなくていい雑ざつ誌しよ）


（……教えてください）


（あのね……）


　凜の耳元で囁ささやく。小こ柄がらな少女は、顔を真っ赤にして、それきり沈ちん黙もくした。


　今度は参さん謀ぼう風の男が発言した。


「皆みなさんのおっしゃるとおり、水銀旅団は手て厚あつい福ふく利り厚こう生せいを与あたえることを信しん条じようとしています。ここで手を抜ぬくことは、今後の募ぼ兵へいにも影えい響きようするでしょう」


　ちょっとくらい手を抜いた方が、気合いが入るんじゃないかしらと玖里子は思うが、皆神しん妙みような表情でうなずいていた。


「現在我が軍はメイド島に上陸しており、これだけでも偉い大だいな勝利といえます。このまま風景の撮さつ影えいをして帰っても、世間は負けたと罵ののしったりはしないでしょう」


　いや負けたと罵るわね、とつぶやく。


「ですが、さすがに一戦も交えないのはまずいでしょう」


　グーキーという中隊長が、まともなことを言った。


「戦せん闘とう準備に時間がかかるのは致いたし方ありませんが、戦いは常に考こう慮りよすべきです」


　ごく少数ではあるが、この台詞せりふに賛さん同どうするものも出る。


「注目すべき意見だ」


　カーボン卿きようは、皆に聞こえるように言った。さすが司令官だけあって、ここに来たのは戦いくさのためだと分かっている。


「そのための方ほう策さくこそが必要なのだ。後ろ向きなことばかりではなく、前向きな作戦を検討しようではないか」


　全員押おし黙だまる。振ふり出しに戻もどった。


　玖里子が控ひかえめにだが、手をあげた。


「あのー、いいかしら」


「どうぞ」


「情報ってほどのことじゃないけど、あたしたちが城から出るとき、まだメイドは陣じん地ち構こう築ちくの最中だったわ」


「ほう、興味深い指し摘てきですな。防ぼう備びが整っていないと」


「ええ」


　何人かが、興味深げに玖里子を見る。むろん彼女が女性だからであり、メイド服を着ているからだ。兵たちと違ちがい「まずは写真を一枚」にならないのは、それなりに理り性せいを持った人たちだからである。


「攻こう勢げきに出るのも手だとは思うわよ」


「ふむ。なにか策はありますかな」


　玖里子は地図を眺ながめた。描えがかれているのは一目でこの島だと分かった。岬みさきのところには赤で印がしてあり、周辺にはＮＡＴＯ式の兵科マークが書き込まれている。


　カーボン卿が説明した。


「この島は、かつてオランダ貴き族ぞくが所有してまして、そのとき岬に城を建てたのです。周囲は崖がけになってまして、海岸沿ぞいに攻せめ入るのは不可能。進しん撃げき方向は限定されております。当然、メイドたちもそこに陣地を築いておるわけです」


「ふーん。どれどれ」


　玖里子が首を伸のばし、指で岬周辺をなぞる。


「メイドはたった一個中隊で戦線を張っているわけよね。まるで末まつ期きの東とう部ぶ戦せん線せんみたい。攻撃はしたことあるんでしょ」


「昨さく晩ばんは威い力りよく偵てい察さつでした」


「相手は兵力不足だと思うんだけど、うまくいかなかったみたいね」


「……実は」


　カーボン卿は苦しげにうなずいた。


「メイドはよく訓練されており、地形にも習しゆう熟じゆくしております。また死を恐おそれず、あたかも悪あつ鬼きのように戦います。そうなるといくら栄えい光こうある水銀旅団兵とはいえ、苦戦してしまうのです」


　悔くやしいがどうにもならない、と言いたげだった。


「また、戦い方の違いもあります。我わが方は礼れい儀ぎとして、メイドの捕ほ虜りよには最大限の敬けい意いを払はらい『写真をお願いします』と声をかけ、それから撮さつ影えい会かいに入ります。ところがメイドどもは卑ひ劣れつにも、そのすきを狙ねらって反撃してくるのです。数限りなく煮にえ湯ゆを飲まされました」


「しょうがないわね……交戦規き則そくを変える気はないんでしょ？」


「もちろんです。カメラ小こ僧ぞうは礼儀正しいことで知られています。ここでその評判を貶おとしめるわけにはいきません」


　変わったこだわりであった。


「んー、平ひら押おしじゃあきついわねえ。だいたい、戦力差はどれくらいと認識すればいいの」


「現在のところ、兵数差は四対一で我が方が有利です。ですが戦力となると、メイド一人を倒たおすのに水銀旅団兵は六人必要です」


　なんでそんなにあるのよ、と喋しやべりかけて玖里子は黙だまった。さっきの戦い方やあの兵員では、それだけ差は開くだろう。


「それじゃまともに戦ったら負けちゃうわね。確かに増ぞう援えん待ちかも……」


　玖里子は天てん井じようを仰あおいだ。


「でもやっぱり、攻こう撃げきは意味のあることだと思います」


　夕菜が言った。ここの出席者で唯ゆい一いつ、目にアグレッシブな光をたたえている。


「メイドたちの防ぼう備びは整っていません。今こそが天のくれたチャンス。全部隊を投入して叩たたきつぶすんです」


「しかし、それで敗北したらどうするのです」


　カーボン卿きようは、偶ぐう然ぜんにもリーラと同じ悩なやみを口にした。


「我が軍が壊かい滅めつしてしまっては、おしまいだ」


「敗北主義は禁きん物もつです。敢かん闘とう精せい神しんさえあれば、必ずやメイドを粉ふん砕さいできます。なにより、誓せい約やくを実行されたら困るんです」


　夕菜のそれは大いに個人的なことであったが、こればかりはカーボン卿も同意見のようであった。


「それはそうです。誓約日さえ特定できれば、多少のギャンブルも許きよ容ようできますが……不明な以上、増援を得てから攻撃した方が……」


「駄だ目めです！　遅おそかったらパーです！」


「しかし……」


「攻撃です！　攻撃！」


　嚙かみつかんばかりの夕菜。カーボン卿だけではなく、将校全員がたじろいでいた。


（夕菜さん、怖こわいくらいですね）


　ぼそぼそと、凜が言う。


（まあ、男がらみだからね。凜もいずれああなるかもよ）


（……男には、特に式森には興味ありません）


　むっとしたような口調。玖里子は苦く笑しようすると、夕菜のメイド服を引っ張った。


「座すわりなさいよ。カーボンさんの言うとおり、誓約日が分かんないんだから、博ばく打ちはすべきじゃないでしょう」


「呑のん気きに構かまえてられないんです！　リーラなんかに和樹さんを取られるわけには……」


　夕菜はなにを思い出したか、頭に血を上らせていた。


「はいはい、落ち着いて。それで、肝かん心じんの増援はいつごろ到とう着ちやくするの」


　玖里子はカーボンに質問した。


「明後日あさつてには第一陣じんが。その次の日にも到着します。我が軍の精せい鋭えいがやってきます」


「まだ来てないんだから、精鋭かどうかは置いておくけど……それだけ早いのなら、ますます待った方がいいかもね」


　とつぶやく。


「さらに補給品で一つ問題が出ているのです。真水の量が不足しています」


「あら。この島にも井い戸どくらいあるんじゃない？」


「それが我々の手に入れた地図が古くなってしまったらしく、ことごとく使えないのです。このままでは、食料の調理や紅茶、機械の洗せん浄じように影えい響きようが出ます」


「大変ね。早く確保しないと」


「ここの井戸は使用可能らしいのですが」


　カーボン卿が地図の一点を示した。


「やっかいなことにメイドの戦線のすぐ手前です」


　玖里子は間かん髪はつ入れずに言った。


「部隊を送った方がいいわよ。いくら準備中でも、少しくらいは引き抜ぬけるでしょう？」


「できます。ただ混こん成せいになりますので、隊長にベテランを任にん命めいしませんと……」


「はい！　わたしにやらせてください」


　夕菜が勢いよく手を挙げた。


「夕菜ちゃんが？」


「少しでもメイドと戦います。損そん害がいを与あたえるんです！」


「……ま、敵てき陣じんに浸しん透とうするんだから、アグレッシブな方がいいかも」


　それから小声で、


「凜、ついていってあげて」


「わ、私もですか」


「夕菜ちゃんだけじゃ暴走するでしょ。歯止めよ」


「……はあ」


　不ふ承しよう不ぶ承しようだが、凜は承しよう諾だくした。


　なおも夕菜は「たとえ少なくてもメイドはメイド。あの世に旅立たせてやります」と叫さけぶ。その熱意に、ついカーボン卿も納なつ得とくさせられてしまったようであった。


「……そうですな。そこまでおっしゃるのなら。では宮間さん、指揮を執とっていただけますか」


「任せてください。これをメイド殺さつ戮りくの序章にしてみせます！」


　彼女は拳こぶしを握にぎりしめ、吼ほえた。あたかも、天幕を破やぶかんばかりの勢いであった。




　第五章










　太陽が傾かたむきつつあった。和樹にとってはこの島に来て二度目の夜である。


　すでに夕食もすんだ。今度も美び味みだったが、心の中の焦あせりを晴らす役にはたたなかった。


　明日は誓せい約やく日びなのである。すなわちメイドの主人となる日だ。へたをすると、今日が高校生最後の夜なのかもしれないのである。焦るはずであった。


　リーラによると、誓約の儀ぎ式しきは夕ゆう刻こくから始まるらしい。それまでにどうにかして逃のがれなければならない。


　でも、どうやって？　城内を見て回ったが、逃にげる方法などさっぱり思いつかなかった。でも考え続けるしかない。


　そんなことをしていたら、扉とびらが開いた。


「失礼します。食器を下げにまいりました」


　リーラであった。彼女は「ノックをしましたがご返事がなかったので」と言っていた。そういえば、なにか音がしていた。


　テーブルの上に広げられた食器を手早く片づけた。手て際ぎわがいいが、やや荒あらい気がする。給きゆう仕じをすると申し出た彼女を、和樹が頑がんとして断ことわったせいだろう。


　それにしてもいつ休んでいるのか、まったく彼女は疲つかれ知らずのメイドであった。


　とかくリーラは忙いそがしい。前線に出て陣じん地ち構こう築ちくの監かん督とくをし、城内では司令部で全ぜん体たい把は握あくをしつつ指示を飛ばしている。その上和樹の世話までしているのである。


　こんな女性なら、なにも僕になんか仕えなくても、いくらでもいい雇やとい主ぬしがいるはずなのに、と思ってしまう。


「なんでしょう」


　視し線せんに気づいたか、リーラが顔を上げる。


「ごめん、なんでもない」


　急いで返事をした。


　彼女は食器を載のせたカートを廊ろう下かに出した。別のメイドがそれを押おし、厨ちゆう房ぼうへと運んでいった。


「式森様、明日は誓約日です」


　テーブルの汚よごれを拭ふきながら、彼女が言う。


「わたしたちはこれで、正式に式森様のメイドになることができます。警けい戒かい中ちゆうゆえ簡かん素そな式になってしまいますが、お許しください」


「いや、いいよ」


　ついでに式がなくなればもっといい。


　リーラがじっと和樹を眺ながめた。心の言葉を察さつしたような視線を浴あびせる。


　彼女はふきんを畳たたみ、ポケットにしまった。


「──今こん晩ばんは、客人としての最後の夜です。なにかご用はありますか」


「な、ないよ。すぐ寝ねちゃうつもり」


「そう、ですか」


　静かに近寄ってくる。


「なにかためらっているように見られます」


「いや、そんなことない……ははは」


　乾かわいた笑い声をあげた。もちろんためらいだらけです。逃げる気満まん々まんです、とは言えない。


「確かに、今のご主人様にせよわたしたちにせよ、式森様を後こう継けいと定さだめた方法に強ごう引いんなところがありました。お詫わびいたします」


　頭を下げる。こういう日本的な風習も、彼女は実に優ゆう雅がにこなす。


「ですが、これも根こん拠きよあってのことです。ご主人様が東京支部からの報ほう告こく書しよを読んだときのことですが、頭にひらめくものがあったそうです」


「ひらめき？」


「はい。女性に縁えんがあるにもかかわらず、苦にが手てとしているところ。周囲に流されてるようで、己おのれを保ほ持じしているところ。目立たないようで、事じ態たいの中心にいるところ……ご主人様は、昔の自分の生き写うつしだと思ったそうです」


「そう……なの」


「ご主人様はお父上からメイドを受け継ついだのですが、やはり式森様のように、拒きよ絶ぜつしたようです。一家の跡あと取とりとして当然なのですが、自分の意志によらぬ取り決めに、反はん抗こうしていたのでしょう」


　それだけ聞くと、確かに似にていた。和樹も自分の意志でメイドと誓せい約やくを結ぶわけではない。もっとも、父親から継ぐわけでもないのだが。


「ご主人様もはじめての誓約をされる寸前──わたしはおりませんでしたが──非ひ常じように煮にえ切らないところがあったと聞いています。ですが、いざ式に臨のぞむと、それはもう堂どう々どうとした態たい度どをとられ、一同感かん服ぷくしたそうです」


「というと、僕も明日……」


「はい。立りつ派ぱなご主人様になられることでしょう」


　リーラは言った。


　なるほど、と思わないでもないが、馴な染じんだら馴染んだで問題なのである。夕菜たちと日本を捨てることになってしまう。年を取ったらあんな爺じじいになるのも嫌いやだ。


　和樹は引きつりながら否定した。


「いやーでも、やっぱり僕って引っ込み思じ案あんだから、誓約はうまくいかないんじゃないかと」


「そんなことはありません。今のご主人様も、あることでご立派になられました」


「立派にならなくても特に……」


「気持ちを吹ふっ切ることです。欲望を解放するなどして」


「欲望って……なに？」


「例えば、式森様はわたしを、女としてどう思っておられるのですか？」


「え──」


　疑ぎ問もんの声を発する前に、和樹の身体からだは宙を舞まっていた。


　くるっと回って落ちる。気がついたら絨じゆう毯たんに両手をついていた。リーラに足をかけられたのだ。四つん這ばいの格かつ好こうになっている。


　そして自分の真ま下したには、そのリーラがいた。


　彼女は和樹の首に、両手を回した。


「式森様」


　ぐぐっと、顔を引き寄よせられる。


「は……はい」


「わたしは……いえ、わたしたちメイド一同は、式森様が次期主人になることに、この上もない喜びを感じております」


「そ、そうですか……」


「ですが、まだ主人としての顔になられていない。とても悲しいことだと思います」


「いや別に、僕は悲しくは……」


「式森様はメイドに対たい等とうな態たい度どをとられます。あるいはご自分から低い位置で話をされる。よいことではありますが、それは主人としての姿し勢せいではありません」


　やや怒おこったような話ぶりであった。美うつくしい眉まゆが、きゅっと上がる。


「エーファの時もそうです。あそこではまだしも、全すべてにああいう姿勢でいられてはいけません。ご主人様はわたしたちを従したがえる存在なのです。上の立場に立たなければなりません。若き日のご主人様と、式森様に欠けているのはそれなのです」


「い、いやでも、僕、メイドの主人になる気は……それに高校生だよ!?」


　あたふたと言う。リーラの手から逃のがれようとしたが、意外と力が強く、外はずれない。


「年は関係ありません。こういうことは決けつ断だん力りよくです。こうなると思い込めば、なるのです」


「じゃあちょっと……無理かな」


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんなら、人じん後ごに落ちない自じ覚かくがあった。


「いけません。式森様にはご主人様になっていただくのです」


「嫌いやだって……」


「わたしをものにしてください」


「ものにして……は!?」


　つい大声を上げた。ものにするとは、つまりあれか。あれなのだろうか。口にするのもはばかられる──というか、男としては興きよう味みあるものの、やっぱり気き恥はずかしいあれ。


　いや、なにかの冗じよう談だんだ。冗談であって欲ほしい。あってくれると嬉うれしい。


　しかしリーラの顔は、真しん剣けんそのものであった。


「強ごう引いんで構かまいません。わたしを奪うばっていただければ、きっとご主人様としての風ふう格かくが身につきます。今のご主人様も、このようにして迷まよいを断ち切られました」


「え……いや、だって」


「ここなら音も外には漏もれません。抵てい抗こうはしませんので。そちらの方がよろしければ……そうしますが」


「そうじゃなくって……僕はまだ……こういうことは……」


「わたしが上になりましょうか？」


　真ま顔がおで言われてしまった。


　上とか下とか、あまり聞かないが横とかの問題じゃないのである。こういうことは経けい験けんが必要で、和樹にはそれがゼロなのだ。だったら己おのれはマグロとなり、相手方に全すべてをお願いするのも手で、今はまさにそういう状じよう況きようではあるが、やっぱり困こまるのだ。彼とて健康な男子ではあるが、時と場所と相手にはこだわりたい。南方の孤こ島とうでメイドでベッドではなく床ゆかは違ちがう。


　しかしリーラは和樹の顔を近づけさせ、自分は瞼まぶたを薄うすく閉とじたりしている。腕うでは和樹の右手を取り、ふくよかな胸むねに導みちびこうとしていた。


（ひえ……）


　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいになったその時。


　ぴーぴーぴーぴーぴー。


　放送禁止用語の消しみたいな音がした。リーラの腕うで時ど計けいが赤く点てん滅めつしている。


　彼女は気き勢せいをそがれたか、うんざりとした息を吐つくと、竜りゆう頭ずに触ふれて音を止めた。


「残念ながら、呼び出しです。なにかあったようです」


「ううん、僕は残念じゃないよ」


「司令室に行かなければなりません。今夜は詰つめなければならないようです」


「あ、そうなんだ。じゃあいってらっしゃい」


　喜んで上からどく。


　リーラは不満げな表情ではあったものの、すぐにメイドの長へと戻もどった。さすがにプロであった。


「式森様、疲つかれの残らぬよう、今夜はゆっくりとおやすみください──昼ひる頃ごろにまた、うかがいます」


　そう言い残して、彼女は出ていった。


　和樹は心の底からほっとした。そしてよりいっそう、ここから逃にげなければの念を強くさせた。





　リーラは走りながら服の乱みだれを直すと、ひと呼こ吸きゆうして司令室の扉とびらを開けた。


　内部はいつにもまして騒さわがしかった。甲かん高だかい声と書類が飛び交かっている。


　メイドが一人やってきて、早口でリーラに告げた。


「──失敗した？」


　その言葉を聞き、ついリーラは聞き返した。


「はい。ゲルダ少尉パーラーメイドの報ほう告こくです。井い戸どとポンプに仕し掛かけた爆ばく薬やくの炸さく裂れつは確かく認にんしたのですが、破は壊かいしきれなかったとのことです。現状では継けい続ぞく使し用ようできる可能性があります」


　メイドが手元の文書を読みながら説明した。彼女は破壊工作の失敗を、リーラに告げていた。


　兵力の少ないメイドたちは、防ぼう御ぎよ側がわの常つねとして、水銀旅団に渡わたる可能性のある施し設せつを全て爆破している。焦しよう土ど戦せん術じゆつとまではいかないまでも、相手が喜ぶものを残してやる義ぎ理りはないのだ。島内で唯ゆい一いつ利用可能な井戸も当然爆ばく破は対たい象しようだったのだが、うまくいかなかったのである。


「優ゆう先せん破壊対象だぞ。水銀旅団を利してどうする」


「ゲルダ少尉パーラーメイドは再度の爆破を申しん請せいしておりますが」


「駄だ目めだ。メイド工兵小隊にはやることがいくらでもある。陣じん地ち構築すらろくに終わっていないのだ」


「では放ほう置ちいたしますか」


　リーラはしばし黙もつ考こうした。


　放置するわけにはいかない。水銀旅団は水不足だ。もともと紅こう茶ちやの消しよう費ひ量りようが異様に多いので、真水の確保は重要なのである。だから現在の状態はこちらにとって好こう都つ合ごうで、自じ壊かいを待っていられる。


　だが、部隊を派は遣けんして危険にさらすこともしたくなかった。今どのような人材でも失うわけにはいかないのである。


「水銀旅団の動きはどうなっている？」


「いまだありません。数だけは多いのですが、例によってトレーディングカードの交こう換かん会、臨りん時じオフ会の開かい催さいに忙いそがしいようです」


「……よし。一個分隊を派遣する。第一メイド猟りよう兵へい小隊に連れん絡らくしろ」


「はっ」


「あの……」


　リーラは声のする方を振ふり向いた。


　眼鏡めがねのメイド、エーファがいた。


「リーラ様、その任にん務む、わたくしにお与あたえください」


「なに」


　彼女は眉まゆをひそめた。


「なにを言ってる。ネリーの小隊から分隊を出させる。お前は待機していろ」


「どうかわたくしにやらせてください」


「エーファ」


「お願いします！」


　リーラはふざけるなと一いつ喝かつしようとした。


　が、エーファの目を見て思いとどまった。予想以上に、真しん剣けんだったのである。


「対たい空くう防ぼう衛えいはございませんので、わたくしは二種待機です。前線の部隊に任にん務むを与えられるよりも、城内のものをお使いください」


　リーラは腕うでを組んだ。


　彼女の言うとおり、配はい置ちについている部隊から派遣するよりも、城から出した方が楽なのは確かであった。


「……駄目だ。大部隊を割さけん以上、少数による破は壊かい工作にならざるを得ない。危険がともなう」


「それでも、わたくしは志し願がんいたします」


「いい加減にしろ！　エーファ二等兵キツチンメイド、お前に出来るような任務ではない」


「いいえ、わたくしに、ぜひ！　その……ドジで間ま抜ぬけなメイドで、かろうじて式森様に罪を許された身です。どうかきちんとした償つぐないの場所を、お与えください」


　土ど下げ座ざしそうな勢いきおいであった。


　リーラは彼女を戦せん闘とう勤きん務むから外はずし、城内での家か事じに専せん念ねんさせた。和樹の乗機を撃げき墜ついしてしまったことでエーファは動どう揺ようしており、精神的な影えい響きようを考こう慮りよしたのである。おかげで割れる皿の数が一・五倍に増えたが、戦闘での損そん害がい上じよう昇しようよりはマシであった。


　だから、ここでの志願は予想外のことであった。和樹の恩おん恵けいが身に染しみすぎたようである。


「…………」


「どうか、お願いします」


　再度懇こん願がんするエーファ。目は伏ふせがちであるが、唇くちびるは引き締しまっていて、本気であることをうかがわせた。


「あたしも一いつ緒しよについていこうか」


　助け船を出したのはセレンであった。


「あたしの小隊から何人か出す。エーファを支し援えんすればいいんだろ」


「セレン、お前の小隊は貴き重ちような予備だぞ」


　彼女の捜そう索さくメイド小隊は装そう甲こうメイド小隊と並び、中隊の虎とらの子であった。リーラとしては、無む駄だ遣づかいをしたくない。


「すぐ行って、帰ってくるよ。陣地構築に加わってない奴やつらでやる」


　任せな、という顔であった。


　それがうぬぼれでないことはリーラも理解している。メイドアフリカ軍団ＭＡＫで一級鉄メイド十字章を得ることは、伊だ達てや酔すい狂きようではできない。


「……分かった。許可する。ただし、やるからには確実に爆ばく破はをしてこい」


「りょーかい。いくぞ、エーファ」


「はい……リーラ様、ありがとうございます」


　礼はいらん、とリーラは言った。


　だからエーファはなにも言わず、かかとを揃そろえ、敬けい礼れいだけをした。





　外はすでに暗い。昼間鳴ないていた鳥も今はなく、不ぶ気き味みなくらい静まりかえっている。太平洋の名もない島にも、帳とばりは平びよう等どうに下りるのであった。


　その中を、水銀旅団兵は、粛しゆく々しゆくと進んでいた。


　夕菜が部隊の先頭に立ち、草をかき分けていた。その後ろには凜。あとは水銀旅団の兵士が二十人ほど続いている。井い戸どの確かく保ほのため、集められたものたちであった。


「目的は井戸を奪だつ取しゆし、後こう続ぞくが到とう着ちやくするまで確保、十分な飲料水を得ることにあります」


　出しゆつ撃げき前、夕菜は全員に告げた。


「ただし、メイドとの遭そう遇ぐうも十分に考えられます。その場合は奴らへの攻こう撃げきを優ゆう先せん、壊かい滅めつさせるのです」


　むしろそっちの方が重要だ、と言いたげであった。


「メイドどもに打撃を与あたえるチャンスです。ここで水銀旅団の強さを示し、和樹さん奪回の足がかりとするのです。分かりましたね」


「はい」とも「へーい」ともつかない返事が上がり、部隊は出発した。


　水銀旅団兵は全員、第三風ふ呂ろ覗のぞき中隊からの選せん抜ばつである。「何年も前から女風呂を覗き続け、一度も捕つかまったことのない精せい鋭えい」であった。


　彼らは暗あん緑りよく系けいの迷めい彩さい服ふくを着ちやく用ようし、暗あん視しゴーグルを装備していた。顔面のペイントも怠おこたりない。マニアだけあって、このあたりは抜ぬかりがなかった。


　無む言ごんで闇やみの中を歩いていく。水銀旅団兵はコミュニケーション能力がなく、凜は元々無口、そして夕菜はメイドに対する怒いかりを溜ため込こんでいるため、それぞれ言葉を発さなかった。


　やや開けたところに出た。


　夕菜が姿勢を低くするよう合図をした。慎しん重ちような足取りとなる。


　周囲には爆ばく発はつしてバラバラになった機き械かい部ぶ品ひんや、コンクリートの破は片へんが散さん乱らんしていた。地面や樹じゆ木もくにも焦こげ跡あとがある。


　それらの中心に井戸があった。


「まだ使えるようですね」


　夕菜は近づこうとした。


「待ってください」


　後ろから凜の声が飛ぶ。


　彼女は右手で、しきりと井戸の横をさしていた。


　目を凝こらすと、人ひと影かげのようなものがうかがえた。ごそごそ動いている。


「ちょっと貸してください」


　兵の一人から暗視ゴーグルを受け取り、覗く。今度ははっきりと、処しよ理り画が面めんに白い影が浮うかび上がった。


　メイドであった。


　人数はそう多くはない。井戸とポンプになにかを取り付けている。形からして、どうやら爆薬のようだ。


　夕菜は暗視ゴーグルを外した。


「ここを破は壊かいするみたいです。わたしたちに水を使わせない気ですね。なんて卑ひ劣れつな」


「引き返しますか」


　凜が尋たずねる。


「あり得ません。鉄てつ槌ついを下す好こう機きです」


　水銀旅団兵に指示を飛ばす。兵たちは慎しん重ちように散さん開かいした。


「凜さんも日本刀の準じゆん備びを」


「は……」


「まだオードブルの段だん階かいですが、メイドを驚おどろかせてやります」


　夕菜は闇やみ夜よでも分かるくらいはっきりと、ほくそ笑えんだ。


「たっぷりと鉛なまり弾だまを食くらわせてやるんですから。全員戦せん闘とう用意」


　彼女は小声だが、明めい確かくな指示を下した。





　爆薬を仕し掛かけるのは、セレンの部下の役やく目めだった。


　井い戸どの内ない壁へきとポンプにしっかりと固定し、デトコードを結びつける。そこから二本の点火コードを延のばした。


　全部で六人しかいない。うち四人が作業をして、セレンとエーファが警けい戒かいにあたる。


　エーファはここにくるまで、ずっとしんがりをつとめていた。今も重そうなサブマシンガンを抱かかえながら、警戒を続けている。緊きん張ちよう感かんが見られ、今のところなんの問題もなかった。


　セレンも周囲を注意しつつ、コードが起き爆ばく装そう置ちに繫つなげられるのを確かく認にんしていた。


「まだか？」


「……終わりました」


　メイドの一人が親指を立てた。


「よし。エーファ、行くよ」


「はい……きゃっ」


　重いサブマシンガンを抱えていたせいか、足をもつれさせた。


「なにやってんだよ」


　感心した途と端たんこれだ、とセレンは思った。


　眼鏡めがねのメイドは尻しり餅もちをついたままだった。起こそうと手を伸のばす。


　摑つかまなかった。闇やみ夜よをずっと見つめていた。


「足、くじいたか」


「違ちがいます……」


　彼女は繁しげみの奥おくを指さした。


「あそこ！」


　同時に向こうの繁みからも叫さけび声がした。それを合あい図ずに銃声と銃じゆう弾だんが飛んでくる。


　セレンは寸すん前ぜんで伏ふせた。弾たまが風を切る音が、あちこちから聞こえてくる。


　あたりはあっという間に、水銀旅団兵の銃弾で埋うめ尽つくされた。


「くっ、あいつらとぶつかっちまったか」


　セレンは口の中で罵ののしる。


　兵力は分からないが、射しや撃げき音おんを聞いているとこっちより多そうだ。かなり不ふ利りだった。


　悲ひ鳴めいと共に、爆薬を設せつ置ちしていたメイドが倒たおれた。起爆装置を落とす。


「ゲンドゥラ！」


「かすり傷きずです！」


　彼女を別のメイドが引きずって、物もの陰かげに隠かくす。セレンはサブマシンガンの引き金を引いた。


「メイドを倒せ！」


　また女の声。式森といた、髪かみを結むすんだ娘むすめだ。ソ連製せいのサブマシンガンを乱射し、突つっ込んでくる。他ほかにも水銀旅団兵が何人もいた。


「退たい却きやくだ！」


　部下に怒ど鳴なる。もう爆破どころではない。密みつ林りんに逃にげ込むよう、手で合あい図ず。自分も匍ほ匐ふくで後退する。


「エーファ、逃げろ！」


　まだ転んだままだ。這はいつくばって撃うっている。向こうの射撃は当たらないが、彼女も当てられない。


「こっちだ、早く！」


　援えん護ご射撃をしながら叫ぶ。敵の銃撃がいったん弱まった。エーファが立ち上がる。


　だがこっちに来ない。起爆装置に向かって走る。


「馬ば鹿か、ほっとけ！」


　無む視しされた。転がるようにして飛びついている。


　エーファが息を吸すって、ボタンを押おす。思わず目をつむった。──が、爆発しない。


　コードが切れている。彼女は慌あわてなんとか繫つなごうとしていた。その周囲を、銃弾が飛び交かった。


「……ロヴェルティーネ！」


「はい！」


「全員連れて撤てつ退たいしろ！」


「どうなさるつもりです!?」


「訊きくな！」


　セレンは駆かけた。エーファのところに滑すべり込むと、襟えり首くびを摑んで起き爆ばく装そう置ちごと引っ張る。なるべく遠くまで。


「セレン中尉ハウスメイド、なにもあなたまで……」


「阿あ呆ほう、あたしは面めん倒どう見るって言ったんだ！」


　切れたコードをひったくる。皮ひ膜まくを歯で嚙かみ千ち切ぎり、銅どう線せんを剝むき出しにした。強ごう引いんによじり合わせる。今度こそ繫げた。


　エーファの顔を見た。


「やるよ。どうなっても恨うらみっこなしだ」


「……はい！」


　スイッチを押した。


　密林に爆発音が響ひびいた。





　爆風をもろに受け、夕菜は転てん倒とうした。


　頭を振ふりながら起きあがる。深しん刻こくな傷きずは負わなかった。メイドの決けつ死しの反はん撃げきに一度後退をしており、それが幸さいわいした。


　爆発を最後に、メイドの攻こう撃げきはなくなっていた。


　慎しん重ちように井い戸どまで近づいた。


　井戸とポンプは爆発で使用不能になっていた。どれも熱であぶられた飴あめのようにねじ曲がっている。ひとめで水の汲くみ上げができないことが理解できた。


「してやられましたか」


　夕菜は呪のろいの言葉を吐はいた。


　メイドの姿もなかった。退却したのだろう。戦せん闘とうの危険もなくなったので、ライトをつけ、あたりを捜そう索さくする。


　スクラップ以外、めぼしいものはなかった。


「夕菜さん、こっちを」


　凜が呼んだ。


　彼女の足元にメイドが倒たおれていた。怪け我がはないようだが、爆風で気を失っている。


「一人だけですか」


「ええ」


「城にいた眼鏡めがねのメイドですね。生きてますよね」


「もちろんです」


　夕菜は無言でサブマシンガンの銃じゆう口こうを向けた。凜が慌あわてて叫さけぶ。


「夕菜さん、それはまずいです！」


「始し末まつしてもバレません！」


　当然だとばかりに叫んだ。


　そんな彼女を凜が必死になって止める。翻ほん意いするように繰くり返され、しぶしぶ撃うつのをあきらめる。


　代かわりに、何人かの兵士にメイドを運ぶよう命令する。


「ここでの始末はあきらめます。でもこの女には、聞きたいことがたくさんあるんですから」


　彼女は引き上げを命令した。





　派は遣けんした部隊からの報告を、リーラは司令室で受けとった。


「井戸の爆ばく破はは成功しました。使用不可能です」


「よくやった」


　小さくうなずく。二度手間になったものの、満足のいく結果であった。


　だがそれも、続いての報しらせにかき消されることになる。


「……行方ゆくえ不明だと!?　セレンもエーファもか!?」


「残念ながら……。爆発のため、二人のことは確かく認にんできなかったとのことです」


「……くっ」


　ぎりっと歯の鳴る音がした。目の前のメイドを怒ど鳴なりつけ、書類を投げ捨てたい心しん境きようであったが、部隊長としての自じ制せい心しんが歯止めをかけた。


　そもそも出しゆつ撃げき許可を出したのは彼女なのだ。責せめを負おうべきは自分自身であった。


「ロヴェルティーネ軍曹ナースメイドが、夜間捜そう索さくを願い出ていますが」


「……却きやつ下かしろ。これ以上兵員に損そん害がいを出すわけにはいかん」


「……よろしいのですか？」


「わたしは一度しか命令をしない」


「……了りよう解かいしました」


　リーラは椅い子すに座すわった。木材がきしみをあげた。


「……二人が、あるいは一人が、捕ほ虜りよになった可能性はあるか」


　訊きかれたメイドは、訝いぶかしげに思いながらも答える。


「それは……あります。行方不明という言葉の中には、当然捕虜も含ふくまれます」


「確かに。当然だな。……前線に警報を出せ」


「は？」


　警報を発令するのは、敵が攻こう撃げきする恐おそれありということである。だが水銀旅団はいまだ集結中で、攻撃の気け配はいを見せていないのだ。


「あらゆる可能性を考こう慮りよする。井い戸どの破は壊かいで、逆に手が抜ぬけなくなったということだ」


　リーラは忌いま々いましげに、そう告げた。





　帰き還かんした夕菜は、むっとした表情のままだった。


　井戸を破壊された上に、メイドの大たい半はんを逃にがしたのである。腹立たしいのも当然であった。


　それでも若じやつ干かんの成果はある。彼女は玖里子に報しらせ、一いつ緒しよに来てくれと言う。カーボン卿きようから借り受けた天幕を開けた。


　中にはぐったりしたメイドがパイプ椅子に座らされていた。髪かみこそカチューシャでまとめられているが、服は汚よごれ、所々破れている。


　捕虜となった眼鏡めがねのメイドであった。


　夕菜はふんと鼻を鳴らした。


「エーファ、ですね」


　彼女の前に立った。


「メイドも落ちたものですね。こうも簡単に捕つかまるとは」


「…………」


　エーファは無言だった。ただ、眼鏡の奥おくから、きっとした目つきでにらんでいる。


「いつの間にやら気が強くなったようですが、そんなの無む駄だです」


　夕菜は木製のテーブルの上に腰こしかけた。


「さあ、聞かせてもらいましょう」


「……なにをです」


「誓せい約やく日び」


　夕菜は言った。


「この島の誓約日です。いつですか」


　和樹がメイドの主人となってしまう日である。なんとしても妨ぼう害がいしなければならないのであった。


　エーファはそっぽを向いた。


「……知りません」


「噓うそつかないでください。あなたは城内での家事も担たん当とうしていました。むろん知っているはずです」


「知っていても、言いません」


「わたしには知る権利があるんです」


　眼鏡の向こうの瞳ひとみが、訝しげな色になった。


「わたしは和樹さんの奥さんなんですから」


　夕菜は胸に手を当てた。だがエーファは、まるで聞く耳を持っていない。


「……また、噓を」


「なんで噓なんですか！」


「噓に決まってます。あるいはそう思い込んでいるだけです。城では、式森様は東京で、下げ劣れつで破は廉れん恥ちで貪どん欲よくな淫いん獣じゆうによって食い物にされていたと噂うわさになっています。その名前は宮間夕菜」


「だっ……誰だれが淫獣ですか！」


　夕菜は髪の毛を逆立てて怒ど鳴なった。


「式森様は、毎晩淫獣によって身も凍こおるような目に遭あわされ、すっかり女性不信になったそうです。私たちはリーラ様に、式森様のトラウマを解といていただこうとしたくらいです」


「どっ、どんなことです!?」


「式森様が、男性になられるようなことです」


「なんですかなんですか！」


　それ以上答えず、エーファはふふんと笑った。


　夕菜の頭に血が上った。


　怒いかりのまま、天幕の外の兵になにやら命じる。やがて、ガラスの器うつわが手て渡わたされた。


　銀色の液えき体たいの入ったビーカーを、夕菜はエーファに見せた。


「これがなんだか、分かりますか」


「……水すい銀ぎん」


「そうです。水銀旅団だけあって、一応常じよう備びされています」


　彼女はビーカーを、中身がこぼれるかこぼれないかくらいに傾かたむけた。


「これをあなたの耳に流し込んだら、どうなると思います？」


「…………」


　エーファは唇くちびるを嚙かみしめていた。


「分かりますね。その昔、水銀旅団に捕とらわれたメイドの悲ひ劇げきが、再さい現げんされるのです」


　にま、と夕菜は笑った。


「水銀は大変比ひ重じゆうの高い金きん属ぞくです。外がい耳じに満たされた液体は、あっという間に鼓こ膜まくを破り、中ちゆう耳じ、内ない耳じに達します。そして耳び小しよう骨こつを潰つぶし蝸か牛ぎゆうを狂くるわし、そして耳じ管かんを通って……くすくす。どうなるか試ためしてみましょうか」


　恐おそろしげなその顔は、ほとんどイタリアのＣ級映画に出てくる収容所の女所長であった。


　エーファは彼女の詠うたうような脅おどしを、目をつむって耐たえている。玖里子は玖里子で「夕菜ちゃん、ノリノリね」とつぶやいていた。


「さあ、自分の運命が分かりましたね。このような悲劇を避さける方法が一つだけあります。誓約日、教えますか？」


　銀色の拷ごう問もん用具を手にした、尋じん問もん官かんの要求。


　今の時代、カーボンが言ったように耳に水銀を流したりはしない。さすがに非人道的すぎるのだ。そのことは水銀旅団内部だけではなく、メイドたちも知っていた。


　それをあえて使ったところが、夕菜のやり方であった。古典的な方法だけに、恐きよう怖ふは二倍三倍にもなる。


　だがエーファは、震ふるえながらも口を開かなかった。


「……ほう。だんまりを続けるつもりですか」


　夕菜はエーファの頭を摑つかむと、ぐいっと横にした。上を向いた耳に、ビーカーを近づける。


「白はく状じようしなさい。このまま水銀を注そそがれてもいいんですか」


「……うっ」


「さあ!?」


　エーファはうっすらと目を開けた。全身が震えている。涙なみだを浮うかべていたが、夕菜をにらみ、言い放はなった。


「勝かつ手てに……してください……」


「……そういうこと言いますか。なら！」


　一気にビーカーを傾けようとする夕菜。その手を、玖里子が急いで押おしとどめた。


「ちょっとやめなさいって。しゃれになんないわよ」


「わたしは本気です！」


「どうせ流しても喋しやべんないわよ。それに本当にしたら後あと味あじ悪いって」


　すったもんだの末、ビーカーは玖里子が取り上げた。夕菜の手が届かないところに置かれる。


　エーファはほっとした表情を浮かべた。それからまた、口をつぐむ。


　自信がついたのか、今度はさらに意志を強くしたようであった。


　夕菜はそれを見て、歯を嚙み鳴らした。


「生意気な。これで終わりだと思ってるんですか」


「わたしはなにをされても、喋りません」


「いい度ど胸きようです」


　天幕の外に頭を出し、再びなにやら叫さけぶ。


　やがて兵士の一人が、真っ白な皿を十数枚持ってきた。


　特別な仕し様ようも施ほどこされていない。およそ尋じん問もんとはほど遠い、ただの陶とう器きであった。


　夕菜はそれを左手で持った。


「エーファさん、あなたはいわゆるドジなメイド。今はどうしてか気を強く持っていますが、心の奥おく底そこまでそうだとは思えません」


「…………」


「トラウマがどこまで解消されたのか、試してあげます」


　皿を一枚放ほうり投げた。


　がしゃん。


　エーファの身体からだがぴくっと動いた。


「あら、お皿が割れてしまいました。エーファさんも割った経験がおありですよね。それでリーラさんに怒おこられたんじゃありませんか？」


　また投げる。地面に落ちて砕くだけた。


「思い出しますよね。ミスばかりしていたころ。お皿だけは割らないようにしようと努ど力りよくしませんでした？」


　がしゃん。


「どうします？　このままだとどんどん割れますよ。あなたもメイドの端はしくれ、黙だまって見てますか？」


　夕菜は続けざまに皿を落とす。がしゃん、がしゃん。破は片へんが地面を白く汚よごしていく。


「ああ……なんてもったいない。こんなこと、メイドでなくても見み過すごせないことです」


「……うう……」


　エーファの口から言葉が漏もれる。目をそらしているが、縛しばられているので耳までは塞ふさげない。


　がしゃん、がしゃん、がしゃん。割れる間かん隔かくが早くなっていく。兵士が新しい皿を運び、夕菜は片端から落としていった。


「お皿を割るって、なかなか楽しいものですね。もっと落としちゃいましょうか」


「……めて……」


「いっそ十枚まとめてとか」


「やめて！」


　エーファが叫んだ。


「もうやめて、お皿を割らないで！」


「あなたは見ててくれればいいんです」


「駄だ目め、割っちゃ駄目、それだけはやめて！」


「じゃあ、教えてくれますか？」


「……それは……」


「はい。時間切れ」


　十枚いっぺんに落とした。立て続けに砕け、たんなる陶とう製せいの残ざん骸がいと化す。
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「まだあるんですよ」


　再び白い皿が、テーブルに積まれる。両手で担かつぎ上げた。


　ついにエーファは絶ぜつ叫きようした。


「分かった、分かったわ！　だからもうやめて！」


　縛られた身体を揺ゆすり、泣き叫ぶ。すでに彼女の目からは涙なみだが溢あふれ、顔中を濡ぬらしていた。


「お願い、もうやめて……。耐たえられない、もうお皿が壊こわれることは、耐えられないの……。なんでも協力するわ……だからお皿だけは……」


　がっくりとうなだれる。涙るい滴てきが、いくつも落ちた。


「いい娘こです」


　夕菜は残りの皿を、テーブルの上に置いた。


　エーファに顔を近づけ、耳元で囁ささやく。


「わたしの言うこと、分かりますね」


　かすかにうなずいている。


「では訊ききます。誓せい約やく日びはいつですか？」





　水銀旅団司令部は大わらわとなった。夕菜の苛か酷こくな拷ごう問もんにより誓約日が明らかになり、緊きん急きゆうに作戦会議が招しよう集しゆうされたのである。


　会議用の天幕にはカーボン卿きよう以下、冷えぴたシートを貼はってぐっすり寝ねていたものから、深夜アニメにうつつをぬかしていたものまで、全員集められた。当然夕菜たちもいた。


「攻こう撃げきです！」


　会議の席上、拳こぶしを振ふり上げて主張したのは夕菜であった。


「明日の夕刻、誓約がおこなわれます。それまでにメイドを撃破することが急きゆう務むです。和樹さんを救うには、それしかありません！」


　彼女の積極論に押おされ、会議の大たい勢せいは攻撃に傾かたむいた。あまりに個人的な理由を危き惧ぐするものもいないではなかったが、異い論ろんはほとんど出なかった。


　なにしろ誓約日の発覚は大きな情報であった。水が手に入らなかったのは大きな打撃、特に紅茶配はい給きゆう量りようと印いん画が紙しの洗せん浄じようが影えい響きようを受けたが、それを無視できるほどの成果をもたらしたのである。誓約日を妨ぼう害がいできれば、水銀旅団は対外宣伝でも優ゆう位いに立つことができる。


　となると、肝かん心じんなのは作戦である。


　水銀旅団にまともな作戦計画はほとんどない。複雑な作戦は立てるものの、結局、「あそこにメイドがいるぞ。食いつけ」というのが命令なのである。欲よく望ぼうベースの兵隊なので、犬に餌えさを投げるのと同じ感覚なのだ。


　むろん食われるメイドは餌みたいにじっとしてはいない。だから常に、多大な損害が出るのであった。


「これまでと同じ方法っていうのも、ちょっと芸げいがないわよねえ」


　と玖里子が言った。昼はあまり口出ししなかったが、趣しゆ味み性せいばかり追求する連中なので、発言機会が多くなってしまっていた。


「おっしゃる通りです。なにかよい作戦はありますか」


　カーボン卿が訊きく。


　玖里子は地図のメイド側と水銀旅団側を見み比くらべる。黒板の編成表も眺ながめた。顎あごに手を当てている。


「状じよう況きようとしてはノルマンディー上陸後のシェルブール攻撃に似ているわね。あれのスケールダウン版かしら。とすると、やれることは限られるのよ。砲ほう兵へいはどれくらい？」


「一門、陸りく揚あげしました」


「一門？　いくらなんでも少なすぎない？」


「なにをおっしゃる。へたに命中させては、メイドに怪け我がをさせてしまうではありませんか。パジャマを着せるのが重要なのですぞ」


「んー、戦せん闘とうに投入できる部隊はどれくらい？」


「カメラ小こ僧ぞう中隊が三個、パパラッチ中隊が二個、投とう稿こうマニア中隊が二個、他ほか雑ざつ多たに三個中隊ほどです」


「なんでそんなネーミングなんだかは訊かないことにして……空軍がないから、アメリカ式の物量でもないのよね。ソ連式でいこうか。時間を合わせて、全ぜん戦せん線せんに亘わたって攻撃をかけるのよ」


　カーボン卿が驚おどろいたように聞き返した。


「全員一いつ斉せいに、ですか」


「そう。あなただって女口く説どくときは、駄だ目め元もとで何度もアタックするでしょ。同じことよ」


　個々の能のう力りよくに優すぐれたメイドを、数の力で圧あつ倒とうしてしまおう、ということである。相手はいくら優ゆう秀しゆうでも一人なので、いずれは疲つかれるし注意力だって散さん漫まんになる。最終的に立っているのがこっちであればいいのである。


　しかしそれでも問題は残る。


「それでは、我々が今までやっていた戦法と、変わるところがないのですが」


　カーボン卿きようの疑ぎ問もんに、他の出席者も同意する。他の地ち域いきでおこない、敗はい北ぼくを喫きつしていたやりかたとなんら変化がなかったのである。


「作戦のレポート読んだけどさ、あんたたち手持ちの全部隊を、最初の攻こう撃げきで投入してるでしょ」


「当然です。メイドの写真を真っ先に撮とりたい気持ちは皆みな同じ。民主主義と自由を愛するものとして、機会を平びよう等どうに与あたえているのです」


「だから駄目なんだって。せっかく穴を開けても、メイドの機き動どう予よ備びに塞ふさがれているのよ。予備には予備で対たい抗こう。残すべき部隊は、残しておいてね」


　玖里子はそう言って、地図の一点をとんとんと叩たたいた。


「ここにメイドの突とつ出しゆつ部ぶがあるでしょ。両方から挟はさみ込むようにするわよ。装そう甲こう車しや輛りようは集中して使用。ここに向かって攻撃。同時に大外からも歩兵を前進させるの」


「かなり総そう花ばな的ですな」


「数しか取とり柄えがないんだから。メイドたちに攻勢正面を悟さとられないようにするのと、兵力の拘こう束そく。予備も吸きゆう収しゆうできればしめたものね。相手がぐずぐずしているうちに、中央に穴を開けて戦果を拡かく大だい。それから海岸に向かって進撃するの」


「城ではないのですか」


「そう。いい、こういうこと」


　玖里子は作戦の説明をした。それを聞き、水銀旅団の面々は感かん嘆たんの声を上げる。


「素す晴ばらしい。これなら必ずや多数のメイドを捕とらえることができるでしょう。あなたには名めい誉よパジャマ少女の位くらいを差し上げたい」


「いらないわよ。あと写真はほどほどにして、少しでも戦って欲ほしいわよね」


「お任まかせください。それと、つい先ほど、頼たのもしい増ぞう援えんを得えました」


「どんなの」


「ピンクパジャマ中隊カンパニーといいます」


「ピンクのパジャマ？」


「はい。パジャマを着た少女だけで編へん成せいされた精せい鋭えい中の精鋭です」


　カーボン卿の瞳ひとみが妖あやしく光る。玖里子は胡う散さん臭くさげな顔をした。


「……そうなの？」


「そうです！　ピンクパジャマ中隊カンパニーさえいれば、敵は恐おそれおののいて戦意を喪そう失しつし、味方の士し気きは百倍して疲つかれしらずとなることでしょう」


　熱弁であった。口ひげを震ふるわせて語っている。どことなく、目つきもおかしい。


「じゃあ、攻撃の一いち翼よくを担になってもらおうかしら。第三カメラ小こ僧ぞう中隊の代わりにここから……」


「なにをおっしゃる！」


　カーボン卿きようはどん、とテーブルを叩いた。


「戦せん闘とうに参加させるおつもりか！」


「だって、精鋭なんでしょ」


「我々の愛するピンクパジャマたちに損害が出たらどうするのです！」


「そりゃあ戦いだし」


「なりません！　後方にいるだけで、兵のやる気は出ます。彼女たちはシミ一つない、ワンサイズ大きいだぶだぶパジャマを着ているからこそ精鋭なのです。その姿が泥どろや硝しよう煙えんで汚よごれるなど、そ、そ、そんなことは全世界の寝間着愛好家パジヤマーたちが許さんのです！」


「……じゃ、まかせるわよ」


　玖里子はまともに取り合う気がなくなり、適てき当とうに言った。


　作戦会議も終わり、伝でん令れいが部隊の集結場所へと駆かける。衛えい星せいを介かいしてインターネットをしていたり、夜なべしてフィギュアに色を塗ぬっていた水銀旅団兵に緊きん張ちようが走った。


　月が雲に隠かくれ、星の瞬またたきが弱くなる。宿しゆく営えい地ちでは移動を開始する音がひっきりなしにしていた。


　虫や夜や行こう性せい動物の活かつ動どうがぴたりと止やむ。あたかもこれから起こる戦いを予よ期きしているかのように。


　それはまぎれもない、会かい戦せんの前ぜん兆ちようであった。




　第六章










　空は目に染しみるくらいに晴れていた。珍めずらしくスコールもない。


　朝っぱらから島内はざわざわした喧けん噪そうに満みち、小鳥のモーニングコールを全すべてうち消した。特に水銀旅団側では騒そう音おんが激はげしかった。


「快かい晴せいですな。まるで我々の勝利を祝しゆく福ふくしてくれているようだ」


　カーボン卿きようが嬉うれしげに口ひげを揺ゆらした。


「そうね」


　玖里子はあくびをかみ殺しながら返事をした。眠ねむ気け覚ざましの紅茶をすする。低てい血けつ圧あつな彼女は、戦争向きではないのだ。


「本日はよき日です。必勝の態たい勢せいは整ととのったと言えるでしょう。絵をここに」


　天てん幕まくから男が二人出てきた。一人が三本足の木もく製せいのイーゼルを持ち、もう一人がカバーの掛かけられた絵かい画がを持っていた。


　イーゼルが地面に置かれる。そこに絵が立てられ、カバーが取られた。


　油絵だった。日光の射さした室内に、年とし端はもいかない少女が座すわっている。やや小首を傾かしげ、静かに微笑ほほえんでいた。


　玖里子は目を細めて、絵を眺ながめた。


「誰だれ、これ？」


「バッドフォード＝リエソン伯はく爵しやくのご令れい嬢じようセシリー様です。我々は戦いの前、必ずセシリー様の肖しよう像ぞうを掲かかげます」


「どこかの宗教みたい」


「バッドフォード＝リエソン伯爵は水銀旅団の創そう設せつ者しやです。六十年ほど前、伯爵はヨーロッパ上流社会に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするメイドどもに対し、深い憂ゆう慮りよの念ねんを抱いだかれていました」


　カーボン卿は、いかにも感かん慨がい深ぶかいといった面おも持もちであった。


「そもそもメイドなどというのは、単なる使し役えき婦ふであり、社しや交こうの表おもて舞ぶ台たいに出る存在ではありませんでした。ところがどうしたことか、いい年した貴族や金持ちがメイドの容よう姿しやら仕し草ぐさなどを気にし始めたのです。財産の全てをメイドに注そそぐ行こう為いが続出し、家いえ屋や敷しきを失って没ぼつ落らくするものが跡あとを絶たちませんでした。また、政治家の中には敵方のスパイとなったメイドに入いれ込み、国こつ家か機き密みつを売り渡わたすことすらあったと言われています」


　本当に哀かなしそうに、カーボン卿の口ひげが垂たれ下がっていた。どことなくだが、城の老人と似たところがあった。


「伯爵は単なるパジャマ愛好家にすぎなかったのですが、平和的な手段だけでは解決にならないことを痛つう感かんしました。そして『赤パジャマ青パジャマ茶パジャマ同盟』に不満を持つものたちと共に、水銀旅団を結けつ成せいされたのです」


　玖里子は、コスチュームに歴史ありみたいな話に、「ほーお」といい加か減げんな返事をした。


「で、このお嬢じようさんはなんなの」


「伯爵の一番下のお子です。寝ねるときは必ずピンク色のパジャマを着、愛らしい仕草で世界パジャマコンテストの金賞を受賞されました」


「……金賞って、犬のコンテストみたい」


「セシリー様は、水銀旅団結成に際し、名めい誉よ司し令れい官かんに就しゆう任にんされました。就任式でおっしゃられた言葉、『ピンクのパジャマじゃないと、セシリー寝れない』は部ぶ隊たい旗きに必ず縫ぬい込まれています。我々は伯爵とセシリー様の崇すう高こうな目的を忘れないよう、こうして掲げているのです」


「……なんつーか、部屋にアイドルポスター貼はってるのと同じ感覚ね」


「なにをおっしゃる。この絵はもっと偉い大だいなる存在です。いわばイコン。我々はセシリー様に忠誠を誓ちかうことによって、必勝の念を強くするのです」


　副官が笛ふえを吹ふいた。


　天幕や丘おかの下から、兵士が集まってくる。皆みな、顔が輝かがやいていた。カメラを手にしている奴やつもいる。


　丘の上はたちまち人で一いつ杯ぱいになり、登りきれない兵たちは下から見上げていた。


「諸君、決戦の日は来た」


　カーボン卿きようが叫さけんだ。


「悪あく辣らつたるメイド集団に、正義の裁さばきを下すときがついにきた。神は我々と共にある！」


　おおっ、と地じ響ひびきのような歓かん声せいが沸わき上がった。


「メイドを駆く逐ちくし、全てパジャマに着き替がえさせるのだ。メイドは数少なく補ほ給きゆうもなく、勝敗は明らかである。この戦いは世界にパジャマ国を建設する、第一歩となるのだ。パジャマのために戦え、セシリー様のために戦え、水銀旅団万ばん歳ざい！」


　うおおおーっ、と兵たちは拳こぶしを天空に突つき上げた。


「水銀旅団万歳！」


「セシリー様、万歳！」


「パジャマ、萌もえ！」


「とにかく万歳！」


　興こう奮ふんが興奮を呼び、叫びは島を揺ゆるがす。まるでアニメの公開録音会場だった。


　玖里子と凜は耳を塞ふさぎたい気分で一杯だったが、夕菜は一いつ緒しよになって、「メイドを殺せ！　殺せ！　殺せ！」と煽あおっている。彼女の激げき情じようが全すべてに伝でん染せんしているかのようであった。


「攻こう撃げき準備！」


　兵たちが持ち場に散った。


　小しよう銃じゆうやデジタルカメラを持ったカメラ小こ僧ぞう中隊、小型カメラに手て鏡かがみをつけたパパラッチ中隊が攻撃開始位置につく。あちこちで弾たまとバッテリーを込こめる音がした。


　夕菜はソ連製ＰＰｓｈ１９４１サブマシンガンを片手に、戦車へよじ登った。これまたソ連のＴ34／76である。大たい戦せんで活かつ躍やくした傑けつ作さく車しや輛りようだ。


　天てん蓋がいに仁に王おう立だちする。親の敵かたきとばかり、城の方角を睨にらんでいる。


「ねえ夕菜ちゃん。なにもあんたまで戦車跨乗歩兵タンクデサントやらなくていいのよ。後ろにいたら？」


　玖里子が下から声をかける。


「なにを言うんですか。和樹さんが捕つかまったままなんですよ。わたしは突とつ撃げきの先頭に立ちます」


「……まあ、がんばって。凜はどうするの」


「私は攻撃には加わりません。別なことを」


「そ。あたしも後方にいるわ。役目はすんだし」


「なに言ってるんですか。メイドどもを一人でも多く血ち祭まつりにあげなければ、気がすまないでしょう。特にリーラなんかどうしてくれようかと……あら？」


　夕菜は戦車から飛び降りた。


　丘の向こう、司令部の後方まで走る。見み慣なれない一団がいたのだ。


　前まで行った。


　それはピンク色の女の子たちであった。着ている服は、全員同じパジャマ。


　彼女たちは一いつ糸し乱れぬ、という形けい容ようがぴったりなくらい、同じ格かつ好こうで整せい列れつしていた。全員同じような年ねん齢れいの少女たちだ。パジャマのたるんだ皺しわの形まで揃そろえているようであった。正面を向き、武器を備そなえ、じっと命令を待っている。


　すきあらば私語をはじめ、メールアドレスの交こう換かんをする兵たちとは、明らかに違ちがっていた。


　夕菜は怪け訝げんな顔をした。


「あなたたち、なにものです」


　列の中から、一人が進み出た。その女の子だけ、赤い色のリストバンドを巻いている。


「ピンクパジャマ中隊カンパニーであります」


「配置につかないのですか？」


「命令を受けておりませんので」


　素そっ気けなく言う。


　夕菜はますます不ふ審しんさを強める。そこに玖里子が追いついてきた。


「ほら、カーボン卿きようがもったいないとか言ってたでしょ。だからここに並ならんでるのよ」


「ああ、そういえば」


　確かに綺き麗れいなパジャマを汚よごすには惜おしい気もする。


「あなたは？」


　リストバンドをした女の子にたずねる。


「ピンクパジャマ中隊カンパニー中隊長、アリシアです」


「ご苦労様。休んでください」


　アリシアは中隊に「休め」を命令した。


　パジャマたちは一いつ斉せいに足を開き、武器の台だい尻じりを地面につける。


　身じろぎもしなかった。


「ずいぶん強そうに見えますね」


「自分たちも最強の兵であると自じ負ふしております。ですが、命令もなく戦いに参加するほどうぬぼれてもいません」


「そうですか」


　パジャマの女の子たちを眺ながめた。


　どの娘むすめも大きめのパジャマを着ている。きっとだぶだぶの方が可愛かわいいからとか、そんな理由だろう。それでも緊きん張ちよう感かんに満ちた表情は、同時に水銀旅団最強の部隊であることを物語っていた。


　しかし夕菜は彼女たちが、皆みな精せい悍かんであるのに、同時に憂うれいを帯おびていることに気づいた。


「アリシアさん、いいですか」


「どうぞ」


「皆さん、よく訓練されていることは分かります。でも、なにかストレスでも溜ためているのですか？　なんだか重いものでも飲み込んでいるみたいで……」


「ご賢けん察さつです」


　アリシアは言った。


「我々は皆、戦いを求めています。機会こそありませんが、戦って自分を取り戻もどしたいのです。それも水銀旅団のためではなく、己おのれ自身のために」


「どうしてですか？」


「全員同じ理由です。我々は裏切り者なのですから」


　夕菜は首をかしげた。


「裏切り者なのですか？」


「はい。我々は皆、元メイドなのです」


　アリシアは感情を排はいした声で、静かに語った。


「ピンクパジャマ中隊カンパニーに志願した理由は様々です。元捕ほ虜りよであったり、俗ぞく世せに嫌いや気けがさしたり……。しかし全員、メイド出身であったことは共通しています。かつては属していた組織を裏切り、しかも弓すら引く。心が重くなるのは当然です」


「でも、あんなメイドだらけの場所から逃にげ出すなんて、それだけでも凄すごいです。わたしは裏切りだなんて思いません」


「ありがとうございます。ですが、元同どう僚りようたちはそう思ってはくれません。我々が捕とらわれても、捕虜としての最低限の待たい遇ぐうすら許されないのです」


　淡たん々たんとした口調の中にも、無念がにじみ出ているかのような感があった。アリシア自身、そのような事じ例れいを目もく撃げきしているのかもしれない。


「メイドは我々を裏切り者として、二度と太陽を拝おがめないほどの拷ごう問もんをおこないます。捕虜となったパジャマの中には、スペイン宗教裁判ばりの『クッションの刑』に処しよされた者もいるのです。誰だれもそんな、人間としての誇ほこりを切り裂さかれたくはありません。ですからピンクパジャマ中隊は降こう伏ふくよりも死を選び、一いつ切さいの甘あまえを捨てて戦場におもむきます」


「そうだったんですか……」


　夕菜は彼女たちの背せ負おう宿命を想おもい、そっと目め頭がしらを押おさえた。玖里子は小声で「また変な連中が……」と嘆なげいていた。


　アリシアは最後に少しだけ、力を込めた。


「もし我々が必要になりましたら、いつでもお呼びください。ピンクパジャマ中隊カンパニーは全力で戦います」


「……分かりました。あなたたちが控ひかえてくれるのは頼たのもしい限りです。戦場で会いましょう」


　彼女はそう言った。アリシアは返答の代わりに、敬けい礼れいをした。





　夕菜は出撃位置に戻もどった。玖里子は天幕の中へはいる。


　水銀旅団兵がぞろぞろとＴ34／76の上に乗る。エンジンの空からぶかしが大きくなった。


　夕菜は時計を見た。長針がゆっくり12の上にかぶさろうとしている。もうすぐだ。


　長針と秒びよう針しんが重なった。どこかで獣けものの声がした。


　夕菜は息を吸すった。


「……メイド殲せん滅めつの幕開けです。前進！」


「カメラ小こ僧ぞう中隊、前進！」


「パパラッチ中隊、前進！」


「投とう稿こうマニア中隊、進め！」


　各中隊長が、腕うでを前に二度振ふる。


　水銀旅団は前進に移った。





　ときおり空気を切り裂さく音がする。続いてくぐもった爆ばく発はつがして、メイドたちの頭上に土つち塊くれが降り注そそいだ。


　和樹が首をすくめていると、リーラが素そっ気けなく言う。


「水銀旅団の嫌いやがらせ砲ほう撃げきです。お気になさらぬよう」


「気になるよ……ていうか、僕なんでこんなところにいるのかなあ」


　彼は前線まで連れ出されていた。次期主人が顔を見せれば、メイドの士気も上がるということらしい。


　リーラの予期していたとおり、水銀旅団は攻こう撃げきを仕し掛かけてくるようであった。メイドたちの防衛態勢は完かん璧ぺきではないが、「誓せい約やくを貫かん徹てつさせるために全力で戦う」とのことであった。


　和樹としてはそうなる前に逃にげ出そうと何度も決心したのだが、機会がないまま、ここまで連れられたのであった。


　前線は荒あれ地になっていて、横に長く塹ざん壕ごうが掘ほられていた。すぐ側そばに軽けい機き関かん銃じゆうＭＧ42が据すえ付けられていて、敵に銃口を向けている。鉄てつ条じよう網もうや対戦車用のワイヤーも敷ふ設せつされていた。コンクリート製の障しよう害がい物ぶつもあったが、数は多くない。


　対戦車砲ほうの陣じん地ちに、砲ほう弾だんを運び入れているのが見える。あちこちで泥どろだらけになったメイドが、柄え付つき手しゆ榴りゆう弾だんや弾薬を並べていた。


　電話の有線が張り巡めぐらされた壕に入る。水色のカチューシャをしたメイドが集合していた。和樹に向かって一いつ斉せいに敬礼する。


「第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの小隊長たちです」


　リーラが言った。


「あ、そうなの……。そう言えば、頭の環わっかの色が違ちがうね」


「ここの色が階かい級きゆうを表します」


　よく見ると、リーラのカチューシャは赤だった。塹壕にいるメイドたちは白で、これが一等兵か二等兵なのだろう。


「リーラ大尉ハウスキーパー殿どの」


　ショートカットのメイド、ネリーが報ほう告こくした。


「砲の配置、弾薬の分配、終わりました。火か線せん範はん囲いの樹木も極きよく力りよく伐ばつ採さいしました。兵員も位置についています」


「十分ではないが、仕方ないな。敵の動きは」


「エンジン音と中隊単位の移動が確かく認にんされています。斥せつ候こうの報告では、メイド服が敵内部に見られたそうです」


　密みつ林りんの向こうから、かすかに騒そう音おんが聞こえてくる。と、壊こわれた笛ふえのような音がして、徐じよ徐じよに大きくなってきた。覆おおい被かぶさるように、響ひびき渡わたる。


　和樹はたまらず頭を抱かかえてしゃがんだ。


「メイドは伏ふせるな」


　簡かん潔けつにリーラが言い放つ。同時に砲弾が着弾し、土つち塊くれを跳はね上げた。


　頭に泥どろを被っても、メイドたちは身じろぎもしない。戦せん闘とうに慣れているのか、とんでもない精神力だった。


　少し赤せき面めんして、和樹は立ち上がった。砲撃はそれきり止やんだ。


「来るぞ。部ぶ署しよに戻もどれ」


　小隊長たちが散る。リーラが日光の反射に気き遣づかいながら、双そう眼がん鏡きようを両目に当てた。


　伝でん令れいが飛び込んできた。ほぼ同時に有ゆう線せん電話が鳴る。


「第一猟りよう兵へいメイド小隊陣じん地ち前方に敵てき影えいです！」


「第二猟兵メイド小隊より連れん絡らく。戦車並びに歩兵多数接近中」


「戦車猟兵小隊、密林内で敵歩兵を発見」


　前方、密林の右手にうっすらと青い煙けむりがたなびいている。ディーゼルの排はい気きだ。黒い固まりのような物が近づいてきた。


「十分引きつけろ。まだ撃うつな」


　和樹は息を潜ひそめた。固まりはだんだん大きくなり、砲ほう塔とうと車体の形を取った。かたかたという履り帯たいの音と、黒々とした砲身が接近してくる。形が不ぶ格かつ好こうなのは、歩兵を乗せているせいだ。


　壕ごうに身体からだを沈しずめ、頭だけを出す。肉眼でも戦車が十分見えた。旧ソ連のＴ34／76。貴き重ちような骨こつ董とう品ひんだ。急激に速度を落とした。歩兵がばらばら飛び降りる。地じ鳴なりのような喊かん声せいと共に突とつ撃げきしてくる。


「撃てフアイア！」


　リーラが怒ど鳴なる。甲かん高だかい音が響き、75ミリＰａｋ97／38が発砲される。


　戦闘開始であった。





　水銀旅団のカメラ小こ僧ぞう中隊と猟兵メイド小隊は、真っ向から衝しよう突とつした。


　第二カメラ小僧中隊の中隊長グーキー大たい尉いは、短たん軀くで無ぶ精しようひげを剃そろうともしない面めん倒どうくさがり屋だが、ハリウッドの映画女じよ優ゆう撮さつ影えいで名をなした男である。彼が撮とったローアングルからの写真は、ナショナル・エンクワイラー誌に買い上げられたこともある。


「中隊、構かまえ！」


　大声を張り上げる。兵士たちが一いち眼がんレフカメラを一いつ斉せいに構えた。


「撃てええ！」


　パシャパシャパシャパシャ。無数のシャッター音とフラッシュが乱らん舞ぶする。太陽がもうひとつ出現したような明かりは、メイドの目をくらませた。


　回復したメイドが射しや撃げきをはじめる。「撮られたくない」という意い識しきが強いので、いきなり実じつ弾だんによる反撃である。無ぶ粋すいだが、これも戦争だ。


　グーキーは伏ふせて動かなくなった兵に怒鳴った。


「もっと撃て、いや、撮れ！　メイドに羞しゆう恥ち心しんを起こさせたら勝ちだぞ！」


　メイドはあらゆることに精せい通つうしたプロフェッショナルであるが、同時に「少女である」という欠けつ点てんも併あわせ持っていた。絶え間ないシャッター音、至近距きよ離りから胸の谷間撮影、スカート内部激げき写しや。一度二度は耐たえられるだろうが、全すべてが彼女たちの中で渦うず巻まき、飽ほう和わ状態になることによって、崩ほう壊かいを引き起こすのだ。


　むろん、水銀旅団兵たちは小しよう銃じゆうによる銃撃もおこなう。撃たれっぱなしではない。


　メイドたちの力が、徐々に衰おとろえてきた。


　この機を逃のがすグーキーではない。女優のスカートのめくれ具ぐ合あいを捕とらえるタイミングは、神かみ業わざと称しようされたのだ。


「突撃！」


　わーと叫さけび、カメラを抱かかえながら走り出す。こうなると指し揮き官かんの号令は意味をなさない。兵たちは欲よく望ぼうのまま、続々と塹ざん壕ごうに飛び込んでいった。





　第一猟りよう兵へいメイド小隊は、一門の対戦車砲に支し援えんを受けていた。


　砲による支援があるとないとでは、実際的にも気分的にもかなり違う。特に敵が戦車を伴ともなっていると、それは顕けん著ちよだ。


「敵戦車、接近中！」


　うわずった声が、小隊長のネリー少尉パーラーメイドにもたらされた。


「落ち着きなさい」


　ネリーは努つとめて冷静な口調で言う。もちろん実戦経験のある彼女をして、動どう悸きが早くなるのは避さけられない。それでも指揮官が表に現すわけにはいかないのだ。弱よわ音ねは伝でん染せんする。ましてメイドは心を読むことがうまいのだ。


　工場で廃はい油ゆをかけたような、汚きたない色の戦車が迫せまってきた。


「撃うて！」


　対戦車砲が火を吹ふく。花はな柄がら模も様ようにペイントされた銃身から煙けむりがのぼる。


　戦車に着ちやく弾だん。つんのめるように停てい車しやすると、中から乗員が飛び出した。泡あわを食ったように逃にげ出す。初弾から命中。しかし敵は動きを止めない。メイドたちを踏ふみつぶす勢いきおいで突進する。


　敵から連続した砲ほう撃げき音おんがする。他の戦車の反撃。殊しゆ勲くんの対戦車砲の周囲に着弾する。黄色と黒の煙を上げる。対戦車砲小隊のメイドは、細ほそ腕うでで75ミリ砲弾を抱え上げ、装そう塡てん、発射を繰くり返すが、いかんせん数が違ちがう。


　ネリーの視し界かいは水銀旅団兵士で埋うめられていた。小銃とヘルメットが群むれをなしている。小銃の発砲。そしてカメラの恐おそるべきフラッシュ。


「きゃあっ！」


　何人かが耐たえきれなくなって、顔を両手で覆おおった。白はつ光こうを直視できなくなったのだ。


　敵が雄お叫たけびをあげた。「萌もえ」とか叫んでいるようにも聞こえる。塹ざん壕ごうに飛び込んできた。小銃やスコップを手にしたメイドとの間で、壮そう絶ぜつな白兵戦が展開された。


「ちょっとちょっと、手を上にやって！」


「こっちに目線！」


「可愛かわいいよ、もう一枚！」


　凄せい惨さん、としか言いようのない光景である。水銀旅団兵は、メイドを前にして即そく座ざに撮さつ影えい会かいを始めてしまうのだ。Ｋａｒ98ｋ小銃を手にしたメイドたちは、もちろん奮ふん戦せんし、多くの敵をノックアウトするのだが、いつの間にか何枚も撮とられている身体からだに気づき、自分を見失ってしまうのである。


　塹壕のあちこちで悲ひ鳴めいや怒ど号ごうが交こう錯さくした。


　メイドたちは何度も水銀旅団兵を押おし戻もどす。だが新あら手てとなってやってくるカメラの海に、いつしか埋まい没ぼつしていくのだ。


　ネリーもＭＰ40サブマシンガンを持ち、阿あ修しゆ羅らのごとく奮戦していた。カメラを持った間ま抜ぬけ面づらを張り倒たおし、スカートの中を写そうとする敵に蹴けりを入れる。


　だがそれも、永えい遠えんというわけではない。彼女と彼女の部下たちはただ「メイドの誇ほこり」だけで戦っていたが、いずれはそれに肉体がついてこなくなる。動けなくなる。


　あとは死だ。カチューシャを奪うばわれ服を剝はぎ取られ、パジャマを与あたえられる。それは肉体的な死が甘かん美びな響ひびきを持つほどの屈くつ辱じよくだった。


　だがまだ死を選ぶほど、ネリーは達たつ観かんしていなかった。彼女は第五装甲猟兵侍女中隊のメイド士官であったし、花も恥はじらう十九の乙おと女めだ。


　極ごく単たん純じゆんに、降こう伏ふくも玉ぎよく砕さいもせず現地点の確かく保ほ、と結論が出た。


「軍曹ナースメイド！」


　彼女は怒鳴った。


「中隊本部に連れん絡らく。敵、陣じん地ちに侵しん入にゆうしつつあり。増ぞう援えん求む！」





　戦場とは爆ばく発はつと絶ぜつ叫きようと悲鳴の三重合がつ唱しようである。さらには水銀旅団兵の、フィルム巻き上げによるモーター音。デジタルカメラの導どう入にゆうでも、それらを消し去るのは難しい。


　さらに中隊本部ともなれば、雑ざつ務むによる騒そう音おんが加わる。誰もが怒鳴って状じよう況きようを確かく認にんしていた。興こう奮ふんが声を大きくするのだ。


「敵、およそ六個中隊います！」


　リーラは双そう眼がん鏡きようを右から左へと動かす。実じつ際さいはもっといそうだ。報告だけでも全メイドたちの六倍だ。


「凄すごいカメラの数です。総力をあげて攻こう撃げきしてきてます！」


　本気のようだ。以前のような、腑ふ抜ぬけた威い力りよく偵てい察さつとは違う。


　よろしい、ならば嵐あらしだ。彼女はつぶやく。有線電話の受話器を片手に、伝令に向かって指示を飛ばす。中隊本部にも着弾があるが、混こん乱らんしていなかった。


「機き関かん銃じゆう、撃うて。手しゆ榴りゆう弾だんをもっと持ってこい」


「戦車猟兵小隊も交戦中。工兵小隊前面に敵多数」


「予備の第四小隊と戦車小隊を呼び寄せろ。第一小隊と第三小隊はどうなっている」


「現在交戦中です。少数の戦車が、歩兵を伴ともなって攻撃している模様です」


「第三小隊は二線陣地に下げさせろ。後こう退たい支援は捜そう索さくメイド小隊に」


「捜索メイド小隊は予備陣地に待機させたままですが」


　リーラは舌打ちをした。セレンの小隊だ。小隊長を失ったままなので、後方に残ざん置ちしたままだったのである。


　捜索メイド小隊は機動予備、あるいは前線防ぼう衛えい戦せん力りよくとして、まことにありがたい存在だった。だがそれはセレンの個人的な能力に依い拠きよしている面が大きい。アフリカで武ぶ功こうを挙げた歴れき戦せんの将校と、手足たる下士官によって成り立っていたのである。


「取り消す。自力で下がってこいと言え。エルゼならやる」


「了りよう解かいしました」


　別のメイドが彼女を呼んだ。


「大尉ハウスキーパー。第一小隊から増援の要よう請せいが届いています」


「却きやつ下かだ。現有戦力でなんとかさせろ。いや、第四小隊から一個分隊だけ回せ」


　すでにセレンのことは頭にはない。酷こく薄はくなのではなく、彼女の地位と名めい誉よが、そうさせるよう強要しているのだった。


　彼女は和樹に向き直った。


「敵は全域に亘わたって攻撃を仕し掛かけています。ここで雌し雄ゆうを決するつもりです」


「よく分からないけど、大変なんだ」


　彼女は木のテーブルに広げられた、小さな地図を指し示した。


「敵は両りよう翼よくでも攻撃しています。部隊を転てん用ようできないよう拘こう束そくするためです。ですが、主攻はここです」


「そうなの？」


　和樹はときおり首をすくめる。敵の砲ほう兵へいがまた射撃をはじめたのだ。


「はい。ここは道路上にあり、突とつ破ぱすると城まで一直線です。装そう甲こう車しや輛りようの集中がそれを裏付けています」


「ふーん。そこまで分かっているなら、反撃も楽なんじゃないの」


「いえ、そう簡単にはまいりません。水銀旅団はこれまで、戦車を均きん等とうに配置して攻撃をかけてきました。ところが今回は一点に集中し、火力も増ぞう大だいしています。かつてない衝しよう撃げき力りよくです」


　火力と人員でメイドたちを大おお幅はばに上回り、穴を開けるつもりなのである。戦せん闘とうにおいては陣じん地ちを構こう築ちくしている防ぼう御ぎよ側がわに有利なことが多いのだが、その差を補おぎなってあまりあるほどの兵力をぶつけてきたのだ。


「今までの単調な攻撃とは明らかに違ちがいます。水銀旅団にも、まともなものがいたようです」


「へーえ」


　和樹は感心した。





「前進！　止まらないでください！」


　戦車跨乗歩兵タンクデサントと化した夕菜は、サブマシンガンを振ふり上げて怒ど鳴なった。


「撃うって撃って撃ちまくるんです！　メイドに罪のないものはいません。パンにはパンを、血には血を！　メイドを殺せ！」


　アジに煽あおられるようにして、戦車が増速した。鉄てつ条じよう網もうを踏ふみつぶし、塹ざん壕ごうを乗り越こえていく。水銀旅団兵は上に乗ったまま、射撃と撮さつ影えいを続ける。


　前方のＴ34／76の足元で煙けむりが上がった。対戦車砲が命中したのだ。「走そう行こう不ふ能のう」と叫さけんでいるのが耳に入る。


「踏みつぶしてでも前進しなさい！」


　夕菜の戦車の周囲にも着弾してきた。徹てつ甲こう弾だんなので爆ばく発はつしない。土が舞まい上がった。


　彼女は塹壕線を睨ねめつけ、発はつ砲ぽう炎えんを探した。


「あそこです！　敵対戦車砲！　二時方向、撃て！」


　七六・二ミリ砲が火を吹ふく。何発かの至し近きん弾だんの後、直撃を浴あびせる。負ふ傷しようした砲手を他のメイドが支ささえながら後退しているのが見えた。それを機関銃が援えん護ごしている。壕の中には、メイドの頭がちらちらしていた。


「降こう車しや！」


　合図と共に、歩兵が飛び降りる。火点に向かって射撃をおこないながら前進していく。


　銃じゆう身しん加か熱ねつのためか、機関銃が止やんだ。そのすきに水銀旅団兵たちは、手しゆ榴りゆう弾だんを投げながら制せい圧あつ射撃。やがて敵は沈ちん黙もくした。一部は捕とらえたメイドの撮影会をし、残りの兵はさらに突とつ撃げきする。


　悲鳴が上がる。撮影にメイドが羞しゆう恥ち心しんを見せたのだ。水銀旅団兵によって撮とられた映像は、デジタルなら有ゆう料りようサイトにアップされ、アナログならそれ系の店に流される。飛ぶように売れ、水銀旅団を潤うるおすだろう。


　夕菜は彼女たちの嗚お咽えつに目をやるようなことはしない。同じ女の子として心が痛いたまないでもないが、戦場の空気と和樹オトコを取られた感情が、心を冷れい酷こくにさせていた。


　銃を振り上げ、絶ぜつ叫きようした。


「このまま行くんです！　勝てます！」





「Ｐパａツｋクがやられました！　戦車が突とつ破ぱしてきます！」


　メイドの一人が叫さけんだ。見ると、Ｔ34／76にメイド服の女性がまたがり、しきりと兵を鼓こ舞ぶしている。


「夕菜だ……」


　和樹は目を丸くした。


　彼女は髪かみを振り乱し、叫び、ときおり発砲して部下を指示している。服は爆ばく煙えんと破は片へんで汚よごれているが、まるで気にしていない。その姿はまるで、ちょっと毛け色いろの違ちがった「民みん衆しゆうを率ひきいる自由の女め神がみ」であった。


　リーラが怒ど鳴なった。


「こっちの戦車は!?」


「到とう着ちやくしました！」


　三両のIV号戦車が到着。いったん止まると、猛もう然ぜんと射撃を始めた。あっという間に二両のＴ34／76が火を吹く。


　敵も反はん撃げきをする。発砲炎が一列になって光り、IV号戦車に襲おそいかかる。撃うち合いになった。そのすきに、水銀旅団兵士が接近してくる。


　急に射撃が近くなった。前方から敵が突つっ込んでくる。メイドたちは撃ち続けているが、兵員数が少ないため火力で劣おとっていた。途と切ぎれ途切れにしか聞こえない。


「敵が塹壕に入りました！」


「下がるな、追い出せ」


　銃じゆう剣けんを付けた小銃を手にしたメイドが立ち向かう。その後ろにはスコップと手榴弾で武ぶ装そうした少女たちが続く。


　白兵戦だった。メイドはスカートにエプロンといういでたちだが、戦いの邪じや魔まにはならない。そう訓練されている。フラッシュと銃声。蛮ばん声せいと嬌きよう声せい。あちこちで女の子の喊かん声せい、男たちのちょっと嬉うれしげな悲鳴がわき起こる。


　第一波は追い返した。しかし、敵は次から次へと侵しん入にゆうしてくる。「全すべてのメイドにパジャマを」のスローガンの下もと、全力をつぎ込んでいるのだ。


「正面に穴が開きました！　食い止められません！」


　泣き声にも似た、メイドの報告。


「第四小隊はどうした」


「今来ました！」


「正面にぶつける。敵の攻こう撃げきを鈍にぶらせ、その間に突とつ出しゆつした側面を叩たたく。あの先頭の戦車を特に潰つぶせと伝えろ」


「ちょっとリーラ、やりすぎだって」


　慌あわてて止めに入る和樹。さすがに夕菜を攻撃するのは気が引けていた。


「敵がこちらの縦じゆう深しん陣じん地ちにとらわれている今が好こう機きです」


「第四小隊、攻撃に移ります！」


　機関銃の射撃と、ロケット弾だんの飛ひ翔しよう音おんが響ひびいた。戦車と共同で、メイドたちが反撃を開始する。


　と、Ｔ34／76が方向を変えた。反撃部隊を避さけ、海岸方面に向かって進しん撃げきする。


「突とつ破ぱされました！　回り込まれます」


「屋や敷しきに向かうのではないのか!?　戦車小隊はなにをしている！」


「後続の敵との戦せん闘とうに巻き込まれています。敵先せん鋒ぽうは我わが軍を包ほう囲いする気のようです！」


「くっ……。目標は屋敷ではなく、わたしたち自身か」


　リーラが、ぎりっと歯を鳴らした。





　玖里子の作戦通り、水銀旅団はメイドの戦線に穴を開けた。欲よく望ぼうという名の戦闘意い欲よくを注そそがれた兵士たちは、撃うち、走り、シャッターを押おしまくった。


　玖里子自身は天幕から椅い子すを持ちだし、外でコーヒーを飲んでいた。実はあまり紅茶が好きではない。


　作戦を立りつ案あんしたものの、実際の指し揮きはカーボン卿きようがとるので、やることはなかった。誰かと話をしようにも、夕菜は戦闘中、凜は姿が見えなかった。


「うはははは。撃て、進め。今日こそ全すべてのメイドを捕とらえるのだ！」


　カーボン卿は英国紳しん士しらしからぬ興こう奮ふんを見せている。久しぶりに順じゆん調ちような攻撃なので、浮うかれているのだ。前線からの報告は大半が、「苦戦しているものの、おおむね良好」というものであった。


「いやー、玖里子さん。あなたのおかげで勝利を収めることができます。大したものです」


「どういたしまして。ほとんどなにもしてないけど」


　玖里子の作戦は、実は単純である。多方面で攻撃し、常つねに攻こう勢せいを取ることによって予備兵力を拘こう束そく、突破をはかる。さらに突破した部隊は展開して、メイドたちを包ほう囲い殲せん滅めつするものであった。目標を城ではなくメイドたちそのものにしたのである。


　戦力さえなくなれば、城はどうにでもできた。また、水銀旅団の究きゆう極きよく目標である「メイドさんを捕つかまえてパジャマ」も達たつ成せいできる。


　彼女は目標をきちんと定め、各指揮官に徹てつ底ていさせたのである。男に慣なれた女が「彼は本命。彼は遊び。彼は送り迎むかえのみ」と決めるのと変わりはない。水銀旅団はメイドを目まの当たりにすると舞まい上がり、融ゆう通ずうが利きかなくなるので、一つのことだけに集中させたのであった。


　元の兵力で上回っているため、それだけでもかなり違ちがう。下級指揮官の質が低いため、単純であればあるほどいいのだ。今まではカーボンたちが変な作戦ばかり考えたので、逆にうまくいかなかったのであった。


　戦車はかなり破は壊かいされていたが、歩兵が浸しん透とうしつつあることは、ここからでもよく分かった。明らかに押している。


「まったく素す晴ばらしい。ぜひあなたにはガーターパジャマ勲くん章しようを差し上げたい」


「いらないって。まあ、心配もあるんだけどね」


　兵士たちがメイドたちにかまけて前進速度が鈍にぶっているのである。夕菜は逆に怒いかりにまかせて突出しすぎていた。このままだと、逆に包囲されることも考えられた。


　やや不安であった。水銀旅団兵は調子に乗せればそこそこいけるのだが、崩くずれるのもまた早い。世間から隔かく絶ぜつされた趣しゆ味みのわりには寂さびしがり屋で、同じマニア仲間が逃にげ出すと、我われも我もと追つい随ずいするのだ。なにかの拍ひよう子しに手痛い反はん撃げきをこうむったら、敗走することもありえる。


　しかしカーボン卿は目の前の戦果のせいで、浮うかれ続けていた。


　前線から伝令がやってきた。敬けい礼れいをする。


「戦車小隊が突とつ破ぱに成功しました」


「よし。増ぞう援えんを送る。第一重盗とう撮さつ中隊、第三風ふ呂ろ覗のぞき中隊を投入せよ」





　第一猟りよう兵へいメイド小隊は、敵の攻撃を四度撃げき退たいした。激戦の中、顧かえりみられないが、注目に値あたいする。


　二度まではメイドたちの奮ふん戦せんによるものであり、三度目からは第四小隊からの応援によるものであった。まさに頑がん強きようと言ってよかったが、他の部隊が崩れつつあるため、陣じん地ちに塗と料りようがへばりついているようにしか見えなかった。


　もちろん塗料でも人力では剝はがすのが困難だ。相手が溶よう剤ざいでも用いない限り。


　問題は溶剤たる敵の攻撃だった。


　ネリーは自分自身に「もう一度攻撃があるか」と問いただした。


　理性は、ある、と答えた。困こん難なんな状じよう況きようでは、ともすれば極きよく端たんな楽らつ観かん主義か悲ひ観かん主義に傾かたむいてしまうものだが、まだ彼女はまともだった。前線の狂きよう気きにさらされているせいで、理性は危あやういバランスの上に立りつ脚きやくしていたが、倒たおれてはいなかった。


　敵のカメラ小こ僧ぞう中隊を率ひきいている男は、とてつもない粘ねばりを持っていた。手を変え品を変え、攻撃を続行させている。補ほ充じゆう部隊の受け取りも順当なようだ。激げき写しやでは寒かん風ぷう吹ふきすさぶ中、一いつか所しよにじっと身を潜ひそめていることも多い。そこであの呆あきれるくらいのしつこさが養やしなわれたのだろうと思った。


　また連中と違って、自分にはこれ以上の増援も来ないだろうと分かっていた。来るものならとっくに来ている。何度か要よう請せいしたがなしのつぶてであるし、中隊本部付近からは銃じゆう声せいとシャッター音すら響ひびいている。あれでは自分の足元の火を消すのに忙いそがしいはずだ。


　今度もまた、結論に時間はかからなかった。


「撤てつ退たいします」


　先任軍曹ナースメイドに告げた。


「陣地は放ほう棄き。予備陣地まで移動します。銃の遺い棄きは認めませんが、砲ほうは捨すてて構かまいません」


「すでに砲は破壊されています」


　先任が答えた。


「そうでした」


　やはり、まともでなくなりつつあるらしい。判はん断だん力りよくどころか、記き憶おくも減げん衰すいしていた。


「では撤退。即そく座ざに」


「はっ」





　水銀旅団兵士は、口々に「パジャマ万ばん歳ざい」「セシリー様萌もえ」を唱となえていた。モータードライブのカメラをフルに使いながら突とつ撃げきしてくる。


　今やメイドたちは個人壕ごうに籠こもり、個々に反撃していた。台だい尻じりをメイド服に食い込ませながら機関銃を撃うち、自分の頭ほどのパンツァーファウストを軟なん目もく標ひように発射する。


　だがそれらも、スチームローラーのごとき水銀旅団に押おされていた。怒ど濤とうの攻こう撃げきに飲み込まれつつある。


　特にもっとも粘りを見せていた第一小隊まで撤退を開始したというのが、負け戦いくさの念ねんを強くした。


「第二小隊との連れん絡らくが途と切ぎれました！」


「工兵小隊が後退しています」


「陣地後方に、敵戦車！」


「くそっ……」


　リーラは矢や継つぎ早ばやに指示を下すが、どうしても後ご手てに回っている。水銀旅団の攻撃が予想を上回っていた。


　戦いにおいて主しゆ導どう権けんを得ることは、大きな利点となる。心しん理り的てきには相手を見下ろすことができ、実じつ務む的てきにも攻撃個所と時間を選せん択たくできるのだ。ナンパだって口く説どき文もん句くを続けていれば、女の思し考こう能のう力りよくを奪うばう。


　なによりも、主導権を失った側（しばしば防ぼう御ぎよ側がわ）は、対応が少しずつ遅おくれるのだ。相手の動きに対応しているうちに疲ひ労ろうし、気がつけば倒たおれている。女だったら口説かれている。行く先はネオンきらめくホテルか、敗はい北ぼくか。


　どこかで反撃しなければならない。いや、流れを引き戻もどさなければならないのだ。


　派は手でな爆ばく発はつ音おんがした。中隊本部の壕が、びりびり揺ゆれた。


「あ、あのさ、リーラ」


　恐おそる恐る、和樹が口を出す。


「降こう伏ふくするのもいいんじゃないかな。そうすれば、戦争も終わるわけだし」


「考えられません」


　リーラは一いつ顧こだにしなかった。


「水銀旅団は、メイドを滅ほろぼし、誓せい約やくを破は棄きさせることが目的なのです。わたしたちにとって降伏は死を意味します」


「……でも、本当に殺されるわけじゃないんでしょ」


「服を脱ぬがされ、パジャマを着せられます。なによりこのカチューシャを取り上げられるのです。死よりも受け入れがたい、大変な屈くつ辱じよくです」


「……そうなんだ」


　そういうものらしい。


「降伏はしません。わたしたちが死ぬか、敵が死ぬかです。ですが」


　彼女は付け加えた。


「式森様は後方にお下がりください。大事なお身体からだ、怪け我がをさせられるわけにはまいりません」


「……いいの？」


「むろんです。エルミーラ！」


　ピンク色のカチューシャをしたメイドがやってきた。


「式森様をお連れしろ。真まっ直すぐ後方には出るなよ。第一小隊側の陣じん地ちに抜ぬけるんだ。あっちはまだまともだ」


「はい」


　実直そうなメイドであった。と同時に、リーラがいまだ用よう心じん深さを捨て去っていないことが分かった。和樹を一人きりにさせるつもりはないのである。


「式森様、こちらです」


　エルミーラと彼女の部下が、和樹を導みちびいた。


　壕を離はなれる瞬しゆん間かん、リーラの言葉が聞こえた。


「注意しろ。これからここも戦場になるぞ」





　判はん断だん力りよくはどこかに忘れてきたらしいとネリーは思った。自分が無む能のうでないと信じるなら、運がないと言いたいところだ。


　塹ざん壕ごうから身を出し、撤てつ退たいに入った瞬間、カメラ小こ僧ぞう中隊が攻こう撃げきを開始したのだ。まさに恐るべき執しゆう念ねんであった。


「萌もえ！」「メイド！」「激写！」といった蛮ばん声せいが響ひびく。逃にげ出す途と中ちゆうだった第一猟兵メイド小隊は、その濁だく流りゆうを頭から被かぶった。


　あちこちでメイドが捕つかまり、デジカメや一眼レフの餌え食じきになっている。多くの写真が撮とられ、フィルムを彩いろどった。縄なわで縛しばられ、緊きん縛ばく写真に仕立てられている少女もいる。


　逃げろ、という言葉をかろうじて堪こらえた。ここで彼女がそう言っては、本当の敗走になってしまう。ごく少数でもいいから、まとまって後方にたどり着かなくてはならない。


　水銀旅団兵が突とつ進しんしてくる。カメラに小しよう銃じゆうという基本装そう備びだ。どちらも薄うす汚よごれているところが、激戦を物語っていた。


　その兵がシャッターを押おした。同時に引き金を引いている。白光と小銃弾が飛ぶ。よほど器用でなければできない芸げい当とうだ。


　さらに接せつ近きんしてきた。彼女はサブマシンガンを構える。すでに弾たまは撃うち尽つくした。棍こん棒ぼうの代わりにするしかない。


　個人戦せん闘とうとなる寸前、自分の過あやまちに気づいた。水銀旅団兵は、兵ではなく将しよう校こうだ。大たい尉いの階級章を付けている。おそらく、この突とつ撃げきを指揮した男。指揮官自みずから先頭に立っている。


「あなたが中隊長ですね、覚かく悟ご！」


　わざわざ声を張り上げて、わずかばかりの敬けい意いを示す。


　サブマシンガンをバットみたいにスイングさせるが、短くて当たらない。伏ふせてかわした敵に、今度は蹴けりを入れようとする。


　スカートがふわりと浮うかぶ。相手はゴロゴロ転がり、信じられない早さで何回もシャッターを押した。


　瞬時に下した着ぎを撮られたと悟さとった。頭に血が上る。


　もはや小隊もなにもなかった。メイドの誇ほこりにかけて、この男を倒たおさなければと決める。徒と手しゆ格かく闘とうになっても構わない。ひ弱なだけではメイドはつとまらないのだ。


　ネリーは敵指揮官に組み付いていった。すでに周囲の状じよう況きようは目に入っていない。


　おかげで背はい後ごに、新しく主人となるべき人物がいたことを知らなかった。





　和樹は轟ごう音おんに耳を塞ふさぎたくなった。エルミーラともう一人のメイドに連れられたのはいいものの、戦闘騒そう音おんまっただ中に飛び込んだのだ。


　いつの間にか、第一猟兵メイド小隊と第二カメラ小僧中隊との戦闘に巻き込まれていた。安全な場所を選んでいたはずが、もっとも危険なところに足を踏ふみ入れていたのだ。銃撃とシャッター音が飛び交かっている。


　あちこちでメイドとカメラ小僧が格かく闘とうしていた。摑つかみ合いながら上になったり下になったりを繰くり返している。当人たちは真ま面じ目めだが、妙みように扇せん情じよう的てきな感じもある。まるでエロゲーだ。


　不意に、足音が大きくなった。


「式森様、伏せてください！」


　エルミーラが叫さけぶ。そこに水銀旅団兵が襲おそいかかった。


　相手はＣＣＤカメラを片手に持ち、メイド服の胸むな元もとに突つっ込もうとしている。エルミーラは小銃の台だい尻じりで必死になって防ごうとしていた。


　二人はこんがらがったまま、交こう通つう壕ごうの中を転がり回る。水銀旅団兵はヘルメットにもデジタルビデオを付けていた。もつれ合いがそのままリアル映像となる。


　そこに部下のメイドが助けに加わり、また水銀旅団兵が折おり重かさなって、もはや何Ｐだか判はん別べつするのも困こん難なんとなった。


　和樹は言われたとおりに伏せていたが、そのまま必死になって這はった。


　なるべく戦闘から逃のがれようと、後ろを見ずに腕うでを動かす。やがて四つん這いになり、最後には立ち上がった。


　壕から頭が出る。


　辺りはやはり戦場だった。メイドたちと水銀旅団兵が撃うちあい、あるいは格闘をしている。のされた兵士が土ど囊のうのように積み重ねられているところもあれば、メイドがスケッチブックに無理矢理絵を描かかせられているところもある。


　だが、和樹のいるところは、ちょうど戦闘の埒らち外がいだった。


　そこら中で誰だれかしら戦っているのだが、自分の身だけはなんともないのだ。台風の目のようなものであった。


　彼は一人である。注目しているものもいない。


（……あれ、これって逃にげられるんじゃない？）


　単純な事実ゆえ、気づくのに時間がかかった。


　絶ぜつ好こうのチャンスだ。これを逃したら、城内に連れ戻もどされる。へたしたらそのまま、なし崩くずし的にメイドの主人だ。


　ならばずらかる。善ぜんは急げだ。気づかれないよう歩き出した。エルミーラはまだ戦せん闘とう中で気づいていない。


　しばらく離はなれてから歩ほ調ちようを早める。


　どこへ行こうかと思った。中隊本部に戻るのはなし。城は論ろん外がい。とすると、水銀旅団の戦線しかない。変へん態たい度どからいけばメイド集めの老人並のものがあるが、少なくとも夕菜たちがいる。


　走ろうとした、が、どさっという音につい足を止めてしまった。


　メイド一人と水銀旅団兵一人が転がり落ちてきた。


　戦っていた結果なのか、どちらも目を回している。ぴくりとも動いていない。


　メイドには見覚えがあった。確かネリーと呼ばれていた。水銀旅団兵は知らない。階級章は大たい尉いのものだったが、和樹には分からなかった。


　不安になって、二人の具ぐ合あいを見た。どちらも脈みやくがある。気を失っているだけのようだ。


　ほっとして歩き出そうとし、思いとどまる。このまま放置しておいていいものだろうか。


　死にはしないだろうかという疑ぎ念ねんが起こってきた。場所が問題で、戦車にでも踏みつぶされたら寝ね覚ざめが悪い。


　といって、助けるのも変だ。妥だ協きようして、発見されやすいところに引きずっていこうか。いや、それも時間がかかる。まてまて、誰かに託たくすのはどうだ。でもそうなると、僕はここですと報しらせることになる。


　しばらく悩なやみ、決めた。


　放置せず、二人を壕ごうの中から出した。目立つようにしておけば、踏みつぶされることもないだろう。


　そうしてから、駆かけ出そうとした。


　だがお人好しな逡しゆん巡じゆんが状況を決した。放ほうっておいて、逃げ出せば良かったのである。


　和樹は自分の頭に、銃じゆう口こうが突つきつけられるのを感じた。





　リーラはホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。


「全員武器を取れ。残ざん存ぞん兵へい員いんを集めろ。これから敵部隊に対し、突とつ撃げきを敢かん行こうする」


　その声と共に、メイドたちは一いつ斉せいに武器を握にぎった。小銃、拳銃に手しゆ榴りゆう弾だんを装そう備びし、身体からだを低くする。


「工兵小隊の残りも呼べ。一斉にやるぞ」


「大尉ハウスキーパー、無む謀ぼうではありませんか!?」


　本部附つきのメイドが言った。


「無謀ではない。攻こう撃げきするのは包囲しつつある敵戦車部隊の後こう方ほうだ。第四小隊と戦車小隊はいまだ交戦中。彼女たちが外側、わたしたちが内側から攻撃すれば、窮きゆう地ちを脱だつすることができる」


　つまり同時に攻撃して、逆に敵を寸すん断だんするのだ。そうすれば味方主力と合流できた上、敵てき先せん鋒ぽうを孤こ立りつさせることになる。流れが変わって、敗走させる可能性だってある。


　彼女は不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。


「自殺はわたしも好きではない」


　それから通つう信しん兵へいの方を向いた。


「装そう甲こうメイド小隊に連れん絡らくはつくな」


「はい」


「捜そう索さくメイド小隊も……いや、彼女たちは自力で城へ突破させろ。ご主人様と式森様を守ってもらわねばならん」


「しかし数は多い方が」


「セレンの部下を無む駄だには使えん」


「いや、好きにしていいぜ」


　全員、声のする方向を向いた。


　セレンがいた。メイド服は汚よごれ、髪かみも乱れていたが、ニヒルさを漂ただよわせた、相変わらずの表情であった。


　何人かのメイドを従したがえている。孤こ立りつしていた娘むすめたちを、集めてきたのだろう。全員疲ひ労ろうの色があるものの、瞳ひとみにはまだ意欲をたたえている。


　そして彼女たちの前には、がっかりした顔つきの和樹がいた。


「逃にげ回っていたら夜が明けちまったよ。遅ち刻こくは詫わびる。手みやげといってはなんだけど、第一小隊で救すくえる娘たちは救ってきた。原げん隊たい復ふつ帰きの許可を」


「許可する……。しかし何な故ぜ式森様が？」


「途と中ちゆうで、ちょっとね」


　リーラはセレンがさりげなく持っているサブマシンガンを見て、理由を察さつした。


　傍かたわらのメイドに目くばせをする。彼女たちは、じりじりと和樹の後ろに回った。


「式森様、すみません」


　メイドが和樹に飛びかかった。抵てい抗こうする暇ひまもなく、あっという間に縛しばられ、猿さるぐつわまで嚙かまされてしまう。


「次期ご主人様への非ひ礼れい、あとでいかような罰ばつも受けます。ですが今はご辛しん抱ぼうください」


「むがー！」


　和樹がなにか叫さけぶ。


　彼女はあえて聞かないようにして、全員に向き直った。


「セレン、お前の小隊が待ってる。反撃に参加してもらうぞ」


「あいよ」


　セレンが走り去る。


「無む線せん手しゆ、合図は緑みどりの信しん号ごう弾だんだ。そう伝えろ」


「了りよう解かい」


　メイドが攻こう撃げき位置につく。リーラが信号拳けん銃じゆうを構かまえた。


　一ひと呼こ吸きゆうおいて、引き金を絞しぼる。バシュッと音がして、緑色の発はつ光こう体たいが上っていった。


「攻撃開始！」





「前進！　もっと前進です！」


　夕菜はＴ34／76のエンジンルームの上に乗り、サブマシンガンの台だい尻じりでハッチを叩たたきながら叫んだ。砲ほう塔とうには射撃が集中し、銃じゆう弾だんが火ひ花ばなを散らしている。それでも彼女は前方を睨にらみつけていた。
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　ときおり接近してくるメイドに七・六二ミリ弾を浴あびせ、戦車兵に命じる。


「もっと早く！」


「無理っすよ」


　ハッチが少しだけ開く。戦車長が眼めだけ出した。


「今通信が来ました。後方にメイドの部隊が出現です」


「それがどうしました。和樹さんはもうすぐです！」


「後ろを切られそうなんすよ。そしたら、こっちが孤こ立りつしちまう」


「心配することはありません。増ぞう援えんで重盗とう撮さつ部隊が来るはずです！」


「ここまで来ません。途と中ちゆうで溝みぞにはまって動けなくなってるみたいっす」


「どうしてです！」


「あれは、体重百二十キロ以上の奴やつだけを集めた部隊なんすよ。だから動きが鈍にぶいんです。重ってのは単に重いって意味で……」


「なんでそんなの使ってるんですか！」


　炸さく裂れつ音おんがして、隣となりを走っていた戦車が止まる。黒い煙けむりを噴ふいていた。ショックで砲身が垂たれ下がり、乗員が逃げ出す。


　座ざ布ぶ団とんみたいな対戦車地じ雷らいを抱かかえているメイドが見える。セレンだ。彼女が戦車を仕し留とめたのだ。


　セレンの指揮の下もと、メイドの対戦車班が孤立した水銀旅団の戦車を、片かた端はしから撃破していく。


　耳をつんざく飛ひ翔しよう音おんがして、夕菜の脇わきを弾頭が通つう過かしていった。撃うたれた方向にサブマシンガンの弾たまをばらまく。煙えん突とつのような対戦車兵器を構かまえたメイドが伏ふせた。


　知らない間に、無事なのは夕菜の乗った戦車だけとなった。セレンが指示をして、距きよ離りを詰つめていく。


　左後方からIV号戦車が現れた。右後方からはセレンの歩兵部隊。後方を遮しや断だんしつつあるのだ。


「ああっ！」


　夕菜は思わず叫んだ。メイドたちの後ろに、男性の姿が見えた。


「和樹さん……。旋せん回かいしてください！　後ろ！」


　突とつ然ぜん、乗っている戦車が速度を落とした。主砲と機銃を撃ちながらゆっくり進む。


「遅おそくしちゃ駄だ目めです！」


「歩兵がついてきてません。肉にく薄はく攻こう撃げきを受けるっす」


「そんなの私が倒たおします」


「無ぶ事じな戦車もこれ一両だけっす。いい目標っすよ」


「精神力でなんとかするんです！　気合いがあれば負けません！」


「無む茶ちや言わんでください」


　異い音おんがして、戦車が止まった。ピアノ線が履り帯たいと転てん輪りんに深く食い込んでいた。戦車止めの仕し掛かけである。前に進もうとするが、エンジンが唸うなるだけでどうにもならない。


　射撃がひときわ大きくなった。塹ざん壕ごうから、対戦車吸きゆう着ちやく地じ雷らいを抱かかえたメイドたちが現れる。


「脱だつ出しゆつするっす！」


　ハッチが大きく開かれた。戦車兵が我われ先さきに逃にげ出す。


「まだです！　まだ戦えます！　それでも水銀旅団兵ですか！」


　カンカンカンと金属音。一人だけになった夕菜を狙ねらっていた。戦車の脅きよう威いがなくなり、メイドたちが近づいてくる。


「くっ……！」


　夕菜はサブマシンガンを乱らん射しやした。メイドたちはいったん伏せるが、匍ほ匐ふくのまま進んでいた。


「夕菜ちゃん！」
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　真後ろから、玖里子の声がした。


「降りなさい。撤てつ退たいするわよ！」


「なんでですか!?」


「負けちゃったの！　傷きず口ぐちが広がらないうちに、ずらかるのよ！」


　夕菜は歯は嚙がみした。手の届くところ、あと一歩のところに和樹がいるのだ。


「か……和樹さんが」


「夕菜ちゃん！」


　玖里子に砲ほう塔とうから引きずり下ろされる。その瞬しゆん間かん、彼女は見た。


　塹壕の横に、何な故ぜか縛しばられた和樹の姿を。そしてその隣となりに、銀ぎん髪ぱつのメイドを。


　リーラはこっちに視し線せんを合わせていた。勝者の余よ裕ゆうからか、自分の身体からだを守ろうともしていない。


　そして、にやりと笑った。


　勝ち誇ほこった笑えみだった。


　夕菜は、目の前が真っ赤になった。




　第七章










　引き上げたのは、玖里子と夕菜が最後だった。孤こ立りつしていたが、なんとかメイドの目を逃のがれて脱だつ出しゆつできた。兵士たちは、一足先に下がっていた。


　旅団司令部に合ごう流りゆうする。そこには疲つかれ切り、「あーあ、また負けちゃった」といった顔の兵が集まっていた。


「ふーっ、しんどかったわね。あともうちょっとだったんだけど」


　被ひ害がいはかなりのものとなった。戦車の全すべてと初しよ期きの攻こう勢せいに参加した部隊は壊かい滅めつ。調子にのって「メイドさん屋おく外がい撮さつ影えい会かい」を開いていた連中も逃にげるか捕ほ虜りよとなり、攻勢発ほつ起き点てんまで押おし戻もどされた。メイドにも相当な損害を与あたえたと推すい察さつされるも、初期目標が達成できない以上、負けであった。


　結局、いつものパターンに落ち着いてしまったのである。メイドを瀬せ戸と際ぎわまで追いつめたものの、カーボン卿きようが予備投入を早くしすぎたせいで力つきてしまい、リーラの総そう反はん撃げきに崩くずれてしまったのだ。


　夕菜は返事をしない。ただ屈くつ辱じよくに、身体からだを震ふるわせていた。


「とりあえず、態たい勢せいを立て直しましょう。相手も疲ひ労ろうしているはずだけど、こっちも財さい布ふの中身がなくなっちゃったし」


「……後退するんですか」


「うん。しょうがないわ」


「わたしは嫌いやです」


　きっとして、夕菜は言った。


「和樹さんが捕つかまったままです。今日を逃のがしたら、メイドたちの主人なんかになっちゃうんです！　絶対に許せません！」


「だってさ、もうやりようがないわよ」


「敵も疲れているはずですよね」


「多分」


「まだわたしたちには、切り札が残されているでしょう」


「そう……だっけ？」


　夕菜は直接返事をせず、ぴぃーっと指ゆび笛ぶえを吹ふいた。


　規則正しい足音がした。ピンク色の集団が、一群となって現れ、近づいてくる。夕菜の前で整せい列れつした。


「先頭には、わたしが立ちます」


　彼女は座すわり込んでいる兵士から、シモノフ対戦車ライフルを取り上げた。大の男ですら難なん渋じゆうする武器を、片手で担かつぎ上げる。


　パイナップル型の手しゆ榴りゆう弾だんを胸にびっしりとぶら下げた。ベルトにリボルバーを差し込む。指には火か炎えん瓶びんを二本、挟はさんだ。


　それから、唯ゆい一いつ戦せん闘とうに参加していなかった部隊に怒ど鳴なる。


「アリシア大たい尉い！」


「はい」


　元メイドの指揮官は、静かに答えた。無む機き質しつな返事の中にも、喜き悦えつのようなものが混じっていた。


「準備はいいですか!?」


「待ちくたびれました」


「よろしい。ピンクパジャマ中隊カンパニー！」


　染しみ一つない化か繊せんの服を着た少女たちが、夕菜のかけ声に態勢を整ととのえる。


「出番です。これから敵に突とつ撃げきをかけます。目的はメイドを殲せん滅めつすることと、和樹さんを救すくうことです。情なさけをかけないで。捕ほ虜りよもとっちゃ駄だ目めです。最後の一人まで倒たおします！」


　承しよう知ちの甲かん高だかい声があがる。彼女たちは疲労もなく、士し気きも十分であった。


　司令部から驚きよう愕がくの叫さけびが上がる。今まで使われることのなかった部隊が、ついに投入されようとしているのだ。


「お待ちください。彼女たちを戦わせることは、全ての寝間着愛好家パジヤマーにとって大変な悲しみと怒いかりを……」


　夕菜はシモノフの銃じゆう口こうをカーボン卿きように向けた。英国紳しん士しは、口ひげを震ふるわせると沈ちん黙もくした。


　それを確かく認にんし、彼女は対戦車ライフルを持った手を、高々と上げた。


「フィーックス、ベイヨネーット！」


　金属音がして、小銃に銃じゆう剣けんが装そう着ちやくされる。無数の刀とう身しんが夕ゆう陽ひに反はん射しやし、ぎらぎら輝かがやく。


「目標、敵、メイド部隊。ピンクパジャマ中隊カンパニー」


　夕菜が息を吸すう。一いつ瞬しゆん止めると、大だい音おん声じようと共に吐はきだした。


「突撃チヤージ！」
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　メイドたちの疲ひ労ろうは頂点に達していた。なんとか塹ざん壕ごうに入っているものの、皆みな側そく壁へきに寄りかかり、立ったまま居い眠ねむりをしている娘むすめもいた。


　全力を出しきり、最後の段だん階かいで敵を撃げき退たいしたのである。陣じん地ちの修復などとても無理な話で、現げん状じよう維い持じが精せい一いつ杯ぱいであった。


「リーラ、拠きよ点てんが丸まる裸はだかだ。砲ほうも地じ雷らいも役立たずになってる」


　セレンが言う。


「線じゃなくて点で守ってる。動きも鈍にぶい。あれじゃ夕飯の支し度たくも出来ねえぜ」


「もう兵力はない。まともなのはお前の小隊ぐらいだぞ」


「あたしのも無傷とはいかないよ。拠きよ点てん防衛には使いたくないんだが」


「他に穴埋うめをできるのが……ん？」


　リーラが怪け訝げんな顔をした。無数の足音がしていた。


「……もがもごもご（なんだろう）」


　和樹は口を塞ふさがれたまま、まるで津つ波なみのような騒そう音おんに首を傾かしげた。今までの水銀旅団とは違ちがい、軽かったが、怒ど濤とうの足並みだ。


　前方に目を向け、仰ぎよう天てんした。


　ピンク色の服が横一列になり、こっちに突つっ込んでくるのである。


「も、もご……」


「ピンクパジャマ中隊カンパニー……」


　リーラの顔が、やや青ざめた。


「全員、塹ざん壕ごうに入れ！　機き関かん銃じゆうを撃うって近づけるな！　戦車は射撃をしながら後こう退たい！」


　履り帯たいをゴロゴロ言わせながら戦車がバックした。メイドたちは壕に飛び込み、そうでないものはその場に伏ふせた。


「精せい霊れいたち！」


　夕菜の詠えい唱しようが聞こえる。彼女の右手に光の粒つぶが集まった。精霊は帯おび状じようになると、対戦車ライフルの銃口に移っていく。


「たあーっ!!」


　ものすごい轟ごう音おんがして、銃口から魔ま力りよくをまとわせた弾だん丸がんが飛び出した。火球になって戦車に直撃する。一いち撃げきで擱かく挫ざさせた。


「なんということを！　魔法はハーグ陸りく戦せん法ほう規き違い反はんだぞ！」


　リーラが叫さけぶが、夕菜は知ったことかとばかりに攻こう撃げきを加くわえていた。


　それはまるで、戦車が初めて登場したソンム会戦にも匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきであった。双そう方ほうの了りよう解かいであった魔法禁止が破られ、攻撃に発はつ揮きされたのである。夕菜は攻撃魔法を存分に使い、圧あつ倒とう的てきな破は壊かいと混乱をもたらした。


　パジャマ姿の女の子も発砲を繰くり返していた。数は一個中隊、薄うすいピンクの線だが、一いつ般ぱん兵へいと違ちがってカメラもサイン帳も持っていない。握あく手しゆを求めることすらせず、その戦せん闘とう力りよくを十分に発揮している。頭を殴なぐりつけ、髪かみを引っ張り、泣こうが喚わめこうが容よう赦しやをしない。


　まさに悪あつ鬼き。野や獣じゆうのような勇ゆう猛もうさであった。


　どんなことでもそうだが、転てん向こうしたものほど元の組織にはつらく当たる。激しいくらいの仕打ちを加えることによって、自分の存在を示すのだ。


　パジャマたちも例外ではない。それに彼女たちが捕とらわれると、待っているのは過か酷こくな拷ごう問もんと労働である。捕ほ虜りよとは魔女裁判の贄にえを意味する。その恐きよう怖ふから逃のがれるため、そしてパジャマ少女としての誇ほこりのため、死を賭として戦うのであった。


　この集団にメイドたちも必死になって抵てい抗こうしていたが、短時間でしかなかった。


「リーラ！」


　煤すすと泥どろで顔を黒くしたセレンが怒ど鳴なった。


「後退させろ、もうもたないぞ！」


　その言葉通り、紺こん色いろの服が、一人、また一人と倒たおれていく。パジャマたちの攻撃に疲労した身体からだと精神が屈くつし、雪崩なだれのように崩くずれたのである。


　第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーはついに崩ほう壊かいした。全すべての陣じん地ちが陥かん落らくし、ピンク色のパジャマに呑のまれていった。


「わっ、こっちに来る」


　猿さるぐつわをずらした和樹は、口の中で言った。夕菜は一直線にこっちへ向かっている。立ちふさがるメイドは、文字通り蹴け散ちらしていた。


「和樹さん！」


「ひえっ」


　怒おこられているような気がして、つい悲ひ鳴めいを漏もらした。


「式森様、こちらです」


　リーラが腕うでを摑つかむ。


「撤てつ退たいします。城までお下がりください」


「え、でも」


「あたしの小隊が支し援えんする。さっさと下がってくれ！」


　セレンが部下たちと銃を撃ちながら、声を張り上げる。


「お早く」


　腕を引っ張られた。他のメイドたちも一いつ緒しよになって後退を始めた。


「あーっ、なんで逃にげるんです！　和樹さん、どうしてですか！　なんでメイドなんかと一緒に！　待ってください。待てーっ！」


　夕菜の怒いかり混まじりの声を背に、和樹は屋や敷しきへ連つれていかれた。





　リーラと二十名ほどのメイドは、ときおり反はん撃げきし、なんとか振ふりきって城に逃げこんだ。扉とびらを閉しめて奥おくへ向かう。食事に使った部屋へ入った。


　テーブルや椅い子すが、バリケード代わりに立てかけられた。和樹とリーラ、セレンにネリーを中心に、輪わを作って銃じゆうを構かまえる。


　やがて、玄げん関かんで爆ばく発はつする音がした。城の大門が破壊されたのである。玄関の扉も軽かる々がる破られ、重たい足音が続く。


　部屋の前まで来た。強い衝しよう撃げき。扉がバリケードごと吹ふき飛んだ。


　うっすらと焦こげ臭くさい煙けむりが漂ただよう中、対戦車ライフルを構えた夕菜が姿を現した。口元は引きつり、瞳ひとみの中ではマグマが渦うず巻まいていた。そして後方には遅おくれてやってきた玖里子と、ピンク色のパジャマ少女たち。


　彼女は据すわった目つきで室内を睨ねめ回した。


「降こう伏ふくしなさい……」


　彼女は低い声で告げる。


「這はいつくばって命いのち乞ごいをしなさい。泣き叫さけんで慈じ悲ひを求めなさい。神を怨うらみ天を嘆なげき、己おのが運命に幕まくを下ろしなさい。そうすれば、貴女あなた方の魂たましいには鉄の鎖くさりがつけられて、地じ獄ごくで泥どろを舐なめるような運命だけですみます。塗と炭たんの苦しみを存ぞん分ぶんに味わって、生き恥はじをさらすだけですみます。それとも、今ここで終しゆう止し符ふを打ちますか!?」


　銃口が向けられる。精せい霊れいたちのせいで、白く光っていた。


　メイドたちは無む言ごんのままだ。


「ほう、ではこれならどうです」


　夕菜がパジャマ兵に合あい図ずをした。やがて、縄なわでぐるぐる巻きにされたメイドが一人、連れてこられた。


　エーファだった。


「リーラさん、このドジ眼鏡めがねのことをずいぶん気にかけていたんじゃないですか？　降伏しなければ彼女もただではすみませんよ」


　リーラはちらっと見たきり返事をしない。だが唇くちびるをきつく嚙かみしめていた。


　夕菜はエーファを床ゆかに転がした。


「降伏しなければ、あなたの可愛かわいい部下がひどい目にあいます。カチューシャを取られエプロンを取られ、メイド服はネットオークションで売りさばきますからね」


　リーラだけでなく、メイドたちの顔から血の気が引いた。夕菜が本気だと言うことが分かったのだ。


　エーファの頭がわずかに動く。やつれ、憔しよう悴すいしきった顔がメイドたちに向けられた。


「リーラ様……」


　かすれた声が、その口から漏もれる。


「…………」


　目をつむるリーラ。


「さあ、どうします!?」


　なにも言わなかった。やがて、


「くそったれメルド！」


　夕菜は顔色を変えた。


「……そうですか。分かりました。命を粗そ末まつにしたものですね！」


「ま、待った、夕菜！」


　和樹は急いで言った。


「そんな乱らん暴ぼうな。暴力的すぎるよ。やってることがこの娘こたちと変わらな……」


「和樹さんっ！」


「は、はいっ！」


「この女どもの肩かたを持つ気ですか!?」


「い、いえ、そうではない……んですけど……」


「でしたら黙だまっていてください！」


「待って待って！　撃うったら僕にも当たるじゃないか！」


　引き金にかかる夕菜の指が、わずかに緩ゆるまった。


「……避よけてください」


「無茶だよ！」


　メイドたちは和樹を取り囲むように壁かべを作っているのだが、魔ま力りよくで増ぞう強きようされた対戦車ライフルなら、もろとも吹き飛ばすだろう。逃にげようにも真ま横よこのリーラは腕うでを摑つかんでいて、避けようがなかった。


　だが彼女は、人差し指に再び力を込めた。


「避けてくれないと撃っちゃいます！」


「やめろってば！」


　恐きよう怖ふのあまり目をつむる。すると、頭上で破は壊かい音おんが響ひびいた。


　天てん井じようの漆しつ喰くいと木もく片へんが落ち、続いて小こ柄がらな人ひと影かげが降ってきた。


　人影は空中で一回転すると、和樹の真後ろに着地した。リーラの手を打ち据すえ、腕を放させる。メイド数人の横よこ腹ばらを突つき、壁を崩くずす。


　和樹は襟えりを摑まれた。そのまま引きずられるようになりながら、メイドの輪の中から抜ぬけ出た。


「り……凜ちゃん」


「世話が焼けるな、お前は」


「いったいどこから……」


「海を泳いで、崖がけを上っただけだ。地下道があって、薄うすい壁を壊こわしたら地下室に出た。一人で行動する分にはそれほど困こん難なんではない。むしろ屋根裏に忍しのび込む方が手て間まだったぞ」


　凜は日本刀を構えながら答えた。確かに彼女の全身は濡ぬれている。服のあちこちにもすり切れた痕あとがあった。


　つまり彼女は、かつての食料搬はん入にゆう路ろを利用したのである。あの拷ごう問もん室しつみたいな部屋からここまで来たのだ。身軽だからこそ、できた技わざだった。


「お前が一人になるのを待っていたんだが、ずっとメイドと一いつ緒しよだったから、このタイミングになってしまった」
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「どきどきしたよ……ありがとう」


「お前がメイドにでれでれしなければ、こんなことにはならなかったんだ」


「してないよ……」


「してた」


　してない、と言おうと思ったが、どうしてか怒おこったような顔で、おまけに刃やいばがこっちを向いていたので口を閉じた。


　和樹は凜に引っ張られ、反対側の扉とびらまで移動する。刀かたなは何な故ぜか和樹に突きつけられていたが、おかげで誰も追ってこれない。


「これで逆転ですね」


　夕菜は利り用よう価か値ちのなくなったエーファを蹴け飛とばして、メイドに返す。あらためて対戦車ライフルの狙ねらいをつけた。目標はもちろん中心のリーラだ。


「後こう悔かいは地じ獄ごくでしてもらいます。覚かく悟ご！」


「……待て」


　別の声がした。奥おくの扉が開く。


　ガウンを着た男性が姿を現した。この城の老人であった。


　意外としっかりした足どりで、歩み寄る。


「武器を収めたまえ」


　ちらとも見ない夕菜。


「遅おそいです。メイドは全すべて罪人です」


「いや、このままではむやみに被ひ害がいが大きくなるばかりだ。もう十分戦ったはず」


「わたしは戦い続けます。メイドたちを滅ほろぼすまで」


「一つ提案させてくれ。血を流さず、一いつ瞬しゆんで終わる方法だ。君にも勝利の可能性は十分にある」


　老人の口調が熱を帯びた。


　夕菜は、銃じゆう口こうをやや下にした。


「なんですか」


「この紛ふん争そうはいわば式森君を巡めぐる、名めい誉よをかけた戦い。ならば最終的な解決は、決けつ闘とうしかあり得ない」


　老人は言葉を切り、一同をぐるっと眺ながめた。


「君とリーラ、二人で決闘をする。方式はディッシュ・チャレンジ」


　大皿挑戦デイツシユ・チヤレンジ。


　その名を聞き、リーラの顔はわずかにこわばった。一方の夕菜は胡う散さん臭くさげだ。


「古来より裏の世界に伝わるメイド専門の決闘方法だ。料理用の皿を一人分十枚、合計二十枚投げる。それをいかに割ることなく受け止めるかを競きそうものだ。元来はドジっ娘メイドを矯きよう正せいするためのものだったという」


「……由ゆ来らいはどうでもいいです。でも、受けられません」


　彼女は対戦車ライフルを構かまえ直した。


「条件が対たい等とうすぎます。有利なのはわたしなのです」


「皿の枚数は、リーラが君の一・五倍、十五枚となる。そして割れた皿の少ないものが勝者だ」


「ほう。それで、わたしが勝ったらどうなるのです」


「メイドたちは君に降こう伏ふくする。彼女たちをどうするかは、君に委ゆだねられる」


「わたしはメイドを容よう赦しやしませんよ。地じ獄ごくを見てもらいます」


「自由だ。ディッシュ・チャレンジの敗者は勝者にいかなる抗こう議ぎもできないのだ」


　夕菜の顔に、はじめて興味を持った色が浮うかんだ。眼がしきりと動いて、逡しゆん巡じゆんしているように見える。


「負けたらこの城から出ていってもらうだけだ。どうかね」


「……ここのところ、どうもお皿に縁えんがあるようですね。いいでしょう」


「夕菜……」


　彼女は和樹を手で制した。


「大だい丈じよう夫ぶです。負けません」


「そうじゃなくて、凜ちゃんが僕に刀を向けたままなんだけど」


「……少し黙だまっててください」


　カートが運ばれた。料理用の大皿が積まれている。真っ白な陶とう器きが二つの山に分けられ、メイドの一人と玖里子が持った。


　夕菜は対戦車ライフルを置くと、頭の後ろに手をやる。


　結われていた髪かみの毛がぱらりと落ちた。


　髪留めを両方とも外はずしたのだ。ロングヘアーが腰こしまで伸のびた。


　そして口は真一文字に引き締しめられ、頰ほおは硬かたくなっている。本気であった。


「覚かく悟ごしなさい」


「そちらこそ」


　リーラは普ふ通つうに立ったままだ。


「では古式にのっとり、ディッシュ・チャレンジをおこなう。もはやいかなるものにも、この決けつ闘とうを止めることはできず、無言を持って賛さん意いを示さねばならない。結果は覆くつがえらず、勝者は神に感謝し、敗者は結果を受け入れよ。用意はよろしいかな」


　老人の言葉に、二人は軽くうなずいた。


　カウントが始まる。


「三、二、一、はっ！」


　二十五枚の皿が投げられた。


　白い円えん盤ばんは空中にまかれ、バラバラになって落下する。二人はほぼ同時に跳とんだ。


　片かた端はしから摑つかむ。落ちる前に受け止めなければならない。割れる皿はどうしても出てくるが、その数を極きよく力りよく減へらす。運と実力の勝負だ。


　二人の影かげは、何度も交こう錯さくした。


　がしゃがしゃがしゃんと陶器の砕くだける音が響ひびく。それが終しゆう了りようの合あい図ず。


「そこまで！」


　老人が手を上げた。


　夕菜は両手で抱かかえた皿を絨じゆう毯たんに置いた。リーラも同じようにする。


「これです！」


「わたしはこれだけ」


　複数の立ち会いの下もと、数が確かめられる。何度もチェックをし、老人が発表をした。


「宮間夕菜……破損、二枚」


　夕菜はにこっと笑った。ほぼ限界に近い数だ。


「リーラ……破損、なし！」


「なっ……」


　銀ぎん髪ぱつのメイドは、口の端はしを少し曲げた。


「わたしの勝ちだ」


「……そんな」


　夕菜の全身から力が抜ぬけ、がっくりと膝ひざをついた。眼めにうっすらと涙なみだが浮うかぶ。


「そんな……そんな……全部受け止めるなんて……」


「夕菜ちゃん」


　玖里子がそっと、肩かたに手を置いた。


「あきらめることはないわよ。まだ勝負できるんじゃない」


「いえ……負けは負けです。わたしは敗れたんです」


　広い食堂内に、彼女のすすり泣く声だけがした。


「もう……帰ります……こんなところ、いたくない……」


「何い時つ来ても同じだ。わたしたちメイドは、お前に屈くつしたりはしない」


　嘲ちよう笑しようするようなリーラの声。夕菜はなにも言えなかった。


　彼女は背を向け、うつむきながらとぼとぼ歩く。


「ひどい……ここまできて……ん？」


　なにを気づいたのか彼女は引き返すと、リーラの皿を取った。


　手て触ざわりを確かめている。見る見るうちに、顔に生気が戻もどった。


「……プラスチック！」


　割れないはずであった。床ゆかに落ちても、拾えばいいのだ。


「このペテンメイド、やりましたね！」


　夕菜の顔がん面めんが真っ赤になった。同時にリーラがメイドたちに叫さけんだ。


「撤てつ退たい！　ここは放ほう棄きだ。岬みさき下したに移動！」


　老人の姿ももうない。メイドたちは発はつ煙えん弾だんを炸さく裂れつさせると、無事な扉とびらから逃にげ出していく。


「逃がすかー！」


　夕菜が追おうとする。と、煙けむりの中からリーラの声がした。


「瓦が礫れきに埋うもれたくなければ、逃げた方がいいぞ。ここは爆ばく破はする」


　和樹と玖里子が跳とび上がった。無視して駆かけ出そうとする夕菜の身体からだを抱だきとめる。


「離はなしてください！　あのインチキ女を捕つかまえてやる！」


　次の瞬しゆん間かん、爆発が城内に響ひびいた。振しん動どうが起こり、はっきりと分かるくらい傾かたむいていく。家具や美術品が倒たおれ、床に亀き裂れつが走る。


　二人は懸けん命めいになって夕菜を引きずった。


「危ない、逃げよう！」


「夕菜ちゃん、ずらかるわよ！」


　凜がパジャマ少女たちを先に逃がした。続いて和樹たちも夕菜を抱かかえて出る。


「式森様」


　最後の瞬間、煙の中からリーラの声がした。


「中庭から抜ぬけてください。無事に外に出られます。今はここでお別れですが……わたしたちはあなたのことを忘れません。誓せい約やくの機も逃のがしましたが、いずれ、真のご主人様となっていただきます」


「え……」


「では」


　いっそう煙が濃こくなり、足音が遠ざかっていく。それも爆発音でかき消された。


　和樹は破は片へんと石粉をかぶりつつ、その言葉を聞いた。隣となりでは夕菜が、悔くやしそうに対戦車ライフルを振ふり回していた。


「メイドの分ぶん際ざいでなに格かつ好こうつけてんです！　イカサマまでして！　待ってなさい！　必ず復ふく讐しゆうしますから！　絶対に許しませんよ!!」


　彼女は心の底から、幾いく度どとなく絶ぜつ叫きようしていた。





　全員が外に出ると同時に、城は押おしつぶされたように崩くずれた。城じよう壁へきも塔とうも、全すべてが瓦が礫れきの山となった。


　メイドたちは、岬下に隠かくしてあった船に乗り、洋上へと脱だつ出しゆつした。追つい跡せきする手段はなく、夕菜は腹立ちまぎれに瓦礫からメイド服を掘ほり出し、全て焼しよう却きやくした。


　玖里子はカーボン卿きようから、名めい誉よパジャマ勲くん章しようやらパジャマクロス勲章やらを授じゆ与よされることになった。受け取ったものの付ける気はなく、凜に渡わたそうとして拒きよ絶ぜつされ、仕方なく日本に持ち帰ることになった。


　ピンクパジャマカンパニーは、夕菜を、戦いを勝利に導いた女め神がみとして、こぞって忠ちゆう誠せいを誓ちかった。


　そして和樹だが、最後にリーラが投げた台詞せりふ、あの意味ありげな行こう為いに悩なやんでいた。


　彼はそれを味わうこととなる。そしてそれは、遠い未来のことではないのであった。






　あとがき







　築つき地じです。うだるような暑さも過ぎ去った今日このごろ、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。我わが家はいまだ室しつ温おん二十八度です。死にそう。





　まぶらほも五冊目となりました。今回は特別編です。この本は前冊までとは違ちがい、パラレルワールド気味の内容です。「パラレルなのはお前の頭だ、ボケ」と言われそうですが、とにかくパラレルです。もちろん和樹と夕菜以下、いつもの面々は登場します。ただしそれ以外に、山のようにメイドが登場します。紺こん色いろの服にエプロンをつけて、主人や客に出会うと頭を下げるアレです。インドかどこかの世界観に、地球は平たいらで、その下を亀かめだか象ぞうだかが支ささえているものがありましたが、ここではメイドが支えていると思ってください。このへんがパラレル。


　本作品には元があります。ドラゴンマガジン二〇〇二年四月号増刊『ファンタジア・バトルロイヤル』に掲けい載さいされた、『まぶらほ特別編　仮装戦記小説The last of the Maidgruppe』です。ひっそりと誌し面めんを埋うめるように載のっていたのですが、どうしたことかアンケートが絶好調で、急きゆう遽きよ文庫化と相あい成なりました。『メイドの巻』でまぶらほにはじめて出会った方、他の巻も読んでいただけると嬉うれしいです。





　さて、掲載された『ファンタジア・バトルロイヤル』は、「スペースオペラ特集」でした。原げん稿こうを依い頼らいされたときは「宇宙なんだから堅かたい話がいいか」と思い、「三十二世紀（←適てき当とう）くらいの地球で起こった戦争も終しゆう盤ばんとなり、消しよう耗もうしきった劣れつ悪あく装そう備びの部隊が辛しん酸さんを舐なめる話」を考えて提出しました。


　これは登場人物がイカしており、「女はまったく登場せず。兵士は全員老人と子供でペシミストか戦争恐きよう怖ふ症しよう」となっていて、「一九四五年の東部戦線にたまらない愛情」を感じる方々に好評間違いなしな内容でした。もう私の脳のう内ないにある出版界では、早くもウルトラヒットをしていたくらいです。


　ところがプロットを一いち瞥べつした担当Ｋ氏は、乾かわいた笑い声を上げつつ「アホ」のひとことと共に却きやつ下か。「まぶらほを書くように」との指令を下されたのです。


　私は「まぶらほで戦争なんて、どうすればいいんだろう」と大変悩なやみました。はっきり言って戦争にする必要などないのですが、とにかく頭がWarだったのです。常じよう識しき的てきな判断なんかバケツにしまい、漬つけ物石で蓋ふたです。


　当然ネタなんか思いつかず放ほう置ち。すっかり忘ぼう却きやくしていたのですが、あるとき同じファンタジア作家の市いち川かわ丈たけ夫お先生とお会いしたとき、不意に復活を遂とげました。


　私と市川先生はウォーゲーム（六角形の線が引かれた盤ばん上じようで部隊駒ごまがちょろちょろするアレです）という共通の趣しゆ味みを持っており、たまにプレイをします。この日は南北戦争のゲームをしていたのですが、不意に市川先生がこう言いました。


「増刊のネタ、メイドでも出したらいいんじゃない」


　なんで私がメイドなんですか。それは他のコスプレ好きな先生方にお任まかせします──とそのときは答えました。何な故ぜか作家で女性のコスチュームにこだわりをもった方は多いのです。例えば、かの賀が東とう招しよう二じ先生は「僕はポニーテールを愛してますから」と公言されたことがあります。（ちなみに本文中に出てきた『ポニーテール十字軍』は賀東先生に捧ささげています。迷めい惑わくかな）


　とにかく、んなもんじゃ戦争小説にならねーよと除外していたのですが、しばらくプレイしていて南軍の騎き兵へい隊たいが壊かい滅めつしたころ、脳のう裏りにひらめくものがあったのです。


「そうだ、メイドじゃなくてメイド狩がりにしよう」


　どうしてメイドを雇こ用ようするのではなく、退たい治じすることを思いついたのか分からないのですが、とにかく私の頭脳では「逃にげまどうメイドを戦車でひき殺す夕ゆう菜な」「道ゆくメイドを手打ちにする凜りん」「施し設せつにぶち込んだメイドを死ぬまでこき使う玖く里り子こ」が乱らん舞ぶしたのです。


　これはいける、と根こん拠きよのない直感をした私は、市川先生に「熱ねつ病びように罹かかったんですか」と言われたにもかかわらず、企き画かくにまとめました。読み通り、担当Ｋ氏は即そく座ざにオーケー。よく見ると目元が引きつっていましたが、それはなかったことになっています。





　で、この『メイドの巻』ですが、実は続きがあります。これまた増刊に掲載された『まぶらほ特別編　仮装戦記小説THE MAID HAS LANDED』です。どこかで見たようなタイトルですが、気にしてはいけないことになっています。この本と同じころに発売されていますので、よろしければこちらもどうぞ。





　別の話。『ゆうれいの巻・うえ』で触ふれたドラマＣＤ、おかげさまで好調です。喜んでいただけたのか、第二弾の応おう募ぼが第一弾を上回りました。私はまだ聞いていないので（手元にない）、どうか作者の分までお楽しみください。


　そろそろ第三弾も……あー、残念ながら締め切られてしまいました。運悪く手に入れられなかった方は、お友達に聞かせてもらってくださいませ。





　では最後に、ネタのヒントを与あたえてくれた市川丈夫先生に厚あつく御おん礼れい申し上げます。ご本人は「俺はメイドなんか知らねえ」とおっしゃるはずですが、そうはいきません。


　そしてなにより、「僕、実はブルマが大好きなんですよ」と己おのれの嗜し好こうを白はく状じようした秋あき口ぐちぎぐる先生に、本作を捧ささげたいと思います。書いちゃまずかった？　いいよね。







二〇〇二年九月十九日　　築地　俊彦





まぶらほ


～メイドの巻～





築つき地じ俊とし彦ひこ






[image: ]


平成23年12月15日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2002 Toshihiko Tsukiji, Eiji Komatsu/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P269.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





OEBPS/images/P031.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg
= IRV 2 F 3

~ XA RDE~

EHEZ

-

4521 §9EB~U

) BTRIFVIVTNE

L





OEBPS/images/P131.jpg





OEBPS/images/K004.jpg
[Br-UlddbhEnizs
RBFHEFL<o

1/ '
{
\






OEBPS/images/P259.jpg





OEBPS/images/FJB_LOGO.png





OEBPS/images/P043.jpg
SR O






OEBPS/images/P207.jpg





OEBPS/images/P083.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
B
-

it v [£5Upt<oT
305z

[DIZUALICEDE L& DH ]






OEBPS/images/P263.jpg





OEBPS/images/P279.jpg





OEBPS/images/P151.jpg





